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Ⅰ.基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

だれにも会いたくない。少しも口を利きたくない。（　1　）ただ一人でじっとしていたい。そういう気持ちのときがしばしばある。これは意気阻喪のときではなく，情意沈潜のときである。
わたしは純白か漆黒かの尾の長い猫【ア】なら、見当り【イ】次第何匹でも飼いたいと思っている。（　2　）、室内にとじこめられたペット用の外国産のものではなく、自由に戸外を駆け回る野性的な日本産種のほうがいい。尾の短いのは人工的でいけなく、尾の長い自然的なのが【ウ】最高だ。
（　3　）、何故に猫か。猫は飼養動物のうちでもっとも人間に近い生活をしている。屋内に人間と同居し、同じ食物を食べ、同じ寝具に眠る。用があり、（　4　）喉を鳴らしてすり寄って来るが、そうでなければ、呼んでも返事をせず、【エ】すまして他所（　5　）向いている。猫は人の顔色を読むと【オ】いわれているが、往々、もっともよく人間の顔色を無視する。そして庭の隅や、縁側の片端や、机上などに、ただじっと蹲って一人で夢想している。そうした夢想の中に、肉食獣としての本来の野性がある。【カ】猫のうちには馴服され（　6　）何物かが残っているとわたしには思える。
それを、わたしは自分のこととして感ずる。人に会いたくなく、口を利きたくなく、一人でじっとしているとき、その沈潜しているわたしの情意は、道徳的な習慣的な、換言すれば世間的な一般的なものであって、その底には、胸の（　7　）に潜む野性的なものが存在する。それは猫の馴服と同様に、人間の道徳や習慣では完全に覆うことのできない何物かが存在するのである。そしてその野性的な何物かの中にもっとも多くの芸術の萌芽がある。
芸術が一種の創造であるという要素は、この馴服されない野性的な深い何物かの上に建設される（　8　）にある。この建設のない場合、芸術は創造的要素を失い、生命力が【キ】希薄になる。
猫の野性は、その柔軟温順な外観から（　9　）ところに存在していて、こうした野性は内心的なものであって、猫の夢でもある。その内心的なものに対する驚異と恐怖とから、猫に関する伝説が生まれる。猫に関する迷信的伝説は道徳的な美の外側にあるものが多く、（　10　）それが報恩とか復讐とかいうことから発したものであったとしても、それは（　11　）独自の展開をなして、不思議な力を発揮する。


（　1　）～（　11　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、 [Ａ]そして			[Ｂ]ただし			[Ｃ]もっとも		[Ｄ]とはいえ
2、 [Ａ]それで			[Ｂ]それが			[Ｃ]それも			[Ｄ]それを
3、 [Ａ]ようするに		[Ｂ]もちろん		[Ｃ]なぜなら		[Ｄ]ところで
4、 [Ａ]気が合えず		[Ｂ]気がすめば		[Ｃ]気が向けば		[Ｄ]気がきけば
5、 [Ａ]を				[Ｂ]に				[Ｃ]から			[Ｄ]へと
6、 [Ａ]きりない		[Ｂ]きれない		[Ｃ]きらない		[Ｄ]きない
7、 [Ａ]そこか			[Ｂ]なにか			[Ｃ]どれか			[Ｄ]どこか
8、 [Ａ]ゆえ			[Ｂ]もの			[Ｃ]ほう			[Ｄ]ところ
9、 [Ａ]すぐれた		[Ｂ]はなれた		[Ｃ]よごれた		[Ｄ]みだれた
10、[Ａ]たとえ			[Ｂ]あえて			[Ｃ]もしも			[Ｄ]わずか
11、[Ａ]ぞくぞく		[Ｂ]ずるずる		[Ｃ]たちまち		[Ｄ]そろそろ
12、文中【ア】の「なら」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]もう少し発見が早かったなら、助かったのに。
[Ｂ]動物の切手なら、どんな切手でもほしい。
[Ｃ]このまま不況が続くなら、失業問題は深刻になる。
[Ｄ]ランス語はだめだが、英語ならすこし話せる。
13、文中【イ】の「次第」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]彼は外国人を見つけ次第、誰にでも話しかけようとする。
[Ｂ]先日は失礼いたしました。深くお詫びする次第です。
[Ｃ]目的が達成できるかどうかは、本人の努力次第です。
[Ｄ]今度のテストの成績次第では、上のクラスに上がることもできます。
14、文中【ウ】の「最高」と同じ意味になる「に限る」の使い方はどれか。
[Ａ]この席に座れるのは老人に限る。
[Ｂ]疲れたときは温泉に行くに限る。
[Ｃ]このチケットでの入場は1枚1人に限る。
[Ｄ]当センターの施設の利用は本校の学生に限る。
15、文中の【エ】の「すまして」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]耳をすまして、学長の話を聞く。
[Ｂ]自分が悪いのに、すまして人のせいにする。
[Ｃ]急いで仕事をすましてパーティーに行く。
[Ｄ]心をすまして芸術を鑑賞する。
16、文中【オ】の「いわれている」の「れる」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]まっすぐ行けば、駅前に出られる。
[Ｂ]箱根は観光地としてよく知られている。
[Ｃ]写真を見ると、父のことが偲ばれてつい涙が出る。
[Ｄ]朝6時から練習を開始するから、起きられたら来てください。
17、文中【カ】の「猫のうちには」に当たるものはどれか。
[Ａ]猫の仲間には						[Ｂ]猫の身体には
[Ｃ]猫の内心には						[Ｄ]猫の巣には
18、文中【キ】の「希薄」に当たるもっとも適切な解釈はどれか。
[Ａ]密度がだんだん小さくなること
[Ｂ]濃度が徐々に薄くなること
[Ｃ]次第にある状態に達すること
[Ｄ]充実性が乏しく、熱意に欠けること
19、文中の「潜む」の読み仮名はどれか。
[Ａ]ひそ			[Ｂ]かが			[Ｃ]しず			[Ｄ]ゆる		
20、文中の「柔軟」の読み仮名はどれか。
[Ａ]じゅうだん		[Ｂ]にゅうだん		[Ｃ]じゅうなん		[Ｄ]にゅうなん
II．読解(55点)
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。（2点X20＝40点）

[一]

ぼくの子どものころは、買い物をするにも、定価の決まっていない買い物が多かった。それで、店の人とうまくなじみになって、買い物のやりとりをする要領が大事なことだった。同じものを買うにしても、要領が悪く失敗したら、高い値段で買われてしまう。ふだんからのつきあいだって、買い物のときになって、ものをいうのだった。
これは、ある意味で、不平等なことであった。同じものを買うのに、相手次第で値段が変わる。失敗すると、損になる。
いまでは、定価が決まっている。平等に、だれでも同じ値段で、買い物ができる。しかし、ときにはそれが、ちょっと味気ない（乏味）気がしないでもない。なによりも、要領を身につけようと、努力することがなくなった。店の人と関係を取り結ぼうと、ふだんから心がけることがなくなった。平等なかわりに、冷たい関係になってしまった。
何度か失敗して、だんだんと要領を覚えていくものでもあった。その意味では、店の人というのは要領の先生であった。（中略）
値段の交渉をするということは、買い手のほうでも、その値段へ意思を介入することであった。与えられた定価のもとでの、買うか買わないかだけの判断ではない。そして交渉に参加したからには、たとえそれが高い値段であったとしても、それは買い手の責任に属する。つまり、自分の意思で、自分の責任で、値段を判断する余地が残っていたのだ。
このことの逆として、自分で判断し、自分で責任をとる機会は、平等や公正の名のもとに、だんだんと少なくなってきているのではないだろうか。さらにそれが、学校などで共同で買い物をしたりするものだから、ますます自分から遠くなっているような気がする。
どんなに平等や公正を保証された社会になっても、終局的に自分を守るのは、自分の判断と自分の責任だ、とぼくは考えている。そして、不平等で不公正だった昔の買い物は、その判断や責任を訓練していたような気もするのだ。
ふだんからの関係に気をくばり、要領よくふるまうのは、ズルイこととされている。それでは、平等で公正にはならない。
にもかかわらず、不平等や不公正のなかで要領よくやっていくズルサ、そのことの意味を、もう一度、考えなおしてみてもよいのではないだろうか。要領を否定した制度は、人間の関係を信頼しないことで、平等が強制されているような気もするのだ。


21、文中の「ものをいう」の意味はどれか。
[Ａ]楽になる		[Ｂ]役に立つ		[Ｃ]けちになる		[Ｄ]勇気がつく
22、文中には、「ちょっと味気ない気がしないでもない」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]不平等で冷たい関係になってしまったから。
[Ｂ]店の人と関係を取り結ばなくてはいけなくなったから。
[Ｃ]要領を身につけようと努力することがなくなったから。
[Ｄ]値段の交渉をするのが前より増えたから。
23、文中には、「遠くなっている」とあるが、何が遠くなっているのか。
[Ａ]自分と店の人との関係
[Ｂ]自分で買い物をする機会
[Ｃ]平等や公正を保証された社会
[Ｄ]自分で判断し、自分で責任をとる機会
24、文中の「要領を否定した制度」の「要領」はどういう意味か。
[Ａ]平等で公正な社会を作るコツ
[Ｂ]判断や責任から逃れるコツ
[Ｃ]ものごとをうまくやるためのコツ
[Ｄ]苦労や努力をしないでやっていくコツ
25、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]要領よくやっていくズルサもわれわれには必要である。
[Ｂ]要領よくやっていくことは人間の信頼関係をこわすことになる。
[Ｃ]どんな世の中でも自分で判断し自分で責任をとることが自分を守ることになる。
[Ｄ]買い物のやりとりのない社会では、人間関係は味気ない冷たいものになる。


[二]
　　　　　　　
「近ごろの若者たちは本を読まなくなった」と指摘されることがよくあります。なぜ大人たちは、若者が本を読まなくなったことをなげくのか。「本を読まなくなると、どんな悪いことがあるのか」「本を読まなくなって失われるものは何か。」この問いをすこし展開して、「本を通じて得られるもの」と「本でなければ得られないものは何か」を考えてみましょう。
たとえば、本を通じて得られるものは、知識、情報、教養、楽しみ、興奮、感動など。それでは、これらのうち、「本でなければ得られないものは？」と考えると、何が残るでしょうか。今や電子メディア（电子媒体）の普及で、たいていの知識や情報は、本でなくても手に入るようになりました。活字メディアよりも数段はやく、しかも手軽にさまざまな情報を手に入れることができる時代になったのです。楽しみや感動、興奮にしても、映像・音響メディアの発達から、本でなくても深い感動や楽しみを得ることはできます。（　ア　）、こうしたものは、発達したAV機器によって本よりも迫力をもって伝えられる時代になりました。原作の本を手に活字を目で追っていくよりも、大画面の大音響のもとで映画化された作品を見るほうが、興奮も感動もずっと大きくなる可能性だってあります。それでは「教養」はどうか。たしかに、テレビを見ても、コンピュータから得た情報によっても、あるいは講演会や大学の講義などを通じても、「知識」を得ることはできます。「教養」をたんに知識として見れば、なるほど活字メディアでなくてもよさそうです。
それでも本でなければ得られないものは何か。それは、知識の獲得の過程を通じて、じっくり考える機会を得ることにある。つまり、考える力を養うための情報や知識と格闘をする時間を与えてくれるということだと私は思います。他のメディアとは異なり、本をはじめとする紙に書かれた活字メディアでは、受け手の歩調に合わせて、メッセージを追っていくことができます。活字メディアの場合、読み手が自分の歩調で、文章を行ったり来たりしながら、「行間を読んだり」「論の進め方をたどったり」することができるのです。言い換えれば、他のメディアに比べて、時間のかけ方が自由であるということです。
文章を行ったり来たりできることは、立ち止まってじっくり考える余裕を与えてくれることでもあります。いかにも真実らしいせりふに出会っても、話しているときのように「そんなものかな」と思って十分吟味もせずに納得してしまわない。本の場合、そうしたいかにも真実らしさ自体を疑ってかかる余裕が与えられるということです。


26、文中の（　ア　）に入れる言葉はどれか。
[Ａ]だから			[Ｂ]ただし			[Ｃ]しかし			[Ｄ]むしろ
27、文中の「行間を読んだり」とはどういう意味か。
[Ａ]文章全体の大まかなあらすじをつかむ。
[Ｂ]文面に表れていない筆者の真意を読み取る。
[Ｃ]意味の分からない箇所を飛ばしながら読む。
[Ｄ]読み進めながら自分の考えを整理していく。
28、文中の「そんなものかな」はどういう気持ちを表しているのか。
[Ａ]半信半疑							[Ｂ]納得
[Ｃ]関心								[Ｄ]感動
29、筆者が考えている「電子メディア」の特徴はどれか。
[Ａ]有益な情報を、時間をかけず安全に入手できる。
[Ｂ]正確な情報を、時間をかけず自在に入手できる。
[Ｃ]詳細な情報を、時間をかけず確実に入手できる。
[Ｄ]多様な情報を、時間をかけず簡便に入手できる。
30、この文章で筆者のいちばん言いたいことはどれか。
[Ａ]本物の教養とはたんなる知識のことではなく、本を読むことによってのみ得られるものであるということ
[Ｂ]テレビやコンピュータとは異なって、本では受け手の歩調に合わせてメッセージを追うことができるということ
[Ｃ]いかにも真実らしさをそのまま飲み込まないような思考力を養う機会が、本を読むことで与えられるということ
[Ｄ]どんなに迫力があっても、映画化された作品を見るより原作の本を読むことのほうが大切であるということ

　
[三]

　先日のケリー先生の日本語学ゼミで、日本の子どもの弁当を題材に日本文化を論じた論文を取り上げていました。日本の子どもが学校や幼稚園に持っていくお弁当のことです。まず、子どもの学校での昼食のとり方というのが、アメリカと日本とでは非常に違うので、給食（学校配餐）がないところでは、みんなが一斉にお弁当を持っていくというのが、アメリカ人にとっては少し驚きのようです。アメリカでは、お弁当を持っていってもよいし、学校の売店で買ってもよいし、お弁当を持っていった上でなにか買ってもかまいません。
　そして、なによりもアメリカ人にとって驚きであり、この論文の主題となっていることは、日本の子どものお弁当がすばらしく手の込んだ芸術品の様相を呈しており、それが母親の腕の見せどころだ、という事実なのです。アメリカの子どものお弁当といえば、ポテト・チップの袋が1つ、チョコ・パーが一本、サンドイッチが1つにりんごぐらいなもので、母親がことさらに手をかけることはまずありません。わたしがよくお世話になる先生のお宅などでは、両親ともに大学教授で忙しいこともあり、朝は子どもが自分で冷蔵庫から適当に食べ物をかき集めて持っていきます。
こういう伝統からすると、黄色い卵に緑のほうれん草、赤いさくらんぼなどで見た目も美しく飾り、おまけにりんごでうさぎを作るなどということは思いも及びません。そこからこの著者は、日本社会における「母親」という役割の重要性、お弁当の優秀さで母親の優秀さが計られること、母子の緊密な関係、そして、誰もが同じように素晴らしいお弁当を持たねばならないという集団主義、（　ア　）、日本文化における女のあり方などについて議論を広げていきます。
　お弁当というものを、そういうふうには考えたことがなかったので、たいへんおもしろく感じました。しかし、ほんとうにこれは母親や女に関する日米の文化的差異から来るのでしょうか？わたしは、まず根本は食文化の違いだと思います。日本には、子どものお弁当に限らず、各種駅弁から始まって、高級料亭のお弁当まで、「お弁当」という芸術的食物を作る文化があるでしょう。アメリカにはそもそもそれが存在しないので、美しい子どものお弁当が生まれる余地がないのです。
　そうだとすると、母親や女について考える前に、まず、なぜ日本にはこんなに美しい「お弁当文化」があるのか、ということを問題にせねばならないようですね。


31、文中の「日本文化を論じた論文」の主題は何か。
[Ａ]日本とアメリカとでは、学校の昼食のとり方が非常に違うということ
[Ｂ]日本には「お弁当」という芸術的食物を作る文化があるということ
[Ｃ]給食がないところでは、みんなが一斉にお弁当を持っていくということ
[Ｄ]日本の子どものお弁当が芸術品のようで、母親の重要な仕事だということ
32、文中の「こういう伝統」とはどんな伝統か。
[Ａ]芸術品のような弁当を作るという伝統
[Ｂ]子どもがお弁当を自分で作るという伝統
[Ｃ]母親がお弁当に手をかけることはないという伝統
[Ｄ]みんながお弁当を持っていくわけではないという伝統
33、文中の（　ア　）に入れる言葉はどれか。
[Ａ]ただ			[Ｂ]だが			[Ｃ]また			[Ｄ]それで
34、文中に「そういうふうに考えたことがなかった」とあるが、筆者が考えているのは何
　　か。
[Ａ]日本の芸術的な「お弁当文化」
[Ｂ]日本社会での母子の緊密な関係
[Ｃ]日本社会での「母親」という役割の重要性
[Ｄ]同じようなお弁当を持っているという集団主義
35、筆者は日本とアメリカとの子どものお弁当の違いはどこにあると思っているか。
[Ａ]日米の母子関係の文化的差異
[Ｂ]日米の食に関する文化的差異
[Ｃ]日米の給食に関する文化的差異
[Ｄ]日米の母親や女に関する文化的差異


[四]

　以前、企業の部課長クラスを対象としたセミナーの後の雑談で、上司の指示命令を部下がやり過ごし（筛选）てしまうこともあるのでは？と話したら、ある大企業の部長からお叱りを受けました。「組織の中にあって、上司から出された命令や指示をやり過ごしてしまうなどということはあってはならないことである。」しかし後になって、もっと話を聞きたいという人がやってきました。そして驚いたことに、やり過ごしのできない部下は無能であるとまで断言する人さえ現れたのです。（中略）
　実際の企業を調査すると、「やり過ごし」には重要な機能のあることが分かってきました。たとえば、業務量が非常に多く、忙しい職場では、上司の指示命令のすべてに応えることはもともと不可能なので、部下が自ら優先順位をつけ、上司の指示命令を上手にやり過ごしながら、時間と労力を節約して業務を処理していくことをむしろ期待されていると言います。それができない部下は、言われたことをやるだけで、自分の仕事を管理する能力がないと低い評価しか得られないそうですから、世の中厳しいものです。
　あるいは、管理者の人事異動が頻繁で、実際の業務知識に乏しく経験も浅い管理者がよく巡ってくるような職場では、その業務に長年従事し、職人としての知識をもつ部下にとっては、反論するのもばかばかしい指示が時としてなされることもあります。しかも悪いことに、面と向かって上司の指示がいかにナンセンスなものであるかを部下が立証したとしても、それを受け入れる度量の広さを上司が備えていないことも多く、そんな場合、職場の人間関係は不快さが残るだけで終わることになります。「殿様が白と言ったら、鴉も白いんだ」と喚いた上司もいるそうです。これをバカ殿状況と呼んだ人がいましたが、こうした状況下では、的外れな指示は部下のやり過ごしによって濾過され、上司に恥をかかせずに、正当な指示に対する業務だけが円滑に実行されることになると言います。
　つまり、組織の中における「やり過ごし」には、仕事の過大負荷や上司の低信頼性に対処して、組織的な破綻を回避するという注目すべき機能もあるのです。


36、文中の「あるのでは？」はどの意味に当たるか。
[Ａ]ないだろう		[Ｂ]あるだろう		[Ｃ]ないはずだ		[Ｄ]あるはずだ
37、文中に「世の中厳しいものです」とあるが、その理由は何か。
[Ａ]上司に言われたとおりにやるのでは能力がないとされるから。
[Ｂ]時間と労力を節約して業務を処理するとあまり評価されないから。
[Ｃ]上司の命令がどんなものであろうと絶対に従わなければいけないから。
[Ｄ]業務量の多い忙しい職場では上司の命令すべて従うことは不可能だから。
38、文中の「そんな場合」とはどんな場合か。
[Ａ]上司の指示がナンセンスで不適切な場合
[Ｂ]部下が職人としての知識をもっている場合
[Ｃ]上司が部下の意見を受け入れようとしない場合
[Ｄ]部下が上司の不適切な指示を立証した場合
39、文中で部下のやり方として高く評価しているものはどれか。
[Ａ]上司に言われたこと以上のことをする。
[Ｂ]上司に言われたとおりに実行する。
[Ｃ]上司の顔色を伺いながら仕事をする。
[Ｄ]上司に言われたことを選択しながら実行する。
40、筆者がこの文章でいちばん言いたいことは何か。
[Ａ]組織の中での「やり過ごし」には重要な機能があるということ
[Ｂ]管理者の人事異動が頻繁な企業での業務がいかに大変かということ
[Ｃ]業務における知識や能力よりも上司との人間関係こそが重要であるということ
[Ｄ]上司の「バカ殿」ぶりが部下へ与える精神的苦痛がいかに大きいかということ


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点*5＝15点）

記者：初めに、認知言語学とはどのような学問なのか、そこから話していただけますか。
学者：41．認知科学は比較的新しい学問の領域で、分かりやすく言うと、「人間のmind
を研究する学問」となります。“mind”を“こころ”と訳す心理学の一領域と受け取られてしまうのですが、見る・学ぶ・理解するといった人間の“mind”の働きをいろいろな方向から明らかにしようというものです。ですから認知科学では、心理学・教育学・哲学・言語学・脳神経科学・コンピュータ科学などいろいろな分野の研究者が集まっています。
記者：認知科学の研究にコンピュータ科学が入っているのは興味深いですね。
学者：そうですね。認知科学の発展にコンピュータが寄与したところは大きかったと思います。人間の“mind”がどんなふうになっているのか、コンピュータでモデルをプログラミングし、それをシミュレートすることができます。42．その応用として、たとえば鉄腕アトムのようなロボットを作り出そうと、人工知能の研究が盛んに行われています。ただ、認知科学で分かってきたことは、人工知能にもやはり限界があるということです。あらためて、人間の“かしこさ”を思い知らされることになりました。
記者：人間とロボットでは“かしこさ”の質が違うということですか。
学者：そうです。43．ロボットにいくらたくさんの知識をデータとして詰め込み、人間のルールを記号化して教え込んでも、人間と同じ“かしこさ”を持つというわけでないんです。人に対する教育も同じことです。たとえば、子どもたちにたくさんの知識を詰め込んだからといって、その子が“かしこくなる”とは限らない。人間の“かしこさ”は単に外からの知識を蓄積するだけではなく、自ら知識を生成することによってもつくられます。44．そう考えると、いまの学校教育、とくに日本のような教育が果たしてよいのか、疑問ですね。わたしも含めて認知科学者の間では、そういった日本の学校教育のあり方を見直そうという動きが起こっています。
記者：認知科学がコンピュータによって発展したというお話がありましたが、最近は学校でもコンピュータを導入するところが増えていますね。コンピュータによって、先生の教え方とかカリキュラムもずいぶん変わってきたのではないでしょうか。
学者：学校教育では新しいテクノロジーが出てくると、それを使って何かを“しなければならない”という発想が先に立つようです。そこから「コンピュータ教育」が開設され、操作法を学ぶカリキュラムになってしまう。結局、詰め込み教育なのですが、45．わたしは、そうではなく、せっかく最先端のテクノロジーが詰まったコンピュータがあるのだから、それを使って今まで“道具”がなくてできなかった教育を行うべきだと考えています。


Ⅳ.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450～500字の作文を書きなさい。

在人生旅途中，有很多给予我们帮助的人，他们值得我们深深地感谢。 在这些人当中，你认为最值得自己感谢的人是谁？为什么？请以“いちばん感謝したい人”为题材，写一篇作文。

注意：①自分でテーマをつけること
　②漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　③「だ・である」体で書くこと
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I.基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。

学校の国語教育が、変わり始めている。今年は小学校、来年は中学、再来年は高校という順で、国語の教科課程が新しくなる。（　1　）教科書も、新しい枠組み（　2　）考える必要が出てきたわけだ。何が変わるのか。一言で言えば「話しことば」の教育をしようということだ、「やっと、そこまで来たか」というのが、わたしの実感である。（　3　）、今までやっていなかったことが、不思議だったのだ。
今、わたしは、何ヵ所かて「話しことば」の講座を持っている。ＮＨＫ文化センター（　4　）、マスコミを志望する学生のための講座がある。学生たちは「マニュアル（指导书）でももらって話し方でも勉強しようか」程度の軽い調子で応募して（　5　）。そして、最初の授業でわたしが「ここでは、話し方も教えないし、読むこともしない」というと大半の学生は、[ア]当てが外れた顔をする。しかし、1回目の授業が進む（　6　）、学生の目は輝き始める。そして「こんな大切なことを、なぜ今まで学校では教えてくれなかったのだろうか。[イ]もっと早く学べていたら…」という。
別に卓抜な講義をしている（　7　）ではない。当方（　8　）してみれば、ジャーナリストのための教育の前に、ことばに対する考え方を、[ウ]少々述べるだけなのだ。[エ]それも当然のことしか言わないのに、恐縮な限りである。
対話力とは「読み取る力」「思う力」、それに「届ける力」の3つを綜合した力なのだか、最初に鍛えなければならないのは「読み取る力・受け取る力」なのだ。これをしっかりと（　9　）する。そして体の中に「考える」とか「感じる」といった「思う力」を育てる。最後に、「思い」をことばに翻訳しながら組み立てて、相手に届ける。届けながらも、場を読み、相手を読む。これが対話だ。
今、大手のＳ出版社の依頼を受けて、中学生（　10　）の「話しことば」の教材とマニュアルを作っている。先方の話によると、日本で初めての試みだそうだ。初めてだからすべてがオリジナル（首创）である。そうか、初めてなのか、憮然と[オ]せざるをえない。「思いやりを持て」「相手の身になって」「元気に大きな声で」そんなあいまいな指導ではなく、届くことばを獲得するための具体的な教育法が必要なのだ。新しい学習指導要領を見ると、「思考力や想像力を養い、言語感覚を豊かにし…」とある。実りある教育を期待しよう。
「しかしね」と現場の先生が[カ]つぶやいた。「結局、あまり変わりません（　11　）。受験には関係ありませんから」。そうか、[キ]やっぱり受験、受験と活字だけに追われるのか。しかしね、先生。最後の関門、入社試験はインタビュー、「話しことば」なんですがね。日本の子どもは苦労するよ。かわいそうに、まったく。


（　1　）～（　11　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、 [Ａ]そこで			[Ｂ]それに			[Ｃ]そこに			[Ｄ]それの
2、 [Ａ]の				[Ｂ]と				[Ｃ]で				[Ｄ]に
3、 [Ａ]せめて			[Ｂ]きさか			[Ｃ]きっと			[Ｄ]むしろ
4、 [Ａ]には			[Ｂ]では			[Ｃ]とは			[Ｄ]へは
5、 [Ａ]おく			[Ｂ]くる			[Ｃ]いく			[Ｄ]ある
6、 [Ａ]について		[Ｂ]に応じて		[Ｃ]につれて		[Ｄ]に対して
7、 [Ａ]べき			[Ｂ]もの			[Ｃ]こと			[Ｄ]わけ
8、 [Ａ]で				[Ｂ]に				[Ｃ]が				[Ｄ]を
9、 [Ａ]クリーニング	[Ｂ]ランニング		[Ｃ]トレーニング	[Ｄ]カンニング
10、[Ａ]むけ			[Ｂ]ゆき			[Ｃ]つけ			[Ｄ]ため
11、[Ａ]ぞ				[Ｂ]の				[Ｃ]よ				[Ｄ]か
12、文中[ア]の「当てが外れた顔」はどんな顔か。
[Ａ]さっぱりした顔						[Ｂ]しっかりした顔
[Ｃ]がっかりした顔						[Ｄ]すっきりした顔
13、文中[イ]の「もっと早く学べていたら……」の「たら」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]日本に行ったら、山本先生にぜひよろしくお伝えください。
[Ｂ]身長があと１０センチ高かったら、どんなによかっただろうか。
[Ｃ]彼女の目から見たら、そんなことは大事なことではないようです。
[Ｄ]会社をやめたら、ストレスがなくなって、元気になった。
14、文中[ウ]の「少々述べるだけ」の「だけ」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]あるだけのお金を集めても車は買えないだろうと思う。
[Ｂ]答えるだけは答えるが、正しいかどうか自信がない。
[Ｃ]これはよい本だ。みんながほめるだけのことはある。
[Ｄ]この問題に関心を持っている人がどれだけあるだろうか。
15、文中[エ]の「それも当然のことしか言わないのに」の「のに」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]まだ４月だというのに、もう真夏のように暑い。
[Ｂ]彼を説得するのに、まだまだ時間がかかりそうだ。
[Ｃ]兄はよく勉強するのに、弟は遊んでばかりいる。
[Ｄ]当たり前のことをやったにすぎないのに、そんなにほめられると申し訳ない。
16、文中[オ]の「せざるをえない」と取り替えられるものはどれか。
[Ａ]しないものはない					[Ｂ]しないではいられない
[Ｃ]しないわけではない					[Ｄ]しないわけにはいかない
17、文中[カ]の「つぶやいた」に当たる解釈はどれか。
[Ａ]小声で言った						[Ｂ]大声で言った
[Ｃ]遠慮がちに言った					[Ｄ]遠慮なしに言った
18、文中[キ]の「やっぱり受験、受験と活字だけに追われるのか」の「追われる」と同じ使い方はどれか。
[Ａ]汚職事件にかかわったＡ職員は公職を追われた。
[Ｂ]泥棒は学生に追われて地下室に逃げ込んだ。
[Ｃ]毎日仕事に追われて旅行するどころか、休む暇もない。
[Ｄ]果樹園の周りの鳥が追われて、よそへ飛んでいった。
19文中の「大手」の読み仮名はどれか。
[Ａ]おおて			[Ｂ]おおで			[Ｃ]だいしゅ		[Ｄ]たいしゅ
20、文中の「養い」の読み仮名はどれか。
[Ａ]おこない		[Ｂ]うしない		[Ｃ]まかない		[Ｄ]やしない


II．読解
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（2点X20＝40点）


[一]

どこの家でもそうだと思うが、母親というのはやけに物持ちがよくて、ときどきあっと驚かされることがある。20年も前のセーターを今でも着ていたり、30年も前に使っていたカーテンを未だに押入れの奥にしまっていたり…中でも自分の子どもに関係する類の物は、今や何の役にも立たないと分かっていながら、大事にとってある。
むろん、ぼくの母親も例外ではない。つい先日も、押入れの奥から驚くべきものを出してきて、ぼくをあっと言わせた。そのときぼくは母親と差し向かいで、お茶を飲みながら昔の話に花を咲かせていた。大学時代のぼくが、海のものとも山のものともつかないのに、いつもシコシコ原稿を書いていたという話題になった時、母親は急に何か思いついたような顔をして、「そういえばあなたの…あれは何、カードみたいなものがいっぱいあるけど」ということを言った。何のカードなのかぼく自身にもぜんぜん分からなかったので、ちょっと見せてくれと頼んだところ、押入れの奥から風呂敷に包んだ500枚近いカードを出してきたのである。
一目見て、ぼくはそれが何であるのかを思い出し、声を上げそうなほど驚いた。それはぼくが19歳から20歳にかけての約1年半、勉強のつもりで記していた日記のようなカードである。俗に“京大式カード”と呼ばれるもので、裏は真っ白、表には何本かの罫線が引いてあるだけのシンプルなカードである。当時のぼくはこれを使って、まず個人的な読書カードを作り始めた。短編小説を1篇読んでは、1枚の京大式カードに読後感を記していたのである。半年もしないうちにカードはかなりの枚数になり、だんだん面白くなってきたので、今度は自分なりの小説論とか、自分の書いている小説の欠点、あるいは退屈しのぎに思うことなどをここに記すようになった。
十数年を経った今、このカードを改めて読んでみると、その勤勉さ、その情熱には頭の下がるものがある。20歳のぼくがほんとうに心から、何が何でも小説家になりたいと願っていたことが、よく分かる。
ぼくは、20歳の原点に還るべく、再び京大式カードをつけてみようかと考えている。


21、文中の「ぼくの母親も例外ではない」とはどういう意味か。
[Ａ]品物を大切に長く使う母親
[Ｂ]旧い品物を出して、懐かしがる母親
[Ｃ]役に立たない品物を大事にしまっておく母親
[Ｄ]旧い品物を出して、よく人を驚かす母親
22、文中の「海のものとも山のものともつかない」とはどういう意味か。
[Ａ]小説家になるかどうか分からない。
[Ｂ]休みなのにどこにも遊びに行かない。
[Ｃ]原稿が売れるかどうかも分からない。
[Ｄ]小説家になる才能があまりない。
23、文中「短編小説を1篇読んでは、1枚の京大式カードに読後感を記していたのである」とはどういうことか。
[Ａ]１篇読んだだけで日記を記した。
[Ｂ]１篇読むごとに日記を記した。
[Ｃ]１篇読んでから日記を記した。
[Ｄ]１篇読んだらすぐに日記を記した。
24、文中の「20歳の原点に還る」とは、ここではどういうことか。
[Ａ]京大式カードに小説の読後感を書くこと
[Ｂ]小説をたくさん書くこと
[Ｃ]若さを失わないように努力すること
[Ｄ]目的に向かって勤勉に情熱を注ぐこと
25、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]筆者には母親は物持ちがよいという印象がある。
[Ｂ]筆者は20歳のとき小説家になりたい夢があった。
[Ｃ]筆者は今でもカードをつける習慣がある。
[Ｄ]筆者は母親に驚かされたことがあった。


[二]

チンパンジーは、さまざまなあいさつの仕方をもっている。おじぎ、握手、抱擁、平伏す、肩を叩く、軽く相手にさわる。それにキスさえもする。ゴリラ（大猩猩）は深いおじぎをするが、その他のあいさつ行動は貧弱である。なぜチンパンジー属にだけ、あいさつ行動が豊富なのか。
その理由は、彼らの特殊な社会構造に求められる。チンパンジーの集団はニホンザルの群れと同じく、複数の雄と複数の雌による20～100頭の集団である。ニホンザルの群れは閉鎖的で、青年以上の個体が群れから遠く離れて4、5日も行動したりすると、群れに戻りにくい。とくに雄はまず復帰できず、よそ者とみなされて追い出されてしまう。（　ア　）チンパンジー社会はメンバーの離合集散が日常的な社会で、若い雄と雌が仲良く旅行に出かけていき、1か月もたってから帰ってくるといったこともある。そうしたとき、帰ってきた連中は、集団の仲間にあいさつをする。そうすると、ごく順調に集団に入れてもらえる。（　①　）
このように、時間的空間的に離れていたための疎遠感を、あいさつによって消し去り、もとの社会関係を回復することができるのである。チンパンジー社会では、個体の行動の自由度が大きく保証されているが、あいさつはそれを可能にするための行動型なのである。
このことは、われわれのあいさつ行動に照らしてみると、よく理解できる。なぜ、いつ、あいさつをするのか。それは日常的には相互に時間的空間的に離れている場合に限られている。2、3日出張した後仲間にあいさつする、あるいは夜寝る前に「お休み」と言い、朝起きると「おはよう」とあいさつする。眠るという行為は、相互の認知空間の遮断である。どうやら人間関係というものは、いかに深い間柄でも、わずか一夜の時空の隔たりがあると希釈されるものらしい。あいさつという行動は、希釈された関係をもとの濃度に還元する作用をもつものなのだ。（　②　）
世界中のどんな奇習をもつ民族にも、あいさつ行動はある。もちろん、あいさつの仕方はさまざまであって、日本人と西欧人の間ではおじぎと握手という行動型の相違はあるが、あいさつのもつ社会的基本機能には変わりがない。初めての人どうしがあいさつを交すのは、お互いの心のチャンネルを繋ごうとする行為なのである。（　③　）　
チンパンジーのあいさつが文化的行動だという実証的研究はないが、その可能性は大いにある。それはともかく、人類はあいさつを文化行動として形式化し、人間関係の基礎に置いて発展させた。それがあまりにも形式化したり権威の鎧をつけられたりして、本来の機能と外れた意味を付与されるようになったので、疎んじられる向きもある、とくに若い人の間では無視されがちである。また、家庭でもあいさつのしつけがおろそかにされる傾向があるが、ともすれば子どもの社会性が欠如しがちな現代の風潮の中では、小さい時にあいさつ、つまり心のチャンネルを通じあわせる行動を、きちんと身につけさせておきたいものだ。それはチンパンジーから受けつがれた、社会的動物として生きるためのひとつの知恵なのである。（　④　）


26、文中には、「チンパンジーは、さまざまなあいさつの仕方をもっている」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]チンパンジーの社会は、個体の行動の自由度が大きい社会だから。
[Ｂ]チンパンジーの社会は、時間的空間的に疎遠感が大きい社会だから。
[Ｃ]チンパンジーの社会は、あまりにも形式化し過ぎた社会だから。
[Ｄ]チンパンジーの社会は、閉鎖的で群れから離れると戻りにくい社会だから。
27、文中の（　ア　）に入れる言葉は次のどれか。
[Ａ]ところで		[Ｂ]もっとも		[Ｃ]もしくは		[Ｄ]ところが
28、チンパンジーとニホンザルの生活方式で、本文の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]チンパンジーもニホンザルも場合によって、群れから離れ個体行動をとるときが		ある。
[Ｂ]チンパンジーもニホンザルも単数あるいは複数でも個体行動をとることがある。
[Ｃ]チンパンジーもニホンザルも20～100頭の複数の雄と複数の雌の群れで行動		する。
[Ｄ]チンパンジーもニホンザルも個体行動をとった後は、雌は群れに戻れるが、雄は		追い出されてしまう。
29、次の文は文中のどこに入れたらよいか。
  つまり、あいさつは、薄められた個体関係の間に、相互の心の通いあうチャンネルを作る行為なのである。
[Ａ]（　①　）		[Ｂ]（　②　）		[Ｃ]（　③　）		[Ｄ]（　④　）
30、文中の「本来の機能」とはどんな機能か。
[Ａ]特殊な社会構造を改革する機能		[Ｂ]薄めらきた個体関係を回復する機能
[Ｃ]時間的空間的距離を広げる機能		[Ｄ]民族の奇習を形式化する機能


[三]

こういうことを書くのは、本当にひどく気がひけることである。不幸にして病に冒され、深刻な闘病生活のなかで必死に生きていらっしゃるかたがたには、傲慢不遜な物言いのように受けとられてもしかたがない。しかし私は、必要のない人びとが病院に押しかけたり、　自立心を欠いた患者たちが事あるごとに医師や薬に頼ろうとすることに文句をつけているのだ。ちょっと風邪気味だったり、すこし疲労がたまったり、病気らしい病気でもないのに、自分では自覚症状を訴え、そのたびごとに治療を受け、注射を頼み、薬をもらおうとする安易さが気にくわないのである。
よくいわれる大病院での3時間待ち3分治療などという話は、まだいいほうだ。ある国立病院の医師が自分の仕事ぶりをチェックしてみたところ、ひとりの患者に2分平均しかさいていないことがわかって、そのことを嘆いている文章を読んだことがあった。これもあまりに多くの市民が気軽に病院に押しかけるからだと私は思う。
本当にしかたがないときしか病院に行かない、それが大事なことなのだ．医師の世話になるのはギリギリのときだ。やむをえず、しかたがないから診察を受け、医療の世話になるのだという考えかたに立つべきなのである。
さらに言わせてもらえば、むやみに科学や医学に頼るな、ということだ。科学はつねに両刃の剣である。医学や技術の進歩によって救われた命と、それによって失われた命と、はたしてどちらが多いか。私は五分五分だと感じている。医学が作りだす病気もまた少なくないのである。そのことを統計的に証明せよ、と言われても、私にはそれをする気はない。統計や数字もまた現代の大きな病のひとつだと感じるからだ。数字は正直だが、それを扱うのは問題だらけの人間たちではないか。文明の利器と称されるもので、凶器と化す可能性が皆無なものがあったら教えてもらいたいものだ。


31、「気にくわない」は筆者のどういう気持ちを表しているか。
[Ａ]安易に病院に行くことに賛成できない。
[Ｂ]病気のようだったら、早めに治療を受けるべきだ。
[Ｃ]病気と分かったら、医者にかかるのもしかたがない。
[Ｄ]自分の感覚に頼らないで、医者の指示に従うのが大切だ。
32、文中の「これ」は何を指すか。
[Ａ]一人の患者に2分平均しかさいていないこと
[Ｂ]ある医師が書いた文章を読んだこと
[Ｃ]大病院で3時間待ち3分診療のこと
[Ｄ]ある医師が自分の仕事ぶりをチェックしたこと
33、文中に「ギリギリのとき」とあるが、どういうことを指すか、次の中で最も適切なものはどれか。
[Ａ]病気がちのとき
[Ｂ]病気だと分かったとき
[Ｃ]自分でどうしようもないとき
[Ｄ]もうすぐ死ぬとき
34、筆者がこの文章で訴えようとしているのは何か。
[Ａ]医者の世話になるのはぎりぎりのときだ。
[Ｂ]医者や技術の進歩の功罪を論じる気はない。
[Ｃ]科学はつねに両刃の剣だ。
[Ｄ]統計や数字も現代の大きな病の一つだ。
35、筆者の考えに合うのはどれる。
[Ａ]病気になったら、迷わず病院へ行くのも当然だ。
[Ｂ]「3時間待ち3分診療」は医者の無責任から起きる現象だ。
[Ｃ]医学や技術の進歩は疑わずに信じてもいい。
[Ｄ]数字は客観的だが、これを使うのは人間だから、よく考える必要がある。


[四]

日常会話の中では、「それは常識よ」と言って片づけてしまうことがよくある。けれども、常識ってなんだろう、と改めて考えてみると、それほど簡単な話ではない。
わたしは、東京で生まれ、育ったので、たとえば天候などの自然現象の思い浮かべる場合も、自然に東京付近の様子を頭に描いてしまう。冬のどんよりと曇った空から降り続く雪のことは、知識としては理解できても、実感としてつかむのは難しい。お恥ずかしい話だが、先日、大阪の友人と話していて、大阪では地震がめったにないと聞いて、改めて驚いた。地形を考えれば納得できることなのだが、つい、自分の経験でものを考えてしまうのだ。
生物の世界にも、こんな例はたくさんある。わたしたちは、温度はほぼ40度以下、1気圧の空気の中で暮らしている。だから生物は、これに近い環境に生息しているものと考える。いや、そういうところでしか生きられないと思っている。ところが、とんでもない。思いもよらないところに住んでいる生物もあるのだ。[第三段落]
わたしたちのなじみの温泉であるが、70度以上の温泉の中で生活している細菌がある。70度といえば、ゆで卵のできる温度だから、体が全部固まってしまいそうに思うが、そんなこともなく、ちゃんと増えている。「いい湯だな」と歌っているかどうかは知らないが、その細菌は70度という温度が好きで、常温よりも活発な活動をする。そのほか、お酢のような酸の中が好きな細菌や、濃い塩水の中が好きな細菌もある。牛乳にお酢を垂らせばたちまち固まってしまうし、キュウリに塩をかければ、外に水が沁み出しこくるのでも分かるように、これらの条件は普通の生物にとっては嫌な環境だ。わたしたちは、酸素がなくては数分だって生きていられないが、酸素が嫌いな細菌もある。そもそも、大昔の地球には酸素などなかったのだから、当時の生物はみな酸素嫌いだったはずだ。「第四段落」
こうしてみると、常識とはなんとも頼りないもので、自分とはまったく違う立場があることを理解し、常に相対的に見ることが重要である。一方、人間はどうして70度のお湯の中では生きられないのであり、その意味での自分の常識も大切にしなければならない。この２つをうまく組み合わせていくのが、本当の常識であり、これからはそれが重要になってくると思う。

実は、この文章を書いてから15年後の1995年1月17日に阪神淡路大震災が起きた。この友人は大阪から転勤してきて、東京は地震の多い恐ろしい所だから、関西へ帰りたいと言っていた。わたしなどまったく気にならない小さな地震も恐いと言っていたので、きっと子どものころから地震を体験してこなかったのだろう。ところが、今回の大地震で彼女の芦屋の実家は倒壊した。
その後専門家が、今回地震が起きた付近には活断層がたくさん走っていて、いつ地震が起きてもおかしくない状況だったと解説しているのだから、彼女の常識は誤りだったことになる。なんだか複雑なことになった。常識については、科学的知識とその伝達という問題も含めてよく考え、もう一度整理しなければならないと思っている。


36、文中に「思いもよらないところ」とあるが、思いが及ぶのはどれか。
[Ａ]１気圧の空気の中				[Ｂ]７０度以上の温泉の中
[Ｂ]お酢のような酸の中				[Ｄ]濃い塩水の中
37、文中の「この２つ」は何を指すか。
[Ａ]一般的な常識と本当の常識
[Ｂ]自分の常識と一般的な常識
[Ｃ]自分とまったく違う立場での常識と自分の常識
[Ｄ]自分とまったく違う立場での常識と本当の常識
38、文中の「彼女の常識」とは何か。
[Ａ]関西地区は活断層が多いところだ。
[Ｂ]関西地区は地震が多く、こわいところだ。
[Ｃ]関西地区はいつ地震が起きてもおかしくないところだ。
[Ｄ]関西地区は地震がめったに起きない安全なところだ。
39、第四段落は第三段落に対して、どういう役割を果たしているか。
[Ａ]別の考え方を提示している。
[Ｂ]最終的な結論を出している。
[Ｃ]新しい見方を展開している。
[Ｄ]内容をより分かりやすくしている。
40、この文章の内容と一致するものはどれか。
[Ａ]自分の常識とは、経験の中から生まれてくるものであるから正しいものである。
[Ｂ]自分の経験に基づく常識の中から必要なものだけを選択することが大切である。
[Ｃ]自分の経験に基づく常識と、それと反する常識とを相対的にみることが大切であ		る。
[Ｄ]自分の持っている知識の中から、経験したものだけを正しい常識と考えるべきで		ある。


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点X5＝15点）

41.若い世代はなぜ子どもを作ろうとしなくなったのだろうか。教育費など子育てにはお金がかかる、保育所が不足している、といった現状から、環境問題など近い将来への不安、などさまざまな理由が考えられる。いずれも正しいと思われるが、やはり最大の原因は結婚しない、あるいは結婚を遅らせる若い人たち、特に女性が増えていることであろう。
独身であれば束縛されずに贅沢な生活を楽しめる。それが結婚して専業主婦になれば思いのままに使えるお金が少なくなる。仕事を続けていこうとしても保育所、とくに零歳児を預かってくれるところは少ない。産休や育児休暇を取ることができても復帰すればもとの仕事に就ける保証はない。育児に協力的な夫だとしても、残業続きで実際には協力できないことが多い。勢い妻に負担は集中し、核家族化で相談する人もそばにはいない。
42.子どもが学校に入った後を考えれば、いじめや登校拒否、家庭内暴力などの不安も気になるところだ。これでは結婚や出産、育児に価値を見い出し、夢を持てと言われても無理かもしれない。ましてや経験的に結婚しなければならないという制約はほとんどなくなり、社会の偏見も一時代前のものとなっているのである。
43.若いたちが結婚や出産を積極的に望まないという社会は、どう見ても不健全である。社会全体に応く病根が広がっているとしか思えない。人口の減少や社会保障の負担の増加を憂えたり、児童手当の金額を論じる以前に、こうした不健全な社会を改める努力をするのが先決である。
戦後50年間あまり続けられてきた経済至上主義、偏差値重視の受験戦争、大都市への一極集中。それによる家庭、地域、学校などの機能低下。それが少子化の異常な進行という形で現れてきたと考えるべきだろう。それはこれまでの行政が個人や家庭、地域という社会の基本を成す分野をほとんど視野に入れてこなかった応報が回ってきたということでもある。
44.不健全な社会を矯正していくには行政の役割も大きいのは当然だが、それだけでは済まない。女性はもとより、男性の育児休暇もごく自然に認められるような雇用形態や労資の意識の改革も必要である。偏差値重視の教育を改めるために、教育の場、企業の採用方法、個人の考え方の改善も欠かせない。さらにはしつけをはじめとする親の役割の見直しも不可欠だし、地域の活性化には地方自治体の責任も求められる。
45.だれかに任せるのではなく、国民全体がそれぞれに取り組まなければ、長年にわたって蓄積され広がった社会の歪みは修正されない。その意味で国を挙げて社会の健全化に取り組む必要がある。


　III.作文（25点）
46. 次の指示にしたがって、450～500字の作文を書きなさい。

大学卒業後、大学院へ進むか、就職するか、進路の選択は人生の十字路とも言え、多くの学生が直面しなければならない現実的問題である。「大学卒業後の進路について」というテーマで、作文を書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　②「だ・である」体で書くこと
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I.基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なもを１つ選びなさい。

私は大学で長年、機械設計について教えてきました。そこでの経験を通じて感じたのは、どんな場面でも応用できる知識を学生たちが身につける（　1　）、自分自身で小さな失敗を経験したり、他人の失敗を知ったりすることがもっとも有効だということです。
多くの学問がそうであるように、このときはこうすべきだという「うまくいく方法」を教える講義を行っていると、眠そうな顔で（　2　）それを聞いている学生がたいがい何人かいるものです。それが失敗の話を始めた（　3　）、そのような学生たち（　4　）一転して目を生き生きとさせ、熱心に話に聞き入るということがよくありました。この原因を私なりに考えてみたところ、「同じ失敗をしてはいけないと感じることで、学ぶ必要性の認識が生まれたからだ」という答えに至りました。失敗には、（　5　）人を引きつける不思議な魅力があるのは確かです。その秘密に迫ってみようと、さまざまな失敗を注意深く観察し、体系的にまとめたのが、私が「失敗学」と呼んでいる考え方です。
私は失敗とは、「人間が関わって行う一つの行為が、はじめに定めた目的を達成できないこと」と定義しています。失敗には、いつも負の（　6　）が付き纏います(伴随)。失敗を経験すると、人は誰でも（　7　）がったり、恥ずかしがったり、不愉快な思いをします。（　8　）、人が新しいことに挑戦すれば、それこそはじめは失敗の連続なので困ってしまいます。そうした失敗を避けるために、過去の成功体験、成功事例に学んで必死に努力している人もいます。しかしどんなに準備をしたつもりでも、必ず予期せぬことが起こり、やっぱり失敗を経験することになります。
失敗しないためのいちばんの方法は、何も新しいことにチャレンジしないことです。しかしそうした人は、失敗はしないかもしれませんが、その人には成功も喜びも訪れません。それどころか何もしなかったことで、結局じり貧(越来越坏)という結末が待っているだけかもしれません。
失敗はマイナス面（　9　）目を向ければ確かにこれほど嫌なものはありません。しかし反対にプラス面を見てみると、失敗が人類の進歩、社会の発展に大きく寄与してきた事実があることも忘れてはならないように思います。昔から人間は失敗に学び、そこからさらに考えを深めてきました。人々の生活を快適にした画期的な発明を振り返ってみても、そのすべては「失敗は成功の母」「失敗は成功のもと」などの言葉に代表されるような、過去の失敗から多くのことを学んで、これを新たな創造の種にすることでなし得たものなのです。個人のことを考えても同じことが言えます。私たちが日常的に行っているすべての事柄、仕事でも家事でも、趣味でも何でも失敗なしに上達することは不可能です。人の行動には必ず失敗が付き纏う（　10　）ですが、一方でそうした失敗なしに、人間が成長していくこともまたあり得ません。
では、成長するために、なんでもかんでもとにかく失敗せずいいのかというと、そんなことはありません。失敗（　11　）きちんと知り、過去の失敗を（　12　）ようにならなければ、失敗を「成功の母」や「成功のもと」にすることはできません。何も考えずにただ漫然と同じ失敗を繰り返しているだけでは、失敗は成功の母どころか、大きな失敗を生み出す「失敗の母」「失敗のもと」にしかならないのです。


(　1　)～(　12　)に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ]には			[Ｂ]とは			[Ｃ]では			[Ｄ]からは
2、[Ａ]つまらなそうで					[Ｂ]つまらなそうに
 [Ｃ]つまらないように				    [Ｄ]つまらないようで
3、[Ａ]か早いか		[Ｂ]と思いきや		[Ｃ]や否や			[Ｄ]途端に
4、[Ａ]まで			[Ｂ]より			[Ｃ]へと			[Ｄ]とも
5、[Ａ]なんとか		[Ｂ]なにやら		[Ｃ]なにしろ		[Ｄ]なんとも
6、[Ａ]リサーチ		[Ｂ]シンボル		[Ｃ]イメージ		[Ｄ]イデオロギー
7、[Ａ]くやし		[Ｂ]あやし			[Ｃ]いやし			[Ｄ]ややこし
8、[Ａ]要するに		[Ｂ]その上で		[Ｃ]その一方で		[Ｄ]そうすれば
9、[Ａ]にまで		[Ｂ]にでも			[Ｃ]にしか			[Ｄ]にだけ
10、[Ａ]べき		[Ｂ]もの			[Ｃ]つもり			[Ｄ]ところ
11、[Ａ]において	[Ｂ]にとって		[Ｃ]にそって		[Ｄ]について
12、[Ａ]生かせる	[Ｂ]見つめる		[Ｃ]蘇る			[Ｄ]喜べる
13、文中の「教えてきました」の「てきました（てきた）」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]慌ててきたので汗をかいてしまった。
[Ｂ]先月アメリカに帰ってきました。
[Ｃ]その伝統は800年も続いてきたのだ。
[Ｄ]問題が難しくて、頭が混乱してきました。
14、文中の「私なり」の「なり」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]彼らは経験が浅いなりによくがんばってやってくれる。
[Ｂ]彼の父なり母なりに相談しなければならないだろう。
[Ｃ]よろしかったら、何かお飲み物なりお持ちしましょうか。
[Ｄ]立ったなりでじっとこちらの様子を伺っている。
15、文中の「考えてみたところ」の「たところ」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]書こうとしたところ、ペンがないのに気がついた。
[Ｂ]触ったところ、木のようですが、石だそうです。
[Ｃ]寝ていたところ、大きな揺れを感じ、跳び起きた。
[Ｄ]やってみたところ、できそうもないことがわかった。
16、文中の「迫ってみようと」の「（よ）うと」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]今夜は早く寝ようと、夕食をしてからお風呂に入った。
[Ｂ]もう二年生なら、この問題ぐらいできるだろうと思う
[Ｃ]どんなに馬鹿にされようと腹をたてるでもなく、彼はひたすら働いている。
[Ｄ]たとえ健康であろうと中年を過ぎたら、定期検査を受けたほうがいい。
17、文中の「準備をしたつもり」の「つもり」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]今日限りで辞めるつもりでいたが、上司にあと一ケ月いるように言われた。
[Ｂ]わかりました。昔に戻ったつもりで、もう一度初めからやり直してみます。
[Ｃ]あの人、怒ってるの？からかったつもりはないんだけど、困りましたね。
[Ｄ]君はちゃんと説明したつもりだろうが、先方は聞いてないと言っているよ。
18、文中の[忘れてはならない]と同じ意味のものはどれか。
[Ａ]忘れることができない				[Ｂ]忘れてはいけない
[Ｃ]忘れずにはいられない				[Ｄ]忘れざるを得ない
19、文中の「定めた」の読み方はどれか。
[Ａ]めざめた		[Ｂ]さだめた		[Ｃ]とどめた		[Ｄ]きめた
20、文中の「画期」の読み方はどれか。
[Ａ]がき			[Ｂ]かき			[Ｃ]がっき			[Ｄ]かっき


II．読解(55点)
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択
    肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。（2点*20＝40点）


[一]

人々は、他人との比較によってだけ、自分の幸福を判断する悪い癖に取り付かれている。隣の家で新車を買ったから自分も買わないと苦痛になる。友人が海外旅行するから自分もする、他人が持っていないものを持つと優越感から快楽を感じる、だれかが出世したり、お金をもうけると嫉妬を感じて苦痛になる。
もちろん、これは個人の責任ばかりでなく、激しく競争する各企業が、自社の製品をより大量に販売するため、広告などを通じて、消費をあおり続けなければならないという、現代経済の体質の結果でもある。
（　ア　）、経済大国になったにもかかわらず、だれもが時間に余裕がなく、せっせと働き、さらなる経済発展が、つねに国民の最大の関心事となっている。だれも、この小さい争いから脱出することができない。その結果がモノの大量生産と大量消費、ゴミの大量排出であり、エネルギー資源の浪費であり、そして地球環境の悪化でもある。
どこの家庭でも、ところ狭しとモノがあふれている。休日には、道路を渋滞させて、同じようなレジャーをめぐる争い合いをし、疲労回復どころか、余計に体と神経をすり減らしている。そろそろ自分らしい本当の幸福というものを考えてもよいのではないだろうか。
最近、価値観の多様化ということが、しきりに言われる。各個人が、あまり他人を気にせず、個性的な基準によって生活を楽しむようになれば、こうした小さい争いによる浪費は少なくなるように思われる。他人に対する嫉妬からくる不安や苦痛からも解放されるだろう。
モノの大量消費は、はじめは快楽であっても、次第に重荷になり、むしろカッコ悪い生活とみなされるようになるだろう。自分にある固有の楽しみをもつ、ゆとりのある生活こそ普通になり、むしろカッコ良いものになっていくだろう。
すでに現在でも、大型の車を乗り回すことはカッコ良いことではない。マイカー通勤をやめ、自由勤務時間制を利用し、読書でもしながらゆっとり通勤するのはどうだろうか。残業を減らし、所得が減った分は貴重な自由時間を買ったのだと思って、家庭で団楽を楽しむのはどうだろうか。
ゆとりのある生活というのは、怠けた生活ということではない。他人を追い抜くための猛烈な勉強や仕事は苦痛かもしれないが、自分の好奇心を満たすための自由な学習や、収入は多くなくても性格にあった仕事に熱中することは、充実感があり、楽しいものである。その意味でも勤勉は明らかに美徳の一つである。


21、筆者は「人々は、……幸福を判断する」と言っているが、その原因は何か。
[Ａ]個人								[Ｂ]現代経済の体質
[Ｃ]企業								[Ｄ]個人と現代経済の体質
22、文中の（　ア　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]ただし			[Ｂ]そして			[Ｃ]とはいえ			[Ｄ]もともと
23、文中「自分らしい本当の幸福」とは何か。
[Ａ]自分の価値観でもって、自分の生活を楽しみ築くこと
[Ｂ]他人の気持ちを気にせず、勝手気ままに生活すること
[Ｃ]モノを大量消費して、生活を充足させ、満足すること
[Ｄ]自分の優越性を他人と比較して、喜びを得ること
24、文中の「ゆとりのある生活」とはどんな生活か。
[Ａ]自分にある固有の楽しみをもつ生活
[Ｂ]学習や仕事にじっくり時間をかけた生活
[Ｃ]収入が多く、快楽感を感じる豊かな生活
[Ｄ]何もすることのない、ゆったりとした生活
25、筆者はどのような生活が望ましいと考えているか。
[Ａ]人から羨ましがられるような物質的に充実した生活
[Ｂ]たとえ収入は多くなくても個性的で充実感がある生活
[Ｃ]自由勤務時間制を十分に生かしてゆっくりできる生活
[Ｄ]たとえ収入がなくとも、家族と過ごす楽しい生活
　
　
[二]

音楽とは何か、と言われたら、音による会話だと答えることにしている。音を通してある人の感情や思想が聞く人に伝えられる。それが音楽である。
こういう定義はいかにも当たり前のようだが、音楽はいつでもそういうものであるとは限らない。早い話が、私どもは、嬉しいにつけ悲しいにつけ、独りで歌を歌うことがある。誰に聞かせるわけでもない。感情は独りで流れてゆく。会話の相手はそこにはいない。
そういう歌も自分自身に対する語りかけで、やはり一種の会話だというなら、寺院や教会でうたわれる歌はどうだろうか。もちろんそれも神への呼びかけにちがいないが、会話という言葉は必ずしも適当ではない。進軍ラッパや狩りの太鼓なども、一方的に意味を伝えるのだから本当の会話ではない。
今あげたような音楽も、音楽であることにまちがいはない。私の定義は、だから、定義でも何でもなくて、私自身が音楽に対してもっている願望であり、イメージなのである。
会話という限り、それは一方通行で与えられる刺激や快楽とはちがう。演奏会で音楽をやっているのは演奏家で、私どもはそれを黙ってきいているだけだが、それは決して音を受身でうけとっているということではない。ぼんやりと音をきいていれば、音楽はただの音のつながりにすぎない。それを音楽としてきくためには、実はきく側にいろいろな心の働きが必要なのである。
私がいまでも覚えているのは、小説家の高見順が死ぬ少し前にかいた日記の一節である。体が衰弱して本を読む気力がなくなり、音楽ならばとおもってきいてみたが、やはり駄目だったと彼はかいている。音はもちろんきこえるが、音楽としてはきこえない。それは聴覚の衰弱ではなくて、聴覚がうけとったものを自分の内部で意味のある言葉として再構成する精神の能力の衰弱である。
音楽に限らず、芸術を鑑賞するというのは、他人の世界にふれようとすることである。音や色や言葉によって他人を理解するといってもいい。人は果たして他人を本当に理解できるかということは別にして、それを理解しようとする努力のなかに、芸術そのものの意味があると考えてもそう間違いはないと思っている。


26、文中の「そういう歌」とはどのような歌か。
[Ａ]寺院や教会などでうたわれる歌
[Ｂ]うたうともなくうたってしまう歌
[Ｃ]聞かせることを思いながらうたう歌
[Ｄ]聞く相手がいないのに、独りでうたう歌
27、筆者が「ぼんやりと…つながりにすぎない」と言っているのはなぜか。
[Ａ]音楽を音楽として聞くには、ぼんやりとした姿勢が必要だから
[Ｂ]音楽はぼんやりと聞いていれば、心の動きが起こるから
[Ｃ]音楽を音楽として聞くには、聞く側の能動性がいるから
[Ｄ]音楽は一歩通行的に感動を与えるものであってはじめて音楽となるから
28、文中の「聴覚がうけとったもの…精神的能力」はどのような能力か。
[Ａ]内心で音楽を言葉に置き換える能力
[Ｂ]心の中で音楽を再構成する精神的能力
[Ｃ]音や色や言葉によって芸術を鑑賞する能力
[Ｄ]音のつながりによって音楽を鑑賞する能力
29、筆者は音楽をどのようなものであると考えているか。
[Ａ]耳を通して人の内部に働きかけ、芸術で人の心を捉え、鑑賞力を再構成させる。
[Ｂ]感情のままに表現するものでありながら、うたう人はあまり関わりはない。
[Ｃ]人の気持ちを伝えるものであり、その意味で音を通しての会話であると言える。
[Ｄ]真の意味での会話ではないから、ぼんやりとして鑑賞すべきものである。
30、筆者が文章でもっとも言いたいことは何か。
[Ａ]芸術の意味は、鑑賞者との「会話」が成立するかどうかは別にし、作り手が他人		を感動させようとする努力である。
[Ｂ]音楽などの芸術は、鑑賞者が他人を理解しようとする努力の中に意味があり、一		方通行ではない「会話」である。
[Ｃ]音楽には様々な種類があるが、いずれも演奏家と聴衆との相互理解を目的とした		「会話」という点では共通である。
[Ｄ]芸術は、作り手が一方的に意味を伝えるものではなく、鑑賞者が自分の心を理解		するための内面の「会話」である。


[三]

常識を養うことは大事だといわれる。だが、どうしたら養われるのか。多くの人たちは、まず知識を身につけることだと思っているのではないだろうか。科学の知識や、経済学の知識や、さまざまな知識を身につけ、どんなことでもある程度わかるようになるのが、常識のあることだと思っているようである
しかし、どんなことにしても、ある程度わかるということは、大変なことである。そこで、ものごとを早わかりさせるような、簡単な解説書がたくさん作られ、それがまた、多くの人々に読まれるということになるのだろう。
もちろん、こういう本を読むことは、少しも悪いことではない。だが常識を養うという目的のために読むのだとしたら、それは大間違いであろう。こんな本を数多く読めば、さまざまなことについて、少しずつ知識はできるであろうが、それはそれだけのことであって、それによって常識が豊かになるとは言えない。常識は、知識ではなくて、判断する力なのである。
本を読むにしても、常識が知識だと思うと、そこに書かれた知識ばかりを読み取ろうとして、そこにある著者の大事な「ものの考えかた」を学ぶことをすっかり忘れてしまうことになろう。
常識とは、個人の判断ではあっても、それが一般的であるとか、社会に共通するとかいう性格を持たなければならないものである。別の言葉で言えば、常識とは、社会に通用する判断なのである。
社会に通用するとは、現状をすべて肯定するという意味ではない。現状とかけ離れた考え方であっても、それがどこかで現状につながり、明日に実現の可能を約束するものでなければなるまい。（　ア　）、社会に通用する考え方だということができよう。常識とは、そうした考え方なのである。
社会に通用するというからには、世間を知るということが、当然に必要であろう。自分の考え方なり判断なりを、世間の中に置いてみてそれが通用するものかどうか、反省することが、なにより必要だということになる。ということは、必ずしも世間並みに従えということではない。
こう考えてくると、常識を養うということも、そう簡単なものではないということに気がつく。しかし、本当は、そんなに難しいことではないのだ。純真な心をもった人たちのことを考えてみると、すぐわかることだろう。いわゆる学識もなければ、社会的にも目立つことのない人で、よく常識をわきまえている人があるものだ。このような人については、いろいろの美点をあげておくことができるが、ここではただ一つ大事な点をあげておくことにする。それは、自分の知らないことを、人に尋ねるということである。知らないことを、知らないこととして、これを人に聞くということは、簡単なことでありながら、難しいことなのだ。だが、それのできるということが、常識なのである。


31、文中の「それはそれだけのこと」の説明としてもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]単に知識の応用にすぎない			[Ｂ]知識を得たことにならない
[Ｃ]常識と知識を得たことになる			[Ｄ]単に知識を得たにすぎない
32、文中の「社会に通用する判断」を養うにはどうしたらよいか。
[Ａ]純真な心が果たして社会に通用するか否かを、社会の事実をよく見て確かめる。
[Ｂ]学者の意見や知識人の考えを信じ、それらが社会に通用するように努力する。
[Ｃ]本を多読し、広い知識を身につけてから、社会に通用する諸問題をよく考える。
[Ｄ]自分の考えや判断が社会に通用するか否か反省し、知らないことは素直に聞く。
33、文中の（　ア　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]それとも		[Ｂ]なぜなら		[Ｃ]それならば			[Ｄ]ただし
34、筆者が言っている「常識」とは何か。
[Ａ]個人の判断を社会的通念に高める力
[Ｂ]知識の量的蓄積ではなく、物事を見分ける力
[Ｃ]社会的に広く通用する知識を数多く吸収する力
[Ｄ]さまざまな書籍に目を通して、それを理解する力
35、この文章の目的は何か。
[Ａ]知識と常識との違いについて述べ、常識を養う具体的な方法を明確にする。
[Ｂ]知識と常識を求める場合には、それぞれ本の読み方がどう違うかを説明する。
[Ｃ]常識は必ずしも世間並みの考え方や判断と一致しないということを説明する。
[Ｄ]常識は知識と違って、社会生活をよくするためのものであることを明確にする。


[四]

原子の研究が進み、原子力を利用する見込みができてきた瞬間から、研究者としての生き方、考え方と、これ以外の面における生き方、考え方を、切り離すことができなくなった。原子力はどのような目的に利用されようとも、研究者自身にかかわりないこととは、どうしても言えなくなってきたのである。原子物理学者の場合は、もっとも著しい例であるが、他の非常に多くの場合において、科学の成果が実用性を持ち始めると同時に、程度の違いはあっても、そこに倫理、モラルの問題が入ってくるのを免れないのである。自然科学の発達にともなって、人類は、人間性のいろいろな側面を統一したものとしての人間像を形成、発展させるどころか、むしろそれを分裂、破壊させようとする傾向を持つに至った。
科学のいろいろな方向への分化は、局部的には、精細な、そして信頼すべき知識や技術を持った多くの専門家を作り出した。人間の造り出す機械の種類が増え、それが精巧となってゆくにしたがって、それを使う人間は、機械の働きを深く理解しなければならないわずらわしさを避けて、ただそれが便利だから使う、というだけで満足せざるを得なくなってきた。（　ア　）が、いつの間にか、機械の助けがなくては生きてゆけない生物に変わりつつある。機械が人間のいろいろな働きをかわってやってくれ、またそれを補強し拡大してくれるのは、誠にありがたいことだが、人間の頭の働きまでだんだん機械にやらせるようになると、その行きつく先は果たしてどこにあるか、新しい疑いを発せざるを得ないのである。
これらのいろいろな傾向がいっしょになって、人間性のさまざまな側面の統一を破り、はては、人間性の喪失を引き起こす恐れがないとは言えない。そしてまた、このような分裂が、人間から幸福を奪うものであることも否定できないと思う。科学が果たして人間を幸福にするものであるかどうか、ということが最近しばしば問題にされているが、これに対して自信を持って答えることは決して容易ではない。19世紀の人々ならばいざしらず（姑且不论）、20世紀の半ばに生まれ合わせたわれわれ人間にとっては、科学は必ず人間を幸福にするであろうと、言い切ることは、なかなかできないのである。
そもそも、科学の進歩が、必ず人間を幸福にするであろうという保証はなかった。科学とは、人間の前に常に開かれている未知の世界を開拓してゆく努力のあらわれであり、人間にとっての新しい可能性の発見であった。未知の世界のなかに、果たして何があるのか。新しい可能性が発見されるということは、必ず人間を幸福にするものであるという保証はもともとない。それは、幸福と繁栄への可能性の発見であるかもしれないし、人間性の喪失と人類の破滅への可能性の発見であるかもしれないのである。


36、文中の「それ以外の面における生き方、考え方」とはどういうことか。
[Ａ]幸福でありたいと願う生き方、考え方
[Ｂ]科学の成果の実用性を願う生き方、考え方
[Ｃ]研究者として充実感を求める生き方、考え方
[Ｄ]個人の幸福というより科学の進歩を願う生き方、考え方
37、文中の「むしろそれを分裂、……傾向を持つに至った」とはどういうことか。
[Ａ]科学の発達にともなって、人間が科学を信用しなくなってきていること
[Ｂ]科学の分化が、細かな知識や技術を持った多くの専門家を作り出していること
[Ｃ]人間は機械に頼りすぎ、人間として考えねばならぬことを曖昧にしていること
[Ｄ]人間は、いつか機械なしでは生きられない生物になるだろうということ
38、文中の（　ア　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]機械を使っていない人間自身
[Ｂ]機械を使ってはいけない人間自身
[Ｃ]機械を使っているはずの人間自身
[Ｄ]機械を使っているつもりの人間自身
39、文中の「19世紀の人々ならばいざしらず……のである」とはどういうことか。
[Ａ]昔の人は科学を信用していたが、今の人はあまり信用していない。
[Ｂ]昔の人はともかく、今の人は科学の発展を素直に信用しない。
[Ｃ]昔の人は科学を信用していなかったが、今の人は信用している。
[Ｄ]昔の人も今の人も科学の発展をたいへん信用している。
40、筆者が主張しているのはどれか。
[Ａ]科学の進歩は、人類の幸福を保証するものであると言い切れるような努力を引き		続きすべきである。
[Ｂ]科学の進歩は、分化されることによって、テンポが速められたが、これ以上速め		るべきではない。
[Ｃ]科学の進歩は、人間性の喪失や人類の破滅の可能性をも含めているが、この点に		気をつけさえすれば、繁栄は保証される。
[Ｄ]科学の進歩は、幸福と繁栄の可能性でもあるが、人間性の喪失と人類の破滅とい		う問題も含まれている。


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点＊5＝15点）

41、現在、高齢者の介護（护理）の人手不足が社会問題として浮かび上がっているが、それはすべてお金で解決しようとしているためであるように思われる。生産性という視点から目をそらせて、精神的なものに目をむけると、これほど豊かな資源はないということに気づくでしょう。
どんな小さな子供でも、高齢者を喜ばせることができるし、自らを高齢者と思っている人も、まだ社会に参加できるという自信を持つであろう。42、子供だから、老人だからと言わず、障害者や高齢者の介護にかかわり、そこから得られる精神的な喜びを一般の人々が知るとき、はじめて高齢化社会の問題は解決すると私は考えている。
介護は汚い仕事でもつらい仕事でもない。それを超える大きな感動のある仕事になり得るものである。43、そのことに人々が気づかず、汚い仕事としていつづける限り、介護は汚い仕事でありつづけるであろう。介護を汚い重労働にしているのは人々の意識そのものであるということに気づいていただきたいと願ってやまない。
さらに、これからの時代を生きる人は、子供のときからしっかりした死生観を育む必要がある。少量の血液を採るだけで、いくつかの遺伝病を診断できるようになり、出生前、あるいは出生と同時に、その人が将来重大な病気になるかどうかということを知ることができる時代がきた。（略）
44、人生のいろいろな段階で、医療の発達がもたらす問題を考えてみたが、そのどれをとってみても、私たちがもっとも生命について、死について考え、しっかりとした死生観のもとに生きることが必要なことがわかる。（略）
医療の進歩に翻弄されてしまわないように、私たちがしなければならないことは、生命についての教育と思索であり、介護者の社会化であると私は考えている。
検査、診断技術の発達は、私たちがしっかりした死生観を若いうちから持っていることを要求する。45、人聞は死ぬものであるということを各人が考えて、毎日を充実させて生きることを求めるのである。あまり平和すぎると、私たちは自分たちが死ぬ運命を背負っているということを忘れがちであるが、「死ぬもの」ということが私たちのほんとうの姿である。


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450～500字の作文を書きなさい。

誰にも友達がいる。仲のいい友達と付き合っていくのは難しくないが、初めての人やあまり知らない人と付き合っていくのはそう簡単なことではなく、上手に付き合っていくのはもっと難しいであろう。どのように付き合っていけば、相互理解を深め、お互いの友情を深めていけるか、あなたの考えや経験を含めて作文を書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ.基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。

人と物の関係を端的に示す例がある。ある外国人女子学生が日本の農村社会での人間関係、行動、習慣を観察すること（　1　）目的に、長野県の民家に同居し、調査活動をしていた。その家の大家さんは親切な人で、いろいろと面倒を見て（　2　）。私は、その学生に日本語を教授する仕事を引き受けていたが、ある日彼女は（　3　）ことを言い出した。
「おととい、大家さんと喧嘩をして、大家さんはそれから一言も口をきいてくれなくなった。一体どうしてでしょうか」というのである。事情を詳しく尋ねてみると、（　4　）、おととい大家さんから借りていたストーブが何かの加減で故障してしまったので、持って行き、壊れましたと渡した途端、大家さんは不気嫌になってしまった、というのである。私はそのとき、実際にどんな言葉づかいをしたのかを確かめてみた。返答は「この前から借りていたストーブが壊れてしまいました」である。
私は、大家さんの人柄や普段の言語行動についても尋ねてみた。親切だが、（　5　）世話やきの感じのするタイプであるらしい。そこで私はそのストーブの故障の原因について尋ねてみた。（　6　）その女子学生は、「理由はよく分からないが、その朝、火をつけようとするとつかなくなっていたんです。だから壊れましたと言いました」と言うのである。次に私は、「壊れました」と「壊しました」の表現法の違いについて本人に尋ね、そのことで話し合う（　7　）。「壊れました」と「壊しました」は、文法的に言えば、他動詞表現と自動詞表現の差に過ぎない。しかし、そこでコミュニケーション上問題になるのは、実は、どちらを選択するかということが、物と人との関係の中で、相手に対する自分の態度を明確に表してしまう（　8　）。彼女はその点（　9　）考えが及ばなかったわけである。「壊しました」という表現は、確かに、壊れた（　10　）自分が何らかの責任を持っている場合に限られるであろう。（　11　）「壊れました」は、物自体が壊れた状態を客観的に示すわけである。（　12　）、物が実際に壊れ、しかも壊れたことに対して当事者が責任を感じないならば、「壊れました」と表現しても何ら差し障りはないわけである。
しかし、この二表現のうち、非常に日本的な言葉づかいをする人であれば、たとえ、故障の原因が不明で自分の責任の有無も不明であったとしても、恐らく「壊しました」という表現を選択するであろう。そのストーブは相手に属するものであるから、それを借り受けているという関係の中で、壊れたことに対する責任を自分は感じているんだということをとにかく表明するわけである。（　13　）、物自体がそもそも不良で、その結果壊れてしまった場合でも、この「壊しました」という自己に責任のある表現形式を選択することが多いと言えよう。


（　1　）～（　13　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ]が		　　[Ｂ]へ		[Ｃ]は		[Ｄ]を
2、[Ａ]あげていた	　　　　　　[Ｂ]もらっていた
   [Ｃ]くれていた　             [Ｄ]やっていた
3、[Ａ]こんな		[Ｂ]そんな	[Ｃ]あんな	[Ｄ]どんな
4、[Ａ]本来は		[Ｂ]実は	[Ｃ]元は	[Ｄ]実際は
5、[Ａ]なぜかというと			[Ｂ]なにかというと
[Ｃ]どれかというと			[Ｄ]どちらかというと
6、[Ａ]そうしているうちに		[Ｂ]そうすると 
[Ｃ]そうこうしているうちに   [Ｄ]そうなると
7、[Ａ]ことにした               [Ｂ]ことになる     
   [Ｃ]ようになる               [Ｄ]ようになった
8、[Ａ]というのである			[Ｂ]といったからである
[Ｃ]ということである		    [Ｄ]といったことである 
9、[Ａ]にまで		[Ｂ]にでも	[Ｃ]までに	[Ｄ]までで
10、[Ａ]にとって	            [Ｂ]にしては
[Ｃ]に対して                [Ｄ]につれて
11、[Ａ]また		[Ｂ]一方	[Ｃ]では	[Ｄ]しかも
12、[Ａ]そして		[Ｂ]それに	[Ｃ]ところで[Ｄ]したがって
13、[Ａ]よく言えば			    [Ｂ]うまく言えば
[Ｃ]曖昧に言えば			[Ｄ]極端に言えば
14、文中の「何かの加減で故障してしまった」の「加減」に当たる解釈はどれか。
[Ａ]程度		[Ｂ]契機	[Ｃ]具合	[Ｄ]理由
15、文中の「渡した途端」に当たる解釈はどれか。
　[Ａ]渡したその時 			[Ｂ]渡す直前
[Ｃ]渡した後			    [Ｄ]渡しているところ 
16、文中の「限られる」の「れる（られる）」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]宮崎アニメは子供のみならず、大人にも愛されている。
[Ｂ]食べられない物をそんなにもらっても仕方がない。
[Ｃ]木村先生は中国語研修生を引率して上海に行かれた。
[Ｄ]外出直前に彼女に来られてほんとに困ってしまった。
17、文中の「人であれば」の「ば」と違う使い方のものはどれか。
[Ａ]ちゃんと説明すれば、分かってくれるはずです。
[Ｂ]最後まで一生懸命頑張れば、きっと成功する。
[Ｃ]東北地方は今は寒いが、春が来れば暖かくなる。
[Ｄ]勉強する学生もいれば、あまりしない学生もいる。
18、文中の「属するもの」の「もの」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]母は来週来る予定でいますが、一日も早くきてほしいものです。
[Ｂ]ほしいものは何かと聞かれても、すぐには思い出せないものです。
[Ｃ]私は長女ですもの、弟の心配をするのは当たり前でしょう。
[Ｄ]あの店は国営なので、あそこに並んでいるものは安心して買える。
19、文中「機嫌」の読み方はどれか。
　[Ａ]きかね		[Ｂ]きけん	    [Ｃ]きげん	    [Ｄ]きがね
20、文中「人柄」の読み方はどれか。
[Ａ]ひとから	[Ｂ]ひとがら	[Ｃ]じんへい	[Ｄ]にんへい


Ⅱ.読解（55点）
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。（2点＊20＝40点）


[一]

読者にとって、原稿が手で書かれていようが、パソコンで作られていようが、ほんとは何の関係もないことだ。最終的には活字体の文字となって、印刷された形となってくるのだから。
今、人々が一般的に、どういった方法で文章を書いているかは定かではないが、少なくとも僕は、ほんの些細なメモ以外は、ほとんどすべてパソコンで文章を書いている。いや、書いているというのは正しくない。打っているのだ。この二十年近く、手で文章を書くことから遠ざかっていた。もちろん、それは、パソコンを使ったほうが、手で書くよりも、簡単に文章ができるからである。そして、文章化した後の工程も電子化されていることが多いので、（つまり、電子メールなどで送ること）そっちについても簡単だというわけだ。
しかし、簡単だからといって、こうした電子機器を安易に多用することの弊害はもちろんあるのだろう。いろいろなところで言われているように字を忘れたり、文章が平板になったり、無味乾燥になりがちだというようなことだ。とはいえ、弊害が多々あるからといって、じゃ、すべて手書きに戻し、今の便利さを捨て去ることができるかといえば、それはそうではない。やっぱり、世の中の流れとしては、どうしても容易、便利さが優先されてしまう。
もう一つ、ぜんぜん別の角度からの弊害もあることに気がついた。それは、本来、手で書くということは、書道という芸術があることで、示されているように、楽しさでもあったのに、その楽しさを忘れさせてしまうということだ。もともと、初めはビジネス上の文章だった。書き直したり、清書したりするのが簡単だという、ほんとに怠け者の精神が、僕から快楽を取り上げたのだ。そして、いつしか、私信までパソコンのお世話に。
最近では、Eメールの進展から、文章をプリントすることなく、直接誰かに送る、ということもまことに当たり前のようになってしまった。これでは、活字離れということが本当に心配されるのも無理はない。しかし、よく考えてみると、手書きから電子化への過程で、きっと文章は変質していったことだろう。文章から文書へと。これは実はとっても大変なことではないであろうか。近頃では、作家の中にも、パソコンで仕事をしている人が増えていると聞く。まあ、プロの皆さんですから、もちろん、これはいらぬ心配なのだろうけれど、手で書くことと、指で打つことの間には、けっこうな違いあるように思う。だから、今回、僕は手で書いてみることにしたのだ。そう、人体実験というやつだ。


21、文中の「怠け者の精神が、僕から快楽を取り上げた」とあるが、それはどんな意味か。       [Ａ]パソコンのおかげで、文章が簡単に書けるようになって楽しさが増した。 
[Ｂ]パソコンのせいで、いい文章が書けなくなり、楽しさが減少してしまった。 
[Ｃ]パソコンのおかげで、苦労せずに文章が書き上げられる快楽を感じている。
[Ｄ]パソコンのせいで、苦労せずに文章が書けると同時に、快楽がなくなった。
22、文中の「活字離れ」の原因として、もっとも適切なものはどれか。
[Ａ]作家の中にもパソコンで仕事をする人が増えてきた。
[Ｂ]手書きから電子化への過程で、文章が変質していった。 
[Ｃ]Eメールの発達で、文章をプリントせず送るようになった。 
[Ｄ]字が書けなくなるだろうという、いらぬ心配をしなくなった。 
23、文中の「人体実験」とはどういうことか。
[Ａ]果たして心配事がどの程度であるかを、自ら体験してみる。
[Ｂ]プロ作家の手書きとパソコン打ちの仕事方式を実感してみる。 
[Ｃ]手で書くこととパソコンで打つことの楽しさを体験してみる。 
[Ｄ]久しぶりに手で書き、パソコン打ちとの違いを実感してみる。
24、パソコンを使って文章を書く弊害は、どんなものだと言っているか。 
[Ａ]文章が単調で、おもしろみがなくなってしまいがちになる。
[Ｂ]書き直しと清書が簡単にできなくなり、書道が衰える恐れがある。 
[Ｃ]文章が簡単に書けなくなり、安易に電子機器を多用するようになる。 
[Ｄ]書いたものを電子化することが難しくなり、文章の質が落ちる恐れがある。
25、この文章で筆者がもっとも言いたいことはどれか。
[Ａ]弊害が多いため、便利ではあってもパソコンの過度使用は慎むべきだ。
[Ｂ]パソコンの使用は書道の楽しさを失う恐れがあるため、やめるべきだ。
[Ｃ]すべて手書きに戻すのは無理であるが、手書きを優先させた方がいい。
[Ｄ]パソコンの容易さ、便利さは否定できないが、その弊害も否定できない。


[二]

少し前のことですが、こんな記事を新聞で読んだことがあります。小学三年生の子どもを毎日プールに連れてきている母親の話。なぜ、そんなことをするのか。「将来の受験のために体力を作るのです」というのが、その答えです。子どもの時代は受験のための待ち時間にすぎない、ということなのです。受験地獄という言葉があります。教育の歪みも、いまでは、ここまで来たのか。――これが、その記事を読んだ時の率直な印象でした。
もちろん、限られた人生ですから、未来のために長い目を持ち、しっかり準備することは、大切です。しかし、それが行き過ぎますと、現在という時が、つねに固有の意味を失って、将来のための準備の時になってしまう。そうすると、現在をほんとうに大切に生きることが、見逃される恐れが出てきはしないでしょうか。もしそんな形で、それぞれの時期に固有の意味を持った人間形成ができないのなら、うまく成長できず、幼児的な人間がつくられるだけではないでしょうか。そして未成熟の大人になり、老化していくだけの人生になるのではないでしょうか。
実際、最近の子どもたちは勉強に追われて遊ぶことを忘れ、学校でもクラブ活動をあまりしたがらないということをよく聞きます。そこからはいろいろな問題が出てくるように思えるのです。
普通、子どもたちは遊ぶ時に自分で創意工夫して、想像力を働かせ、豊かな世界を創り出すものです。たとえば、部屋の隅にぶら下がっている使い古した箒を跨ると、それが馬に化ける。あるいは広場に転がっている板切れが魔法に鏡に化ける。そのように、子どもたちは、もともと自由な創意を加えて楽しく遊ぶ術をよく知っている世代です。自由な遊びを通して彼らは想像力を養い、また集団の行動を通して仲間作りの力や、あるいはリーダーシップの能力を開発されもするのです。
こうした遊びの世界や自由に遊ぶ喜びを忘れるということは、子どもの時代に身につけるべき社会性や創造性が失われてしまうことを意味しています。ひいては、非個性的な人間になってしまうのが落ちでしょう。


26、文中の「ここ」の指すところはどこか。
[Ａ]教育が歪んでくるところ
[Ｂ]受験地獄という言葉が作られるところ
[Ｃ]小学三年生の子どもを毎日プールに連れてくるところ　　
[Ｄ]子どもの時代は受験のための待ち時間にすぎない、と考えるところ
27、文中の「それ」の指すところはどこか。
[Ａ]未来のことを頭に置きながら、若い時から準備すること
[Ｂ]限られた人生を大切にして毎日を楽しく過ごすこと
[Ｃ]未来のことを頭に置きながら、若い時から体力を作ること
[Ｄ]未来のために長い目を持って人生の計画を立てること
28、文中に「固有の意味」とあるが、その意味は何か。
[Ａ]若い時代、毎日の努力によって生まれた意義
[Ｂ]現在ではなく未来という時点にだけ人生特有の意義
[Ｃ]それぞれの時期に習うべきものを身につける体験や楽しさなど
[Ｄ]将来のためにしっかり準備していろいろと体験するおもしろさ
29、文中の「そんな形」とはどんな形か。
[Ａ]現在を大切にして生きていく形 
[Ｂ]現在を大切に生きることを見失う形 
[Ｃ]将来のことより現在のことを重視する形 
[Ｄ]将来のための準備を急ぐより現在を大切にする形 
30、この文章で筆者がもっとも言いたいことは何か。
[Ａ]子どものころから将来の受験に備えて体力を作るのは大切なことである。
[Ｂ]人生というものは、その時その時を大切にして生きることが必要である。 
[Ｃ]人間は、幼少から創造性を持っていなければ、人生の意味を失ってしまう。
[Ｄ]子どもに自由な遊びをさせるため、クラブ活動は極力ひかえるべきである。


[三]

トーストの焼き上がりがよく　我が部屋の空気　ようよう夏になりゆく
この一首は、朝食のパンを焼いていて「あっ」と思った。それまでは五分かかっていたトースト（烤面包片）が、今朝は四分半で、しかもぱりっと焼けている。こんなところにも夏が来ているんだなあ、という心の揺れ。
実はこの歌には、遠いところで下敷きになっている記憶がある。子どもの頃、母は毎朝、家族それぞれの好みに合わせて半熟、三分熟と卵をゆでてくれた。「すごいなあ」と私は感心したものである。
ある日のこと、寒い寒い朝を迎えた。「お水もずいぶん冷たいわねえ。いつもより長めにゆでなくっちゃ」と母。半熟なら何分、という単純なことではなく、水温によっても、ゆで時間は変わってくるのだ。
卵のゆで時間にも反映する季節の移り変わり。へえっなーるほど、と思った。その時の「へえっ」が心の底のほうに沈殿していたのだろう。トーストの焼けぐあいが違うことに気づいたとき、ぱっと「卵のゆで時間」の記憶が浮かんできた。
こんなふうに、いくつか似た経験が重なって「揺れ」の輪郭がはっきりしてくることも多い。「あっ」と声は出さないまでも、その「揺れ」がいつかは言葉という語りになるときが、きっとくる。私は、そんなふうなまだ形になっていない「あっ」という小さな断片を、感動の貯金と呼んでいる。すぐには使えなくても、しっかり貯めておくことが大切だ。私自身のことを振り返ってみると、とても大きな貯金箱となったものがある。
学生時代、家族にあてて、せっせと葉書を書いた。東京に出てきて、初めての一人暮らし。寂しくてしかたなかった。家族とのなんでもない日常会話が、突然なくなってしまったことが、一番こたえる。朝起きて「おはよう」という人がいない。「今日こんなことがあってねー」と無駄話をする人がいない。そういうものの良さというのは、なくなってみて初めて分かる。
葉書は、言ってみれば日常会話の代わりとして書き続けられたのだと思う。内容は、肉の安いスーパーを見つけたとか、東京の人は雨が降ってもあんまり傘をささないみたいだとか、まことに取るに足りないものばかり、けれどそんな日常雑記のなかに、何年か後、形を変えて歌になったような感覚が、ひょこっと混ざっていたりするのだ。
「だんだん暑くなってきました。朝起きると汗をかいていたりします。でも、暑いねーと話しかける人もいないので、ただ黙って朝ごはん。これがやっぱり寂しいなあ。」
「寒いね」と話しかければ　「寒いね」と答える人のいるあたたかさ
この歌は、実はずっと後で、恋の場面で生まれたもの。が、遠く学生時代の葉書にも、すでに歌の種はあったことが分かる。答える人のいない寂しさを味わったことのある心だからこそ、答える人の暖かさに、揺れることが出来たのだ、と思う。


31、文中の「へえっなーるほど、と思った」理由としてもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]母親が、子どもの好みに合わせて卵のゆで方を自由に変えたから。
[Ｂ]母親が、卵の中身をまるで知っているかのように上手にゆでたから。 
[Ｃ]卵のゆで時間には、季節の微妙な変化が影響することを知ったから。 
[Ｄ]卵のゆで方には半熟、三分熟などのゆで方があることが分かったから。 
32、文中の「感動の貯金」の内容としてもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]一つ一つの小さな感動を、大切に心の中にとどめ蓄えておくこと
[Ｂ]一つ一つの感動した思い出を、日記に記録して保管しておくこと
[Ｃ]一つ一つの日々の感動的な成長を、記憶して保存しておくこと
[Ｄ]一つ一つの細やかな感動を、言葉という形で記録し蓄えておくこと
33、文中の「大きな貯金箱」の具体的な内容はどれか。
[Ａ]学生時代の葉書				[Ｂ]家族との無駄話
[Ｃ]家族との会話				[Ｄ]初めての一人暮らし 
34、文中の「そういうもの」とは何を指しているか。
[Ａ]一人暮らしをして感じた郷愁
[Ｂ]家族とのなんでもない日常会話 
[Ｃ]非常に大切だと思う家族との会話 
[Ｄ]せっせと家族にあてて書く大切な葉書
35、文中の「歌の種」と考えられるものはどれか。
[Ａ]心の記憶				　　[Ｂ]季節を感じる心
[Ｃ]心の揺れ				　　[Ｄ]恋の心


[四]

社会が複雑になって分業が進み、生活に必要なことの多くを他人の手に委ねるようになると、人間の思考はバランスを失い、価値判断に前後の脈絡がなくなります。そのような社会現象がリサイクルに及び、「環境主義の両価性矛盾」を生み出しています。
「両価性」とは、本人がそうと気づかぬまま、同時に正反対の行動をとることを言います。たとえば、ケーキの食べ放題（自助餐）に夢中になりながら，ダイエットに精を出すといった行動です。
リサイクルは環境を守り、資源の枯渇を防ぐことをその目的としているので、環境に優しいことを標榜する製造メーカーは「製造量、販売量を少なくする。製品の寿命を延ばす」ことに全力を尽くすはずです。（　ア　）、現実には本音で減産、販売量の減少を目標としている会社はまずありません。むしろ、増産、販売量の増大を計画している場合がほとんどです。これは両価性です。（中略）
産業界全体を覆うこの両価性矛盾は、新聞などのマスコミにも広がっています。（中略）個人でも、会社では企業人として増産に知恵を絞り、家庭では市民としてものを倹約するという例が見受けられます。
本来、正常な人間は価値観の違うことを同時にすることにストレスを感じるものです。しかし、現在の日本では社会自体が大きな矛盾を抱えているので、両価性が直接的なストレスにならず、じわりじわりと社会を蝕んでいると言えるでしょう。
両価性矛盾は環境保護活動全般に及んでいます。その著しい例が、「リサイクル推進派の人で現実にリサイクルをしている人はまれだ」という現象です。ほとんどの人はペットボトルをリサイクル箱に入れたり、新聞紙を束ねて出したりしているだけで、実際にはリサイクルをしていないのです。
ペットボトルをリサイクルするというのは、自分でペットボトルを回収工場まで持っていき、そこできれいに洗ってラベルをはがし、キャップをとって成型器で成型し、もとのペットボトルにすることです。また、紙をリサイクルするというのは、「紙を束ねて出す」のではなく、自分で薬品を使ってインキを除き、夾雑物を取り去り、短い繊維を除き分け、抄いて紙にすることです。
かつて江戸時代に行われたリサイクルのほとんどは、自分でするリサイクルでした。そのためにリサイクルの苦労も体感していたし、リサイクルすることによってかえって生産を阻害することは避けました。もちろん、他人に向かって「私はリサイクルしている」などといったポーズをとることなど、考えもしなかったでしょう。
物事が現実のものとして感じられるときには、両価性は消えていきます。

36、文中の（　ア　）に入れるもっとも適切なものはどれか。
[Ａ]そこで		[Ｂ]あるいは	　　[Ｃ]しかし	　　　[Ｄ]したがって 
37、筆者は「会社では企業人として増産に知恵を絞り、家庭では市民としてものを倹約する」人がストレスを感じないのはなぜだと言っているか。
[Ａ]現代のような複雑な社会では、正常ではない人間もいるから。
[Ｂ]個々の価値観による行動の不一致は社会を少しずつ蝕むから。
[Ｃ]分業が進み複雑になった社会では、ある程度矛盾が生ずるのは仕方ないと思うか	ら。
[Ｄ]大きな矛盾を抱えている社会では、正反対の行動をしていても矛盾に気づかない	から。
38、文中「実にリサイクルをしている人」とはどういう人は。
[Ａ]リサイクル資源を自分の手で再生する人
[Ｂ]実際にリサイクル資源を回収場所まで運ぶ人
[Ｃ]リサイクル資源を回収し、再生された物を使う人 
[Ｄ]自分だけでなく地域全体のリサイクルを推進する人 
39、文中の製造メーカーに関する両価性の説明として正しいものはどれか。
[Ａ]環境保護を標榜しながら、減産に努める。
[Ｂ]環境への優しさを主張しながら、増産を計画する。
[Ｃ]資源の枯渇を防ぎながら、製品の寿命を延ばす努力をする。
[Ｄ]環境を守りながら、製造量を少なくすることに全力を尽くす。
40、筆者がこの文章で言いたいことはどれか。
[Ａ]現在のリサイクルのやり方は矛盾が存在する。
[Ｂ]現在のリサイクルのやり方は江戸時代よりいい。
[Ｃ]現在のリサイクルのやり方でも少しは環境保護に役立つ。
[Ｄ]現在のリサイクルのやり方は製造量の減少に役立っている。


Ｂ.次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点＊5＝15点）

41、灯火器具やラジオ、時計、剃刀に至るまで、私たちの生活がコードレス化（无线化）されてきている中で、電池の普及はとどまるところを知らない。そして電池には一度使い、放電すると充電のきかない乾電池と、何回でも充電・放電を繰り返し、いつまでも使用できる蓄電池がある。
このことを人間に充当すれば、まさに人生は放電を充電の繰り返しと言ってよい。充電しつつ放電し、放電しつつ充電している。その方法において、乾電池型の人生と蓄電池型の人生が分かれてくる。
42、学生時代は、親・教師・友人・先輩など、いわばコード化された、恵まれた中にあっても、社会人となればコードのない、自らコントロールせねばならなぬ生活に移ると見てもよい。したがって学校を出てから本当の充電（技術や教養の体得）が始まり、先の2型で人生の色合いが違ってくる。充電には、読書、人の話を聴く、事物の観察、物事を考えるなどさまざまな方法がある。
43、十河信二氏（第四代国鉄総裁）は、９６歳になっても、世界経済とか国際情勢について読書に熱中し、専門家レベルの分析をしていた。そして、「人間、いつ呼び出されてもいいように、勉強だけは続けなくてはいけないのだ」と常々言っていたという。蓄電池型の人生である。
44、生活経験もなく、本の知識を自慢することは、放電にポイントがあると見てよい。放電しっぱなしの乾電池に近い。乾電池型の生活を繰り返すと、硬直化してしまい液漏れが起きる。化けの皮は、すぐに剥がれてしまうのである。蓄電池型の人生とたいへんな違いを生み出す。
充電には、大脳生理学的裏づけがあり、蓄電池型の強力なささえとなっている。脳は使わないとボケるのである。（中略）幸いにも今日の大脳生理学によると、頭は使えば使うほど、ボケなくてすむという。20代から60代まであんまり頭を使わない人は、早くボケてくるとのこと。のんびりしてはいられない。ジューデン、チクデンは、生かしの合図と覚えておこう。
充電の方法が読書によるのみではないことは、すでにふれた。「忘年の交わり」という補いをしておこう。45、若いときは老人を交わり、老いては青年と交わる。老人は若い人と交わって、その経験や学問を教え、若い者は老人の歩いた足取り（足迹）から吸収して飛躍を目ざす。老人は若者のバイタリティ（活力）と新鮮な発想を学ぶ。人との交わりによる充電方法である。蓄電型と蓄電型の相乗効果のみでなく、忘年の交わりのある社会へと一歩前進したいと思うからである。


Ⅲ.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさい。

大学院に入るとなったら、これまでと違って学生生活において自主的な勉強が増えてくる。また、余暇を利用してのアルバイトも出てくるであろう。アルバイトは社会的実践活動の一つとして大切であることは言うまでもない。しかし、アルバイトをしているうちに自分を見失ってしまう学生もいるが、勉強とアルバイトの両立性について、あなたはどう思うか。自分の考えを作文に書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　　　②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ、基礎知識（２０点）
次の文章を読んで、１～２０の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]から最も適切なものを一つ選びなさい。

入学式を終えた（　１　）の一年生らしい子供が母親に連れられて歩いている姿を見た途端、「ああ、かわいそうに」と私は反射的に思った。
今日からこの子も勉強という、あの嫌で嫌でたまらないものを習い、覚えさせられるのかという思いである。私は自分が小学一年生になった日から、それまで夢の中の至福だった生活から、突然放り出され、いじめっ子や怖い先生のいる集団生活に入れられた遠い遠い昔のことを（　２　）思い出したのである。
だから、本来ならば「おめでとう」と言わねばならぬのが「ああ、かわいそうに」と感じて（　３　）のだろう。
もちろん、私の感じかたは正当ではないし個人的すぎるにちがいない。
しかし、私には正直いって近頃の子供が哀れで仕方がない。それは朝から晩まで教育、教育というお母さんたち（　４　）引きずりまわされているからだ。
小学校以前にも有名校に入学するための塾があって幼児たちはそこに通わされているそうだ。小学校に入れば入ったで、学校のあとも勉強塾に行かされる。
私はこういうことを（　５　）「教育」とは思っていない。子供の教育とはこれとはまったく異質だと考えている。
私は人間が幸せなのは小学校時代までだ、と思う。皆さんも昔のことを思い出していただきたい。
特殊な事情のあった方は別として、普通われわれが自分の人生を（　６　）、「幸せだったなあ」と思えるのは幼年時代や少年時代までではなかったろうか。それは親の愛に包まれ、毎日何の心配もなく過ごせた時期だからである。この時期を過ぎるとわれわれは多少は大人になり、大人になったが（　７　）色々と苦労もしなければならない。
そう考えると、その短い幼年時代や少年時代を受験勉強させるために、「遊ぶ」こともできず、塾通いに振り回される毎日を子供にさせていいのか。それ（　８　）本当に人間の「教育」というものなのか、私は真剣に親たちが考える（　９　）だと思う。
この図形が三角か、四角か、正三角形の辺が皆同じ長さだなどということは10歳になって知ればよいことであって、５歳、６歳が覚えねばならぬことではないはずだ。５歳、６歳が覚えねばならぬことは、犬や猫がどんなに可愛いか、白雪姫がどんなにかわいそうか、夕焼けの色がどれほど美しいかなどである。そして遊びの楽しさが子供たちの人生の思い出につながるような毎日なのである。
私は今のすべての受験教育は素直に伸びるべき人間を盆栽を仕立てるように無理に捻じ曲げるものだと思う気持ちが心の（　１０　）ある。
もちろん、私のこの文章を（　１１　）反対される父兄は多いだろう。「そんなことすれば子供が社会に出て結局、不幸になる」というのがその方たちのご意見にちがいない。私にもそれぐらいはよくわかる。
しかし、不幸とか幸福とかは何の尺度で計って決めるのだろうか。親の幸福感や、人生観がそのまま彼らの子弟教育に反映するとすれば、「社会的出世」など（　１２　）幸福とは関係ないことを主張できる親が日本にもいてよいのではないか。

（　１　）～（　１２　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、 [Ａ]ぐらい　　　	[Ｂ]ほど　　　　　[Ｃ]ばかり　　　　　[Ｄ]だけ
2、 [Ａ]ふと　　　　	[Ｂ]ざっと　　	　[Ｃ]わざと	　　　[Ｄ]じっと
3、 [Ａ]いった　　　	[Ｂ]おいた　　	　[Ｃ]みた　　　　　　[Ｄ]しまった
4、 [Ａ]を　　　　　	[Ｂ]に　　　　	　[Ｃ]と　　　　　　　[Ｄ]で
5、 [Ａ]たいへん　　	[Ｂ]ひじょうに　　[Ｃ]すごく　　　　　[Ｄ]まったく
6、 [Ａ]振り返って　	[Ｂ]図って　　	　[Ｃ]引き取って　　　[Ｄ]預かって
7、 [Ａ]ことに　　　	[Ｂ]もので　　	　[Ｃ]ゆえに　　　　　[Ｄ]わけで
8、 [Ａ]と　　　　　	[Ｂ]が　　　　　　[Ｃ]より　　　　　　[Ｄ]まで
9、 [Ａ]まま　　　　	[Ｂ]ところ　　	　[Ｃ]べき	　　　    [Ｄ]つもり
10、[Ａ]どこに　　　　　[Ｂ]どこか　　	　[Ｃ]どこかで　　　　[Ｄ]どこかに
11、[Ａ]お見えになって　[Ｂ]拝見いたして　[Ｃ]お読みになって　[Ｄ]拝読して
12、[Ａ]いかにも　　　　[Ｂ]かならずしも　[Ｃ]もっとも　　　　[Ｄ]ぜひとも
13、文中の「一年生らしい子供」の「らしい」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]彼女はいかにも芸術家らしい格好で現れた。
[Ｂ]どんなに言われようと、あの人は平気らしい。
[Ｃ]最近は、朝晩涼しくて秋らしい日が続いている。
[Ｄ]あの人は、研究らしい研究を何もしていないくせに、威張っている。
14、文中の「でたまらない」の意味に近いものはどれか。
[Ａ]今後も皆様のご活躍を祈ってやみません。
[Ｂ]それぐらいの失敗で、あきらめてはならない。
[Ｃ]テレビゲームのやりすぎか、近ごろ目が疲れてしょうがない。
[Ｄ]彼女の悪口を言うなんて、ぼくに対する侮辱でなくてなんだろう。
15、文中の「思い出していただきたい」の意味に近いものはどれか。
　[Ａ]思い出してほしい		　[Ｂ]思い出してもよい　　
[Ｃ]思い出そうとする　　	　[Ｄ]思い出したい
16、文中の「受験勉強させるために」の「ために」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]頼まれた仕事を忘れてしまったために、田中課長に注意された。
[Ｂ]夜型の人間が増えてきたために、２４時間営業の店が広がっている。
[Ｃ]あした特別な行事のために、この駐車場は臨時に駐車禁止になります。
[Ｄ]親善大使として貧しい子供たちのために、彼女は世界中をまわっている。
17、文中の「盆栽を仕立てるように」の「ように」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]競争より協調のほうが重視されるようになりました。
[Ｂ]この日程はあまりにもゆとりがなさすぎるように思います。
[Ｃ]甘いものは太るので、できるだけ食べないようにしています。
[Ｄ]いままで静かに寝ていた赤ちゃんは火がついたように泣き出した。
18、文中の「反対される」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]彼は正直な人で、周りから信頼されている。
[Ｂ]先生、このことについてどう思われますか。
[Ｃ]この歌を聞くと、故郷のことが思い出される。
[Ｄ]イエス・ノーで答えられるような簡単なことではない。
19、文中の「哀れ」の読み方はどれか。
　[Ａ]あふれ		[Ｂ]まぎれ　　　　[Ｃ]くたびれ　　　　[Ｄ]あわれ
20、文中の「主張」の読み方はどれか。
　[Ａ]しゅちょう　	[Ｂ]しゅうちょう　[Ｃ]しゅっちょう　　[Ｄ]しゅうちょ


Ⅱ、読解（５５点）
Ａ、次の文章の[一][二][三][四]を読んで、２１～４０の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。（２点＊２０＝４０点）


[一]

西洋諸国の画法の基本は、写真（真を写す）というものであって、日本の画法とは大いに異なる。そのため和風・中国風の画を描く人たちはこの西洋画法をたいへん奇怪なものと考えて、そこから学びとるべきものがあるなどとは思いもせず、どう扱ったらよいかわからぬままに、これは画というものではない、細工をこらして作りあげたものだなどという者まであるしまつだ。ばかげたことである。もともと細工とは精妙なこまかな技法のことを言う。和風の画でも中国風の画でも細画はみな要するに細画なのであって、人の毛髪やひげなどを一本一本描きわけているものもある。西洋の画法で毛髪を描くときは一筆で描くのだが、それを見ればちゃんと細い毛に見える。西洋画法では、和漢の画法でいうような筆勢とか筆意とかにはこだわらないのである。筆とはもともと画を製作するための道具にほかならない。それなのに、たとえば牛を描いてもそれが牛であることが示されずに、ただ筆意のみが出ているというのでは、一点垂らした墨も牛だと言うことになってしまう。それはちょうど医者が病気をなおすのに薬を使うのに似ている。薬はつまり絵具であり、医者は筆であり、病気は画にあたる。医者（筆）が良薬（絵具）を用いて病気をなおそうとするのに、その病気（画）がそもそもどこから、なぜ発生したのかを知りもしないで、ただ医者の心構え（筆意）ばかりを強調しているようなものである。画についても理屈は同じなのだ。
西洋画は筆意というようなことより、ただ自然の真相をとらえることのみを眼目（重点）とするのである。それにくらべれば和漢の絵画は単なるなぐさみもの(消遣品)にすぎず、ものの用に立たない。そのうえ、西洋画の画法では、濃淡によって、対象たる物の明暗や、凹凸や、遠近や、深浅の度をあらわして、その物の真の姿を正確に再現する。そのことによって文字と同じように情報・知識の伝達に役立つのだが、特に物の形状などは文字でいくら説いてもわからず、結局画によらない限り伝えることはできない。（　ア　）、西洋の書籍には画図によって物を説明しているものが多いのである。西洋画は、だからけっして和漢の画のように、酒席の余興に一筆腕をふるって遊ぶ、といった気軽な遊戯などではありえない。真に実際の用に役立つ技術であり、また政教の道具でもあるのだ。


1、文中の「そこ」は何を指しているか。
[Ａ]日本の画法　　　　　		　[Ｂ]西洋諸国の画法　
[Ｃ]西洋と日本の画法　　		　[Ｄ]和風・中国風の画法
2、文中の「どう扱ったらよいかわからぬ」の意味に近いものはどれか。
[Ａ]どのように使用していいかわからない。
[Ｂ]細工のこらしかたがどうもわからない。
[Ｃ]いったいどう理解していいかわからない。
[Ｄ]購入してどう処理していいかわからない。
3、文中に「西洋画法では、和漢の画法でいうような筆勢とか筆意とかにはこだわらない」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]主目的が自然をいかに写実的にとらえるかにあるから
[Ｂ]主目的が自然をいかに写意的にとらえるかにあるから
[Ｃ]筆意より細かな技法でこそ自然を描けると思うから
[Ｄ]筆意より絵具こそいちばん重要だと考えているから
4、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]そのくせ　	[Ｂ]そのため	　[Ｃ]それだけ　	[Ｄ]それなのに
5、筆者の見方に合っているものはどれか
[Ａ]西洋画と日本画の毛髪の描き方は同じであるが、西洋画の方が毛髪の一本一本ま	でよく見て取ることができる。
[Ｂ]西洋画は奇怪で学びにくい画法であるが、細工をこらしているので、日本画より	自然に見えるのは確かである。
[Ｃ]西洋画は筆勢と筆意にこだわることなく、気軽に描くことができるので、実際に	は役に立つ技術である。
[Ｄ]西洋画は物の姿を描く意味では実用的ではあるが、遊びとして宴席の場で一筆腕	を振るうというわけにはいかない。


[二]

かりに脳死患者の臓器が、それがなければ死を免れない何人かの患者の生命を救うと考えよう。とするならば、本人の意思のいかんにかかわらず、臓器移植が許されるのであろうか。それが許されるとする考え方は、権利概念からは絶対に出てこない。　
（　ア　）、一つの生命より二つの生命、二つの生命より三つの生命のほうが、量的に勝ることはいうまでもない。しかし、そのことは一人の生命より、三人の生命のほうが尊いということを意味しない。なぜなら一つ一つの生命は人格の尊厳の基盤だからであり、人格は比較を拒むところにその本質があるからである。人間から人格を排除するときにのみ、人間同士の比較や足し算、引き算が可能になるのである。
人格が比較を拒むのは、それぞれの人格がかけがえのない(不可替代的)存在だからである。かけがえのない存在であるからこそその生命はぎりぎりのところまで尊重されねばならないのである。そのことは脳死状態の人間でもまったく同じである。かりにかすかな可能性があるならば、そのわずかな可能性にかけるのが、人権の立場なのである。
それでは、臓器の不全で死を間近にした患者の立場は、どう考えたらよいのであろうか。もちろん、彼或いは彼女の命の重さに、差がないことはいうまでもない。（　イ　）、臓器提供を受ける患者は、臓器移植を権利として主張できるわけではない。それはあくまで脳死者の人権を最大限配慮した後に、はじめて可能となるテーマなのである。
両者の立場の違いをあいまいにしておくことは、臓器のみならず、人体全体の商品化へ道を開くことになる点で、非常に危険と言わねばならない。人間の命のかけがえのなさが、まさに臓器移植のような医療現場でするどく問題となっている。
一般に言って、権利感覚は効率本位の考え方とは相容れないものである。効率を大事にする者は、存在するものは最大限に利用したいと考えるであろうし、将来性のあまりない存在に、費用を注ぎ込もうとはしないであろう。限られた資源を最大限有効に利用するのが、効率本位の考え方であり、またそれが最大の利益を保障するわけである。
しかし、権利を大切に考える者は、たとえ無駄であってもかけがえのない存在を最後まで守ろうとするであろう。わたし自身十数年前に母を癌でなくした経験があるが、その時に脳死状態の母に高額の治療費がかかったことがあった。それでも温もりのある母の身体が病床にある限り、東京の病院に何度となく足を運び看病をしたことがあった。第三者からみれば、無駄な出費とみえるかもしれないが、それが当時のわたしにとって最大の仕事であり、生きがいでもあった。権利感覚は最終的には、かけがえのない個別としての人間、それがどれほど効率が悪く、手のかかる存在であろうとも、そのような存在に対する深い思いに根ざすものなのである。

1、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]人格の尊厳性から考えれば　　	　　[Ｂ]非常に極端な発想をすれば
[Ｃ]単純な算数の問題でみれば　　　　　　[Ｄ]権利概念の立場からいえば
2、文中の（　イ　）に入れるものはどれか。
　[Ａ]もしも　　	[Ｂ]なぜなら　	　　[Ｃ]もしくは　　　　　[Ｄ]しかし
3、文中の「それ」が指すものはどれか。
[Ａ]脳死患者の尊厳　　　　		　　[Ｂ]臓器提供を受ける権利
[Ｃ]臓器不全患者の尊厳　　		　　[Ｄ]臓器提供者の権利
4、文中に「権利を大切に考える者は、たとえ無駄であってもかけがえのない存在を最後まで守ろうとする」とあるが、その意味はどれか
[Ａ]救えないことがわかった時点で、権利をあきらめさせる。
[Ｂ]救えないことがわかっている生命でも最後まで努力する。
[Ｃ]救えないことがわかったら、他の命を救うことに努力する。
[Ｄ]救えない命なら、努めてより多くの命を守ることを考える。
5、筆者の考えに合っているものはどれか。
[Ａ]人の命は、たとえ瀕死状態に置かれていても最大限の尊厳を与える必要がある。
[Ｂ]一人の命が何人かの患者を救うことができる時は、臓器移植が許可されていい。
[Ｃ]臓器移植で臓器不全者の命が救われる時、提供者の意志にこだわることはない。
[Ｄ]臓器移植には反対しないが、それは移植される患者の命が保証される時である。


[三]

ラジオもテレビも、さまざまな情報をほとんど休みなく発信し、しかも、それを人々が休憩する家庭の中にまで届けてくれます。ニュースについて言えば、いわゆる速報性を特徴としていて、事件が起こると同時にその進行と並行して、刻々に状況を知らせてくれます。また、この二つのメディアには遍在性とでもいうべき性質があって、情報は場所と時間を選ばず、人々のもとに向こうからやってきます。これによって、二十世紀の人間は人類史上初めて、おびただしい事件の経過そのものに、絶え間なく、どこでもいつでも立ち会わされることになりました。
さらにラジオとテレビの決定的な特質は、それがかつての印刷メディアとは違って、文字による言葉の伝達力に頼らないということです。活字による情報は、人々の教育程度によって受容が決定的に差別され、結果としてメディアの階層分化を作り出していました。文字を知らない人が排除されるのはもちろんのこと、文法や文体について教養の差があれば、それは受け取る情報の量や質にも差ができることを意味していました。これに対して、語り言葉と音響と映像に頼る電波メディアは、情報の無階層化を革命的に進めました。（中略）
しかし、情報の本質から見てより決定的であったことは、これによって情報の持つ体系的な性格、いわば一望できる構造が著しく突き崩されたということでしょう。書物の場合であれ新聞や雑誌の場合であれ、文字情報は、例えば目次の組み立て、章と節の区分、見出しの大小などによって、その構造を目に見える体系として示すことができます。受け手は情報の全体を空間的に展望し、その中にある論理的な秩序、価値的な階層関係を一目で読み取ることができるのです。
（　ア　）、刻々に伝えられては流れ去る電波情報は、その時々の部分の印象の強さに比べて、内容の全体像を伝える力は弱くなります。言いかえれば、事件が持っている時間的な全体像、さらにいえば歴史的な経過の構造が、文字情報の場合に比べては非常に弱くなります。ラジオを聞きテレビを見ている人間にとっては、半月前の大地震よりも、今日起こった小さな火事のほうが強烈な刺激を与えます。このことはニュース情報に限らず、ドラマやショーのような、本来は構造的な性格の濃いフィクションの場合にも当てはまります。劇場のドラマに比べてテレビやラジオのそれは刻々の趣向がおもしろく、その代わり、全体の首尾結構が弱いのが普通です。一篇の作品の中ではつねに見せ場（精彩场面）を作り、連続ドラマの毎回ごとに山場（高潮）をもうけるのが放送ドラマの特色だと言えるでしょう。


1、文中の「これ」とは何を指すか。
[Ａ]家庭まで、あらゆる情報を届けてくれること
[Ｂ]ラジオやテレビには速報性と遍在性があること
[Ｃ]ラジオやテレビが休みなく情報を発信していること
[Ｄ]刻々と変わる事件の進行をありのまま知らせてくれること
2、文中の「ラジオとテレビの決定的な特質」とはどういう意味か
[Ａ]多くの見せ場・山場が出現すること
[Ｂ]情報構造が一望できるようにすること
[Ｃ]電波によって情報の質を向上させること
[Ｄ]文字情報の一望できる構造が崩壊すること
3、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]そのうえ　　　　		[Ｂ]その結果
[Ｃ]これに対して　　		[Ｄ]これについて
4、文中に「半月前の大地震よりも、今日起こった小さな火事の方が強烈な刺激を与えます」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]地震より火事が身近なことと強く感じられるから。
[Ｂ]映像や音響の方が書き言葉よりも迫力があるから。
[Ｃ]受け手の身近に起こったことを伝えるのに効果的だから。
[Ｄ]その瞬間に受け取る情報の印象が強く感じられるから。
5、テレビ・ラジオメディアについて、筆者の考えに合っているものはどれか。
[Ａ]情報に即時性があっていいが、逆にいやでも付き合わられるという面もある。
[Ｂ]速報性と遍在性があるため、たいへん便利であり、充分に利用すべきである。
[Ｃ]情報の階層化が進みやすいため、無階層化のための改良にも心を配るべきである。[Ｄ]電波情報として全体像を伝える力は強いが、部分的イメージは弱くなってしまう。


[四]

新人類なる名称がある。もっとも、新人類などという人類の学問的な規定はどこを捜しても発見できない。実際、この名称は、定まった「定義」が存在しない。
また、何事もそうであるが、特定の世代をとらえて一つの尺度で測るのは、大いに危険を伴うものである。新人類と言われている世代には、ある意味では私たちが体験してきた強烈な時代的なインパクト（烙印、冲击）は存在していないのである。新人類の世代には受験戦争があるというかもしれぬが、そんなものは昔から通過せざるを得ない学生時代の体験であって、格別、今の若者に厳しいわけではあるまい。
つまり、強烈な世代体験のない世代を昔の強烈世代パターンで、一緒にくたにする（混为一谈）にはいささかの疑問を持たずにいられない。一方、時代を共有するほどの強烈な時代のインパクトを持ち合わせない（不共同拥有）ことは、個人的な人生観の選択肢の多さを、意味することになるのではないだろうか。
大体、若い時期は未熟なため、当の本人が、自分を十分に理解しているかどうか大いに疑問だ。自分をある程度わかるようになった人間のことを今は旧人類とか、オジン（小老头儿）とか言っているのではないだろうか。
そして、もうひとつ。日本のように変革を志向しない国民性、安定志向性の強い国において、果たして新人類と呼ばれるに値するような極端に価値観の異なった世代が、忽然と発生するであろうか。そうではなく、むしろ「新人類は旧人類のコピー」ではないのだろうか、と考えるのである。
（　ア　）、新人類は指示したことは文句なくやるものの、それ以上のことは余りやろうとしない、と一般的に指摘される。そこで考えてみると、若いときには概して余り気配りができないもの、権利意識はあっても義務意識に欠けるとか、言われ続けてきたものではなかっただろうか。
「ほうれんそうが会社を強くする」などとも言う。ほう告・れん絡・そう談しましょう、というのである。こうしたコピーが、流行るところに既に指示待ち社会としての組織文化が氾濫しているのではないのか。「ほうれんそうしましょう」などと、眞面目に語っている会社は恐怖である。こんな当たり前のことが必要に応じて展開できていないから、いい大人に向かって、こんな発言をしなくてはならないのだろう。幼稚園の子供にマナーを教えるようなものだ。そうした指示待ち社会の実相を入社以前に、就職情報誌かなんかで熟知している若者もいるかもしれない。


1、文中の「格別、今の若者には厳しいわけではあるまい」とはどういうことか。
[Ａ]今の若者に対する受験によるインパクトは昔より厳しくて、強烈だ。
[Ｂ]受験そのものは、昔からあったが、今のはさらに強化され、厳しい。
[Ｃ]旧人類にとって、昔の受験が格別に厳しかったというわけではない。
[Ｄ]新人類にとって、今の受験が格別に厳しくなったというわけではない。
2、文中の「新人類は旧人類のコピー」とはどういうことか。
[Ａ]新人類も旧人類と同じように、指示待ち社会をあまり頼りにしていない。
[Ｂ]新人類も旧人類と同じように、文句はあまり言わないが、仕事もしない。
[Ｃ]新人類も旧人類と同じように、文句を言いながら指示を待って仕事する。
[Ｄ]新人類も旧人類と同じように、指示待ち社会で同じことを繰り返している。
3、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]そうすると　　　[Ｂ]けれども	　　[Ｃ]たとえば　　　　[Ｄ]したがって
4、文中に「指示待ち社会」とあるが、これについて、筆者はどう思っているか。
[Ａ]組織文化を強化できるだろう。
[Ｂ]組織文化の氾濫の表れである。
[Ｃ]若者世代にとって必要でない。
[Ｄ]若者世代にとって便利である。
5、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]日本社会に新人類と呼ばれる人たちはまったく存在しない。
[Ｂ]新人類は指示したことをやるが、それ以上はあまりしない。
[Ｃ]新人類と呼ばれる世代は突然に生まれてきたわけではない。
[Ｄ]日本の国民性は安定志向が強く、変革志向のない特徴がある。


Ｂ、次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（３点＊５＝１５点）

41、草も木も種を実らせ、種を土に落とす。落ちた種は土をかぶって雨露の恵みを受けると、内蔵された生命力が目ざめ、発芽して地上に頭角を表わす。光と水と肥料とに恵まれ、そのおさない植物体はどんどん成長して、やがて天に向かって勢いづいていく。成長する植物の最終の目的は、花を咲かせ実を結ばせることにある。42、植物体そのものは、人間の知恵でいろいろに利用されはするが、それは植物自身がもつ目的ではなかろう。生きの喜びとして花を咲かせ、やがて実を結ぶのが、独り植物とのみいわず、個体の生存、種族の保存を本能にもつすべての生物の目的と考えてよさそうである。人間にしても天寿を全うして志す業を遂げた上で後事を托すべき子に恵まれて終わるのが、人みなの願うところであろう。
43、植物が生長を遂げ花を咲かせるのは、人間が功成り名遂げ、継承の子に恵まれて、満たされた心境に到達するのに等しい。植物の開花は自己顕現の最高の方法であり、その花によってよき実を結ばせ得れば、それによって彼の生命の永存を期することができ、生きることの意味において、人間の場合と全く異なるところはない。秦の始皇のように、不死の薬を求めるのは愚かである。おのれの生命は子に受け継がれることによって、永存を期し得るのであって、それはあらゆる生物に共通な動かしがたい真理なのである。つまり、花を咲かせたところがその生物の頂点で、その花がよき実を結べば、当然彼の一個の生命は使命を果たし、そのとき終わりを告げるのである。
44、今年咲いて散り、また来年花開く年々去来の花の道理も、人の子や孫が、父や祖父と同じ花を咲かせることを思えば、これと何ら変わったところはない。人は一個の個体の終末を過大視して無常というが、継ぐ人さえあれば、死は交代に過ぎず、年々に去来する花に過ぎない。
医学が年ごとに進歩して、人間の寿命を伸ばしつつあるという。それなら、人間の寿命も無限に伸びて、始皇の願う不死が達成できるのであろうか。45、もしそうなれば、子の誕生をめでたいとは言っていられなくなる。むしろ本気で出生を防止せねば、地球上立錐の余地もなくなり、しかも、老人ばかりが増えて、白髪白髯が地を覆うことになろう。だがそんな心配は無用である。医学は人の病気を治すが、寿命を終えて枯木のように倒れる人をどうすることもできないし、またそれでよいのである。

Ⅲ、作文（２５点）
４６、次の指示に従って、450字～500字の作文を書きなさい。

いろいろな分野における女性の社会的活躍がますます目立つようになってきている。一方、女性は結婚・出産・育児といった現実問題に対面していかなければならない。このことについてあなたの考えを作文に書きなさい。

注意：　①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]から最も適切なものを1つ選びなさい。

電車の中で席を譲るのが昔から得意ではない。若い頃は、席を譲るという状況に陥らないように、よほど車内が空いているとき以外は座席に座らないようにしていた。
座らなかった理由はそれだけではない。いささか潔癖症の気があったので、電車の座席に座ること（　1　）、好きではなかったのである。
だからつり革につかまっているとき、前に座る人が次の駅で（　2　）ようすを見せると落ち着かなかった。斜め横の人が、私が座ろうとしないのを確認して、すっと座ってくれればいいのだけれど、そうならない場合は、私の前の席が空いた（　3　）になってしまう。
混んでいるときは、電車内の（　4　）を有効に使うのがマナーというものだろう。そう思って仕方なく座ったが、私は知らない人の体温が残っている席に座るのが苦手なのであった。
そんなことが何度（　5　）あると、自分なりの対処がわかってくる。前の席が空きそうになったら、自分も一緒にさりげなくドアの方に向かってしまえばいいのだ。そして、電車が再発車する（　6　）、また新しい身の置き所を探せばいい。
とまあ、このような対処をしていたのは、30代の後半くらいまでだった。そのうち本格的に体がくたびれてきて、潔癖症も薄れ（　7　）。疲れているときは（　8　）座りたいという気持ちが勝つようになった。そして実際、席が空いていたら座らせ（　9　）ようになった。
さて、席を譲るのが得意ではない、という話に戻るが、明らかなお年寄り（　10　）、迷うことなく譲れるので問題はない。「どうぞ」「ありがとう」というスムーズな流れになる。しかし、微妙な感じのお年頃ってありますよね？そういう方（　11　）会った場合、みなさんどうしていらっしゃるのだろう。
お年のようにも見えるけれど、年齢不詳の雰囲気があって、うっかり席を譲ろうとすると「私はそんな年ではありません」と、機嫌を損ねられそうな気もする人。
あれこれ考えずに、迷ったときは、とりあえず声をかけてしまえばいいのかな。みなさんはどうしていますでしょうか。


（　1　）～（　11　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ] 自我		[Ｂ] 自己			[Ｃ] 自分			[Ｄ] 自体
2、[Ａ] 降りそうな	[Ｂ] 降りそうで		[Ｃ] 降りような		[Ｄ] 降りようで
3、[Ａ] わけ		[Ｂ] はず			[Ｃ] まま			[Ｄ] べき
4、[Ａ] スケート	[Ｂ] スペース		[Ｃ] スピード		[Ｄ] スカート
5、[Ａ] か			[Ｂ] で				[Ｃ] が				[Ｄ] に
6、[Ａ] までで		[Ｂ] までに			[Ｃ] あとで			[Ｄ] あとに
7、[Ａ] てみた		[Ｂ] ていた			[Ｃ] てきた			[Ｄ] ておいた
8、[Ａ] けっして	[Ｂ] たぶん			[Ｃ] べつに			[Ｄ] やはり
9、[Ａ] てしまう	[Ｂ] てもらう		[Ｃ] てくれる		[Ｄ] てあげる
10、[Ａ] なら		[Ｂ] では			[Ｃ] としては		[Ｄ] としても
11、[Ａ] から		[Ｂ] を				[Ｃ] に				[Ｄ] より
12、文中の「座らないように」の「ように」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ] パスポートをなくさないように自分で気をつけてください。
[Ｂ] 彼は、怒ったように黙っていますが、どうかしたんですか。
[Ｃ] 私たちは兄弟のように思われますが、実際はちがうんです。
[Ｄ] 中古車だが、大事にしているので、まだ新車のように見えます。
13、文中の「私が座ろうとしない」とは、どういう意味か。
[Ａ] 座りようがない。                [Ｂ] 座ろうと思わない。
[Ｃ] 座ろうにも座れない。            [Ｄ] 座りたくてしようがない。
14、文中の「自分なり」の「なり」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ] 彼は妻の言いなりになっているが、会社では威張っている。
[Ｂ] その銀行なら、この道なりにまっすぐ行くと右側にあります。
[Ｃ] 彼女は家に帰るなり、自分の部屋に閉じこもって出て来ない。
[Ｄ] 子供なりに一生懸命にやったのだから、誉めてあげましょう。
15、文中の「30代の後半くらい」の「くらい/ぐらい」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ] そんなことくらい子供でもわかる。
[Ｂ] 挨拶ぐらいしてくれればいいのに。
[Ｃ] この道を５分くらい行くと、大きな川があります。
[Ｄ] それぐらいのことなら、自分でもできるでしょう。
16、文中の「お年頃って」の「って」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ] 鈴木って人に会いました。          [Ｂ] うわさって、怖いものだ。
[Ｃ] 彼はすぐ来るって言ってますよ。    [Ｄ] いくら話したってわかりゃしない。
17、文中の「どうしていらっしゃる」の「いらっしゃる」の意味にあたるものはどれか。
[Ａ] いる			[Ｂ] くる			[Ｃ] ある			[Ｄ] いく
18、文中の「損ねられ」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ] そんなに早く起きられないよ。
[Ｂ] 社長は明日アメリカへ行かれる。
[Ｃ] その子は母に叱られて、泣き出した。
[Ｄ] 子供の時の写真を見ると、昔のことが思い出される。
19、文中の「陥らない」の「陥」の読み方はどれか。
[Ａ] おとし		[Ｂ] おち		[Ｃ] おちい		[Ｄ] おり
20、文中の「苦手」の読み方はどれか。
[Ａ] くて		[Ｂ] にがて		[Ｃ] くるて		[Ｄ] くしゅ


II．読解（55点）
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢
    [Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（2点×20＝40点）



[一]

人間が心に思うことを他人に伝え、知らせるのには、いろいろな方法がある。例えば悲しみを訴えるのには、悲しい顔つきをしても伝えられる。物が食いたい時は手で食う様子をして見せても分かる。その他、泣くとか、叫ぶとか、嘆息するとか、殴るとかいう手段もあって、急な、激しい感情を一息に伝えるのには、そういう原始的な方法の方が適する場合もあるが、しかしやや細かい思想を明瞭に伝えようとすれば、言語に頼るしかない。（　ア　）ということは、外国へ旅行してみると分かる。
なおまた、言語は他人を相手にする時ばかりでなく、独りで物を考える時にも必要である。我々は頭の中で「これをこうして」とか「あれをああして」とかいうふうに独り言を言い、自分で自分に言い聞かせながら考える。そうしないと、自分の思っていることがはっきりせず、まとまりにくい。皆さんが算術や幾何の問題を考えるのにも、必ず頭の中で言語を使う。我々はまた、孤独を紛らすために自分で自分に話しかける習慣がある。強いて物を考えようとしなくても、一人で寂しくいる時、自分の中にあるもう一人の自分が、ふと囁きかけてくることがある。それから、他人に話すのでも、自分の言おうとすることを一遍心で言ってみてから口に出すこともある。我々日本人が英語を話す時は、まず日本語で思い浮かべて、それを頭の中で英語に訳してからしゃべるが、母国語で話す時でも、難しい事柄を述べるのには、しばしばそういうふうにする必要を感じる。それゆえ言語は思想を伝達する機関であると同時に、思想に一つの形態を与える、まとまりをつける、という働きを持っている。
そういうわけで、言語は非常に便利なものである。（　イ　）、人間が心に思っていることなら何でも言語で表せる、言語を持って表白できない思想や感情はない、というふうに考えたら間違いである。今も言うように、泣いたり笑ったり叫んだりするほうが、かえってその時の気持ちにぴったり合う場合がある。さめざめと泣くほうが、くどくど言葉を費やすよりも千万無量の思いを伝える。もっと簡単な例を挙げると、鯛を食べたことがない人に鯛の味を分からせるように説明しろと言ったら、皆さんはどんな言葉を選ぶか。恐らくどんな言葉をもっても言い表す方法がないであろう。そのように、たった一つの物でさえ伝えることができないのであるから、言語というものは案外不自由なものである。


21、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ] 言語があってもなくても自由    [Ｂ] 言語がないとどんなに自由か
[Ｃ] 言語があってもなくても不自由  [Ｄ] 言語がないとどんなに不自由か
22、文中の「自分の中にあるもう一人の自分が、ふと囁きかけてくる」とはどういうこと　　か。
[Ａ] 自分の中で役割分担を決めて、一人二役を演じるということ
[Ｂ] 自分の気付かない性格が、自然と現れて話し出すということ
[Ｃ] 頭の中で自然に言葉を使って自分自身で対話するということ
[Ｄ] 自分の中に別の人が入り込んで、その人と対話するということ
23、文中の（　イ　）に入れるものはどれか。
[Ａ] しかし			[Ｂ] それに			[Ｃ] だから			[Ｄ] したがって
24、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ] 言語は他人に自分の思想を伝達することに限らず、ほかの役割ももっている。
[Ｂ] 泣いたり笑ったりすることは言語より気持ちをぴったり伝えることができない。
[Ｃ] 細かい思想を明白に表わしたり、伝達したりするには言語は欠かせないものだ。
[Ｄ] 言語がなければ思想を表せないが、言語があってもすべてを表せるわけではない。
25、この文章の主旨はどれか。
[Ａ] 言語は急激で、激しい感情を一息に伝えようとする際にはあまり有効ではない。
[Ｂ] 言語は気持ちを伝えたり、思考をまとめる機能があるが、それには限界がある。
[Ｃ] 言語は算術や幾何の問題を考える時には役に立つものであるから、大切である。
[Ｄ] 言語は複雑な思想をまとめることができ、かつそれを伝達する優れた手段である。


[二]

外国のものの移植でいちばんはっきりしているのは、翻訳である。外国語を母国語に移すというのは、思考の移植にほかならぬ。外国語の初歩の学習者はなんでも訳せると思っているが、外国語で訳すことができる部分はごく一部だというのがほんとうのところである。単語一つでも翻訳不能のものがいくらでもある。このごろ日本でも使われるようになったプライバシーという語にしても、まだ訳語はない。このままカタカナの日本語になる気配もある。
単語でもそうだから、文章や、もっとまとまった書物の単位での翻訳となると、理論的にはきわめて困難であると言わなくてはならない。しかし、現実には、優れた翻訳が出ており、それによって、読者は啓発されたり、感動させられているのである。そこに、移植の神秘があるように思われる。
ところで、このごろ、翻訳家になりたいという若い女性が増えている。これまで、翻訳とか翻訳家と言えば何となく文学的な文章を訳すことを想像したものだが、最近はもっと実用的な翻訳のことを考えているらしいのも変化である。翻訳が芸術から技術になりつつあるのかもしれない。その技術者としての翻訳家に憧れる人たちが多くなったというわけである。翻訳を技術なりと割り切ると、ひとつの言語に盛られている思想内容を別の言語へ移し変えるのが、ここで言う物理的移動に近くなるのは自然の成行きであろう。移動の技術さえ優れていれば、何でも横のものを縦にできるように錯覚する恐れがある。それで外見上は翻訳されたようでいて、その実、翻訳ではないものがますます増えるかもしれない。優れた思想や技術はしばしば、当分の間、外国人の近接を拒む。それがやがて少しずつ分かるようになって、しっかりした翻訳が生まれるまでになる。この間、30年くらいは要するのである。
さらに理解作用そのものが、他者を自分の精神の土壌の中へ定着させようとする移植の作業であるということもできる。あるときどうしてもわからなかったことが、何年かして、突如として、氷解するというような経験をするのは珍しくない。これも、移植したものが、そのときになってはじめて、生命を確保して、新しい組織の中で芽を出したことを意味するのではあるまいか。
ほんとうに優れたものは、しばしば、生まれた時代や社会に適合しない。他所へ移してもなかなかすぐには新しい活躍をはじめない。一種頑固なところ、こわばり(僵硬)をもっているのである。それでいて結局、移植、移動、翻訳、理解などの困難な変化に耐えて、真の不滅の生命を得るようになるのである。ほんとうに優れたものが、たとえ時間はかかっても、人間の心から心へ移植できるということは、考えてみればすばらしいことである。


26、文中の「そう」の指すものはどれか。
	[Ａ] 理論的には難しくないこと
[Ｂ] 書物単位の翻訳は難しいこと
[Ｃ] 翻訳不能のものはほとんどないこと
[Ｄ] 翻訳不能のものがいくらでもあること
27、文中の「技術者としての翻訳家」の説明として、もっとも適切なものはどれか。
[Ａ] 外国語を技術的に自国の言語に置き換えることだけを重視する人
[Ｂ] 個々の単語に盛られている意味ではなく、作品全体の思想を訳す人
[Ｃ] 文学的な文章ではなく、技術関係などの実用的な文章だけを訳す人
[Ｄ] 言語の移動技術さえ優れていれば、何でも翻訳できると思っている人
28、文中の「優れた思想や芸術はしばしば、当分の間、外国人の近接を拒む」とあるが、　
    それはなぜか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[Ａ] 外国人に理解されるまで時間がかかるから
[Ｂ] その思想や芸術が時代には適合しにくいから
[Ｃ] その思想や芸術の言語が翻訳不能であるから
[Ｄ] 異なった言語が外国人の理解の障害になるから
29、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ] 技術的な翻訳が優れていれば、外国文化を理解するには充分である。
[Ｂ] ほんとうに優れたものは、しばしば評価されるまで時間がかかる。
[Ｃ] 外国文化の移植は、言葉の物理的移動によって可能となっている。
[Ｄ] ほんとうに優れたものは、生まれて直ちに認められるものである。
30、翻訳について筆者の考えに合っているものはどれか。
[Ａ] 外国語を母国語にすることは、言語の移植にほかならない。
[Ｂ] 外国語で訳せない言葉は一部あるが、ほんとうは翻訳できる。
[Ｃ] 外国語を母国語に訳すということはじつは考え方の移植である。
[Ｄ] 翻訳不能のものもいくらかあるが、単語なら問題なく翻訳できる。
　

[三]

開業医をしていた私の父が、診断書を書く時の心得について、「向こう二週間の安静加療を要する」というふうに書かないで、かならず、「向かう二週間の安静加療を要するものと認められる」と書くように、繰り返し言っていた。
文末に「られる」をつけるべきである、というのである。もし診断書が法廷に持ち出された場合、「られる」のあるなしは医師の立場に微妙な差違をもたらす。要するに断定的な表現が用いてあれば、医師の診断とくに何日間治療しなければならないかという点が、絶対に動かしがたいものとして受け取られる恐れがある。そのためその医師が後に引けない場面に追い込まれることもあり得る。それに対して「認められる」を加えておけば、一週間と書いたものが四日で治癒しても、一ヶ月かかってもそれほど治療日数の多少に（　ア　）。言いかえると、「要する」という表現は科学的な客観的な判断を示すのに対して、「要する」と「認められる」ほうは判断の本人である主観的な「私にとってはそう感じられる」、したがって「他の人は別な判断をするかも知れないし、私の判断が絶対的な動かしがたいものであるとは限らない」という含みを持つから、万一の時に変な責任を負わなければならない心配がない、と大体こういう理由であったらしい。
何でも、これは父自身の意見ではなく、その恩師から受けた教えであると聞いた。法廷でこのような表現の差が実際に問題になったという例を私は聞いたことがない。したがって、医師の診断書にも世人は寛大であって、それほど厳しく誤差を追究しないのが常である。まして、「られる」のあるなしによって医師の立場が微妙に変化するとは想像できない。「られる」は私の父が信じていたほどには効能を持っていなかったのではなかろうか。
（　イ　）、文末に「られる」を使うか使わないかによって文意に微妙な違いが出てくることを、はっきりと意識し、その使い分けを実行するという習慣がかつてあったことは、とにかく興味のあることである。個人差はあるが現在でも日本人の判断の様式に、「られる」の有無が意識下では常に吟味され、「である」と断定するか「であると思われる」とするかによって、話し手も聞き手も文意の強さ弱さの微妙な違いを計算している。あるいは、「られる」の表われ方によって話し手の人柄までが推測されていることもある。あってもなくてもよいというものではなく、「られる」は今でも退化しないで、その機能を果たしているのである。その点で、診断書の文法は、成長して言葉の問題に取り組むようになった私には忘れがたい思い出としてよみがえってくる。


31、文中の「微妙な差違」とはどういうことか。
[Ａ] 患者の判断と医者の判断との差違
[Ｂ] 医者の判断が主観的か客観的かの差違
[Ｃ] 患者の治療日数が多いか少ないかの差違
[Ｄ] 医者の判断が科学的か非科学的かの差違
32、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ] 責任を持たざるを得ない       [Ｂ] 責任を持たなくてもよい
[Ｃ] 責任を持つべきではない       [Ｄ] 責任を持たないほうがよい
33、筆者は父の診断書の言葉遣いについてどう考えているか。
[Ａ] 父の診断書を厳しく評価、追究したくない。
[Ｂ] 父の恩師が教えたもので、効能があると思う。
[Ｃ] 父のような診断書の書き方は、やめたほうがいい。
[Ｄ] 父は信じていたが、それほど効能があるとは思えない。
34、文中の（　イ　）に入れるものはどれか。
[Ａ] たとえば		[Ｂ] それとも		[Ｃ] けれども		[Ｄ] あるいは
35、診断書の「られる」の有無について、父の考えに合っているものはどれか。
[Ａ] 世人の寛大さが違ってくる。   [Ｂ] 話し手の人柄まで推測される。
[Ｃ] 患者への診断が異なってくる。 [Ｄ] 医者の責任が変化する可能性がある。


[四]

人間には、身体的なエネルギーだけではなく、心のエネルギーというものもある。同じ椅子に一時間坐っているにしても、一人でぼーと座っているのと、客の前で坐っているのとでは疲れ方がまったく違う。身体的には同じことをしていても「心」を使っていると、それだけ心のエネルギーを使用しているので疲れるのだ、と思われる。
このようなことは誰でもある程度知っている。そこで、人間はエネルギーの節約に努めることになる。仕事など必要なことに使うのは仕方ないとして、不必要なことに、心のエネルギーを使わないようにする、となってくると、人間が何となく無愛想になってきて、生き方に潤いがなくなってくる。他人に会う度に、にこにこしていたり、相手のことに気を使ったりするとエネルギーの浪費になるというわけである。ときに、役所の窓口などに、このような省エネルギーの見本のような人を見かけることがある。まったく無愛想に、面倒くさそうに応対をしているのである。そのくせ、疲れた顔をしたりしているところが、面白いところである。
これとは逆に、エネルギーが有り余っているような人もいる。仕事に熱心なだけではなく、趣味においても大いに活躍している。他人に会うときも、いつも元気そうだし、いろいろと心づかい（费心、劳神）をしてくれる。それでいて、それほど疲れているようではない。むしろ、人よりは元気そうである。
このような人たちを見ていると、人間には生まれつき、心のエネルギーをたくさんもっている人と、少ない人とがあるのかな、と思わされる。いろいろな能力において、人間に差があるように、心のエネルギー量というのにも生まれつきの差があるのだろうか。これは大問題なので、今回は取りあえず自分自身のことを考えてみよう。たとえば、自分は碁が好きだとしよう。その碁を打つために使用される心のエネルギーを節約して、もう少し仕事のほうに向けようとして、碁を打つ回数を減らしたとしたら、果たしてどうなるであろうか。あるいは、今まで運動などまったくしなかったのに、ふと友人に誘われてテニスをはじめると、それがなかなか面白い。だんだんと熱心にテニスの練習に打ち込むようになる。そんなときに、仕事のほうは以前より能率が悪くなっているだろうか。案外、以前と変わらないことが多い。テニスの練習のために、以前よりも朝一時間早く起きているのに、仕事をさぼるどころか、むしろ、仕事に対しても意欲的になっている、というときもあるだろう。
もちろん、ものごとには限度ということがあるから、趣味に力を入れれば入れるほど、仕事もよくできる、などと簡単には言えないが、ともかく、エネルギーの消耗を片方で押さえると、片方で多くなる、というような単純計算が成立しないことは了解されるであろう。片方でエネルギーを費やすことが、かえって他の方に用いられるエネルギーの量も増加させる、というようなことさえある。
以上のことは、人間は「もの」でもないし「機械」でもない。生き物である、という事実によっている。


36、文中に「一人で…疲れ方がまったく違う」とあるが、その理由としてもっとも適切な
　  ものはどれか。
[Ａ] 心のエネルギーの使用の度合いが異なるから。
[Ｂ] 心のエネルギーの分量に個人的差があるから。
[Ｃ] 心のエネルギーの調節がうまくいかないから。
[Ｄ] 心のエネルギーの存在を意識していないから。
37、文中に「面白い」とあるが、何がおもしろいのか。
[Ａ] 無愛想にしすぎて、疲れた顔をしていること
[Ｂ] エネルギーを使いすぎて、疲れた顔をしていること
[Ｃ] 心の潤いがなくなってしまって疲れた顔をしていること
[Ｄ] エネルギーを使っていないのに、疲れた顔をしていること
38、文中「テニスの練習のために…ときもある」の意味として適切なものはどれか。
[Ａ] 一方でエネルギーを使うと、他方で使うエネルギーの量が減ったり増えたりする		 ということ
[Ｂ] 一方でエネルギーを出し惜しみすると、他方でもエネルギーをうまく使うことが		 できないということ
[Ｃ] 一方でエネルギーを使えば、かえって他方で使うエネルギーの量が増加すること		 もあるということ
[Ｄ] 一方でエネルギーを出し切ると、他方で使うエネルギーが新たに溢れてくること		 が多いということ
39、エネルギーについて筆者の考えに合っているものはどれか。
[Ａ] 心のエネルギーは使わなければ、身体的エネルギーに変換できる。
[Ｂ] 身体的エネルギーの消耗を押さえれば、心のエネルギーが多くなる。
[Ｃ] 心のエネルギーは使わなくても、身体的エネルギーには変換できない。
[Ｄ] 身体的エネルギーの使用によって心のエネルギーは増加することもある。
40、この文章の主旨はどれか。
[Ａ] 人間は、さまざまな活動をすることで、新しい心のエネルギーを得ることができ		 るようになる。
[Ｂ] 人間は、心のエネルギーの浪費を少なくするために、できるだけ身体的エネルギ		 ーを使ったほうがよい。
[Ｃ] 人間は、努力さえすれば、心のエネルギーと身体的エネルギーの両方を得ること 
     ができるようになる。
[Ｄ] 人間は、仕事を充実させるために、不必要なことに心のエネルギーを使わないよ		 うに心がけるべきである。

B.次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点×5＝15点）

41、商品名、つまり商品を指示するだけのブランドには、価値は生じない。消費者にとって、交換の対象は商品そのものであって、商品の名前は「問題の商品を、他の商品と区別する」とか、あるいは「その供給者はどこかを示すために識別する」だけの信号にすぎない。その意味で、ブランドのこの効果を「識別効果」と呼んでおこう。記号だから、それは別に符号でも数字でもかまわない。
42、しかし、一度、商品名そのものが独特の意味をもったメッセージを発することになれば、つまり、商品名がブランドとなれば、事態は一転する。商品を実際に手にしたり目にしたりすることがない消費者でも、商品名を聞けばその商品のことがわかるというのだから、商品名が商品から独立し、自立した存在となっている。43、商品名が知れわたること、あるいは商品名を通じてその商品の中身についての理解が消費者のあいだに浸透することは、商品名の価値にほかならない。それは、商品名の「知名・理解効果」と呼んでいいだろう。それだけで、広告宣伝のためのコストを節約できる。
44、「ＬＶ」や「シャネル（香奈儿）」のマークが入ったＴシャツがそれなりの値段で売れる理由は、そうしたブランドが独自の意味世界という価値をもっているからである。そうしたマークがつくことによって高くなった価格分は、その意味世界への入場料でもある。45、言い換えると、ブランドが、その商品に特有の意味を付着させることによって、消費者の欲望を満足させ、独自の「意味世界」を創造するということである。そうなれば、市場における他のブランド商品群との競争において優位性をつくったということになる。


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450～500字の作文を書きなさい。

  ゴミ分類はすでに多くの国々で実施されているが、わが国ではまだ一般的に広がっていない現状にある。ゴミの分類は必要か、どのようにすればよいか。このことについて、あなたの考えを作文に書きなさい。
注意：① 漢字を使うべきところは漢字を使うこと
②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。

何年（　1　）前のことになるが、京都（　2　）中心にいろんな職人さん（手艺人）の仕事場を訪ねたことがある。織物の職人さん、陶器や扇子の絵付け師、人形師、そして彫り物の職人さん…まあ、全部で二十種類ほどの手仕事場を見た。
率直に言って、職人さんというのはしばしばかなり偏屈である。こっちがいろいろ質問しても、満足に返事をして（　3　）。返事をした（　4　）、たいてい無愛想である。時には、じろりとこっちを白い目でにらみつけ、終始無言のまま仕事に熱中している。別に意地悪なのではない。かれらは口下手なのであり、ただ手を動かして物を作ることだけの（　5　）生まれたような人たちなのである。しかし、なんとなく取り付く瀬がなくて、私は、（　6　）、ぼんやりとかれらの手の動きを凝視し続けるという経験を繰り返した。
そんなふうに職人さんの仕事（　7　）を見ていて気がついたことが一つある。それは、かれらの使う道具が、あたかも手にぴったりと吸いついているかのように自由に動いているということだ。道具とそれを使う人間とが一体になっているのである。ぽんとその辺りに置かれている（　8　）は、道具は一つの無生物だが、職人さんの手の中に入った瞬間、まるで生き物ように躍動し始めるのである。
彫り物をしている職人さんの仕事場には、何本、いや、何十本もの彫刻刀が並べられていて、それを次々に取り替えながら、細かい彫り物を完成していくのだ。職人さんはそれらの彫刻刀を取り替えるにあたって、別に視線を道具のほうに流したりはしない。さりげなく職人さんの手だけがすっと伸びて、指先がぴったりと必要な道具を捜し当てるのだ。長い間にわたって使い続けてきた彫刻刀の一本ずつが、いつも定位置にあり、その定位置は、指先が正確に記憶しているのである。
それらの道具は、見ただけでも使い込まれているのがわかる。手のあぶらがしみこんで、木製の柄は黒く光っている。職人の手と道具とは一体化しているのである。（　9　）、そこでは人間と道具、主体と客体という区別はない。道具は人間の一部になっているのだ。
道具と人間とのつきあいというのは、わたしの見るところでは（　10　）「人格的」なのである。使い慣れて、とうてい手放すことのできないようなもので、そういうものを持っている人は幸せなんだ。道具というのは、人間にとっての、もの言わぬ友人たちなのである。何十本もの彫刻刀に取り巻かれている彫り物の職人は、数十人の友人に取り巻かれ、その友人たちといっしょに仕事をしている人物なのであるといってもいいだろう。気の合った友人たちとともに仕事に熱中し、ほとんど我を忘れた状態にあるのが職人の生活というものである（　11　）、わたしのようなただの参観者の質問になど答えている暇のあろう（　12　）がない。職人が無愛想であることの意味を、わたしは、かれらの道具を見ていて理解することができたような気がする。


（　1　）～（　12　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、  [Ａ]と				[Ｂ]も				[Ｃ]に				[Ｄ]から
2、 [Ａ]の				[Ｂ]で				[Ｃ]を				[Ｄ]へ
3、  [Ａ]くれない		[Ｂ]やらない		[Ｃ]あげない		[Ｄ]もらわない
4、 [Ａ]としても		[Ｂ]としたら		[Ｃ]といえば		[Ｄ]といったら
5、  [Ａ]ほどに			[Ｂ]ゆえに			[Ｃ]ままに			[Ｄ]ために
6、 [Ａ]ただ			[Ｂ]きっと			[Ｃ]かりに			[Ｄ]わずか
7、  [Ａ]ふり			[Ｂ]ぶり			[Ｃ]さま			[Ｄ]ざま
8、 [Ａ]ばかり			[Ｂ]ところ			[Ｃ]かぎり			[Ｄ]さなか
9、  [Ａ]まさか			[Ｂ]よほど			[Ｃ]たとえ			[Ｄ]もはや
10、[Ａ]なんとか		[Ｂ]どうにも		[Ｃ]どうやら		[Ｄ]なにとぞ
11、 [Ａ]としては		[Ｂ]とすれば		[Ｃ]となっても		[Ｄ]となろうと
12、[Ａ]こと			[Ｂ]もの			[Ｃ]ゆえ			[Ｄ]はず
13、文中「二十種類ほどの手仕事場を見た」の「ほど」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]真偽のほどは不明だ。
[Ｂ]冗談にもほどがある。
[Ｃ]彼女は５キロほども体重が増えた。
[Ｄ]人は金持ちになるほどけちになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14、文中「自由に動いているということだ」の「こと」と違った使い方のものはどれか。
[Ａ]長江デルタに分布している水路の長さは世界一とのことだ。
[Ｂ]夫婦喧嘩のようなことだから、あまり気にしないでください。
[Ｃ]学生なら知っていることだが、日常の成績もとても重要なのである。
[Ｄ]羊飼というのは、羊を飼う人というより、羊の番をする人のことだ。
15、文中「それを次々に取り替えながら、細かい彫り物を完成していくのだ」の「ながら」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]いやいやながら仕事をやっているしだいだ。
[Ｂ]アルバイトをしながら卒業までがんばった。
[Ｃ]知っていながら最後まで嘘を言い続けたのだ。
[Ｄ]一緒にいながら口争いばかりしているのは確かだ。　　　　　　　　　　　　　16、文中「それらの道具は、見ただけでも使い込まれているのが分かる」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]なにとぞ、お身体に十分を気をつけられるように。
[Ｂ]おじいさまからそのようにおっしゃられて困った。
[Ｃ]ふるさとにいる友人のことが懐かしく思い出される。
[Ｄ]子どもにも、もう留守ぐらい任せられるようになった。
17、文中「そういうものを持っている人は幸せなんだ」の「ている」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]田中さんは黒ぶちのメガネをかけている。
[Ｂ]幸子さんは今電話をしているところです。
[Ｃ]講堂で講演している先生はどなたですか。
[Ｄ]考えているうちに、結論が分かってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　18、文中「気の合った友人たち」の「の」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この高そうな万年筆はどなたのですか。
[Ｂ]彼の亡くなった友人は映画俳優だった。
[Ｃ]昨年、花の都パリへ行ったことがある。
[Ｄ]竹が茂った庭に、金魚のいる池がある。
19、文中の「率直」の読み方はどれか。
[Ａ]そつなお		[Ｂ]りつなお		[Ｃ]りっちょく		[Ｄ]そっちょく　20、文中の「無言」の読み方はどれか。
[Ａ]むごん			[Ｂ]むごと			[Ｃ]ぶごん			[Ｄ]ぶごと


II．読解（55点）
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（2点X20＝40点）


[一]

この夏、わたしは5日間にわたってある小学校で「金利計算」「保険」などの授業をし、生徒の保護者にも、お小遣いのアンケートをお願いした。その結果、毎月お小遣いをあげている家庭は全体の60％という数字が出た。
こうしたデータから、お小遣いをあげることの意味が、昔と大きく違っていることがわかる。私が小学生のころ、キティちゃんの消しゴムがほしくて、アイスクリームを買うのをがまんしたものだ。そういった身近な学用品や自分が好きな物を買うのが、お小遣いの意味だった。
（　ア　）、今の子どもは、日用品のすべてを必要なときに親からお金をもらって買っている。なかには自分で買い物に行ったことのない生徒もいるほどだ。当然、物の値段に実感がない。鉛筆や消しゴムの値段を聞いてみたが、ほとんどの生徒は答えられなかった。
買い物経験の乏しさは、ほしいものを書き出すという授業にも影響した。ほとんどの生徒が、最初は「特にほしいものがない」とペンを止めてしまった。「何でもいいから書いてごらん」と促す、「一戸建ての家」とか「車」「世界一周のチケット」など、日常生活とかけ離れた回答を書く生徒が多かった。
「新しい筆箱とか、かっこいい運動靴とかほしくないの」と聞いても、たいていの生徒は「いくつも持っているからいらない」と興味なさそうな返答。そもそもそういう店に足を運ばないので、どんな物を売っていて、いくらなのかイメージが湧かなかったようだ。一ヶ月のお小遣い計画を立てさせても、書けた生徒は一人もいなかった。ところが、一ヶ月2000円のお小遣いをもらっているという想定で、ほしい物を買うのにどう計画を立てたらいいかを計算させたところ、全員が実にすらすらと答えた。決して計算ができないわけではない。
保護者アンケートのなかに「必要なもの、ほしい物を買うよう、お小遣いをあげても子どもは全て貯金します。学用品やおかしは私が買っています。このままではお小遣いの意味が違うのではないかと考えてしまいます」というコメントがあった。まさに今のお小遣い事情を象徴している内容だろう。
20、30代になっても親に頼る子どもが増えているのも、お金の面で親に依存する体質からぬけられないからだ。親元にいれば、生活費の心配をする必要もなく、自分の収入は自由に使える。「限りあるお金のなかでやりくりして暮らす」能力が育たないまま、大人になった結果ともいえる。
もしかしたら親の方が、子どもたちの学ぶ機会の芽を摘んでいるのではないだろうか。治安の悪さから買い物へ行かせない、無駄づかいをさせたくないからお金を与えないといった「べからず主義」をやめ、もう少し放任する勇気をもつべきだと感じた5日間だった。


21、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]なぜなら		[Ｂ]さらに			[Ｃ]したがって		[Ｄ]しかし
22、文中に「物の値段に実感がない」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]特にほしいものがないから			[Ｂ]買い物の経験が乏しいから
[Ｃ]学用品の値段を知らないから			[Ｄ]あまり買い物をしすぎるから
23、文中に「ほとんどの生徒が…止めてしまった」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]小学生の生活ではそれほどよいというものがないから
[Ｂ]自分にとって必要なものとは何か全くわからないから
[Ｃ]自分で何かを買うことにイメージが湧かなかったから
[Ｄ]ほしいものを正直に書いたらしかられると思ったから
24、文中に「お小遣いをあげても子どもは全て貯金します」とあるが、このアンケートを書いた保護者の気持ちとして、どれが適切か。
[Ａ]怒りの気持ち						[Ｂ]うれしい気持ち
[Ｃ]不本意な気持ち						[Ｄ]情けない気持ち
25、子どもを育てることについて、筆者はどう考えているか。
[Ａ]無駄づかいをさせないためにも、お金を与えないほうがいい。
[Ｂ]お金のことには、もう少し放任する勇気を持ったほうがいい。
[Ｃ]物の値段に実感をもたせるために買い物に行かせたほうがいい。
[Ｄ]治安の悪さを考慮し、子どもを買い物へ行かせないほうがいい。


[二]

幸福も不幸も、常に、いっそう幸福な状態といっそう不幸な状態との中間にある。絶対の幸福というものもなければ、絶対の不幸というものもない。もともと心持ちの問題で、しかも、その心持ちは、別に基準のない、他人の運命との比較や自分の過去との比較によるのであるから、それは当然のことである。他人から見てどんな幸福と見える中にも不幸はあり、逆に、他人から見てどんな不幸に見える中にも幸福はあるものである。人間とは、満足しない動物ともいえるもので、いかに他人から幸福そうに見えようとも、それにまったく満足しているという人間はあまりないし、それとともに、人間とは、希望に生きる動物なのであるから、いかなる不幸の中にあっても、何かの形で小さな幸福を見い出したり、作り出したりするのである。これは、人間の本来の姿なのである。人間とは、そういうふうにつくられたものなのである。
自分は幸福を求めるものでない、という者も、実際には別の形で幸福を求めているのである。世の常の、むなしい、移りやすい幸福に対して、不動の幸福、いっそう確かな幸福というものがあることを、人間はずいぶん古い昔から信じてきた。宗教も道徳も、そのむなしい、移りやすい幸福に対して、不動の幸福、いっそう確かな幸福を得る手段を教えるものであった。しかし、（　ア　）、幸福とは、何よりも、そのむなしい、移りやすいものであり、人々は、それを追い求めることに生活の意味を見いだしている。遠くから見ていると美しいが、とらえてみると何でもないものだ。これは、詩人たちのくり返し歌ったテーマである。
しかし、その何でもないものが、果たして何でもないものであろうか。朝起きて子どもたちといっしょに食卓に向かう。夕方帰って一碗の熱いお茶を飲む。夜になって暖かい床にはいって眠る。こういう何でもないことが、それが失われたときになって、じつに大きな幸福であったことを多くの人々が気づいているはずである。むしろ、幸福の本体は、そういう何でもないと考えているところのものであって、遠くから見て美しいようなものにあるのではない。それが失われて、はじめて、そこにこそ幸福の実体があると悟るのも、幸福がいつでも遠くにあるものだという心理に基づくには違いないが、いったい実体が何かと悟ることは、ほんとうに幸福になる第一歩である。

26、文中「それは当然のことである」の「それ」が指している内容はどれか。
[Ａ]幸福も不幸も、他人からの視点によって決まってしまう。
[Ｂ]幸福も不幸も、心持ちの問題であって、基準の問題ではない。
[Ｃ]幸福とは常に不幸の中に存在し、不幸の中にこそ真の幸福がある。
[Ｄ]幸福は他人、あるいは自分の過去と現在との比較の中に存在している。
27、文中の「人間とは、そういうふうにつくられたものなのである」とはどういうことか。
[Ａ]人間は満足することがないが、同時に希望に生きる動物であるということ
[Ｂ]人間は常に絶対的な幸福を追求して止まることを知らない動物であること
[Ｃ]人間は常に他人の幸福を自分の不幸と考えて満足することを知らないこと
[Ｄ]人間は他人から見て幸福に見える幸福には決して満足しようとしないこと
28、文中の（　ア　）に入れる物はどれか。
[Ａ]それによって						[Ｂ]それにしては
[Ｃ]それにかけては						[Ｄ]それにもかかわらず
29、文中に「幸福の本体」とあるが、筆者はそれがどこに存在するかと考えているのか。
[Ａ]常に求めているところ
[Ｂ]ふつうそう思わないところ
[Ｃ]遠ざかろうとしているところ
[Ｄ]遠くから見てもすばらしいと思うところ
30、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]幸福というものは常に相対的なものである。
[Ｂ]人間は常に幸福と不幸の間を移り歩いている。
[Ｃ]幸福は求めるかぎり遠くなったり近くなったりする
[Ｄ]人間は不幸の中で幸福を求め、幸福の中で不幸を恐れている。


[三]

戦後がらりと変わった日本の祝日は、外国のそれと比べて、かなりユニークなものといえるかもしれない。「体育の日」「敬老の日」といった、宗教色や歴史的うらづけが全くなく、なんで国旗を掲げるのかもよく分らぬ日が数多いのである。これを、結局は、休日のボーナスと思えばいいという人も少なくない。しかしそれではあまりにもいい加減であろう。国民の休日は、その日のテーマとなった問題についてだれもが、ひとときの思索を試みる日を受け取りたい。
11月3日は「文化の日」。年配の人なら文化という言葉に、カビくさい大学の研究室を連想するかもしれない。若い人のあるものは、テレビ・スタジオやファッションショーなどを、思い浮かべることだろう。いずれにしても、文化とはどこかでだれかの手によってつくり出され、われわれはただそれを受け入れるだけ、という考え方が一般といえそうだ。文化とは無縁の衆生、文化人などというのは自分とは別の世界の人種、と思い込んでいる人が少なくない。だが、果たしてそうだろうか。
むずかしい定義をぬきにして考えれば、文化とは要するに野蛮の反対。なにごとにも力が優先する、弱肉強食の世界の対極に立つのが、文化的社会といえよう。（　ア　）、文化国家とは、国の内外に、力による征服被征服の関係をつくらぬ国であり、その当然の帰結として平和を志向し、あらゆる戦争に断固反対せざるをえない。　　
核兵器に対するに、文化国家という理想をもっている――力による抗争が世界の破滅を意味するものである以上、この立場は疑いもなく正しい。だが、この立場からの発言が国際的な説得力をもつためには、まず日本がどの国からもなるほど、立派な文化国家だと認められねばなるまい。自分の国でさえ実現できぬ理想を外に向かって説いたところで、ただ白昼夢と冷笑されかねないからだ。
となると、老人をけとばして電車に乗りこむ若者、連日数十人を殺して走る車――そんな光景が、この日本にあってはならぬ道理となる。我々日本人はだれもが、力ずくの野蛮人でないという意味では、文化人にならなくてはならない。そして、それが日本の生きる道につながっている、ともいえるのである。


31、文中の「休日のボーナスと思えばいい」とは、どんな気持ちを現しているか。
[Ａ]休日の意味が分からなくとも、ボーナスも休みもほしいと思う気持ち
[Ｂ]休日の意味が分からなくとも、国旗を掲げることに意味があると思う気持ち
[Ｃ]休日の意味が分からなくとも、休むことができればうれしい、という気持ち
[Ｄ]休日の意味が分からなくとも、ボーナスがもらえなければ休もうと思う気持ち
32、文中の「年配の人なら…連想するかもしれない」とはどういうことか。
[Ａ]文化という言葉に年配者は大学での文化研究を連想すること
[Ｂ]文化という言葉に年配者はどこか古典的なものを感じること
[Ｃ]文化という言葉に年配者は古い大学のカビくささを感じること
[Ｄ]文化という言葉に年配者はテレビによる文化宣伝を連想すること
33、文中に「思い込んでいる人」とあるが、それはどんな人か。
[Ａ]文化とは無縁と思っている人たち
[Ｂ]社会各層の年配者と一部の若者たち
[Ｃ]大学で仕事をしている文化研究者たち
[Ｄ]各分野で研究に従事している文化人たち
34、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]また			[Ｂ]あるいは		[Ｃ]だが			[Ｄ]ただし
35、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]日本は文化国家の目標に向かって努力すべきだ。
[Ｂ]力による抗争は世界的破滅をもたらす恐れがある。
[Ｃ]文化国家という理想を樹立することは無論正しい。
[Ｄ]日本は文化国家として国際的に説得力を持っている。


[四]

その日、私の乗ったＪＲ線車内は立つ人もなく、いかにものんびりとしていた。
ドアにもっとも近い席で、私は西日を背に受けてあくびを我慢しながらうとうと…。と、そんな平和を破ったのは、今、乗って来た初老の男の罵声であった。興奮した大きな声が響き渡り、車内は一気に緊張した空気に包まれた。おでこ（额头）に大きな絆創膏を貼ったその男。こともあろうに私の脇に立ったのである。酒の匂い付き、罵声が頭の上にふりかかってくる。――車両を移ろうか。次で降りようか。――逃げ道を探しながらもチラッと盗み見ると、つり上がった目は、私でなく、宙を睨んでいた。
聞き耳を立てると、どうも交通事故に遭って、相手の不誠実な対応に憤慨しているらしい。八つ当たり（出气、撒气）されそうな恐怖感で、ひと駅の長いこと。ようやく、駅に到着。
男は降りない。足がすくんでしまった私もそのままで、電車は走り出した。ドアロに子どもの声がした。ランドセルより小さく見える小学生たちだった。相変わらずわめいていた男をジッと見上げて、逃げようともしない子どもたち。やがて、「おじちゃん、おでこ、どうしたの？」と一人の子どもが声をかけた。…どうなることか、いざとなったら何とかしなくちゃ…私は息を飲む。
ところが、けわしい顔つきをしていた男は、意に反して、たちまち表情をくずし、「車にね、ひっかけられて、きっちゃった」と、目尻を下げたのである。
「痛かった？」
「死ぬかと思った」
「まだ、痛いの？」不安げな表情の子どもたちに、私はジーンときてしまった。なんて純真で優しいんだろう…。
「もう大丈夫…」答えた男は、しばし無言の後、感極まった声で「ありがとね、ありがとね」と、何度も繰り返したのである。その喜びに満ちた顔は、シワクチャであった。
「電車通いか。事故に気をつけないと……おじさんみたいになっちゃうからね」
「うん」
いちいち素直にうなずいていた子どもたちは、次の駅で降りて行った。ドアにへばりついて見送る男は「ありがとね」を言い続けていた。その後、罵声はやみ、そこにちょっと寂しげな、ただのおじさんの姿があった。
家や職場に男のグチを聞く人がいなかったのかもしれない。つかの間でも子どもの優しい言葉に、男は随分と救われたことだろう。
私も、乗客らも大いに救われたのである。車内には再び平和が訪れた。
他人で、ましてや醜態を見せた男だから、私には，とうてい、声をかけるなんてできなかっただろう。しかし、身近な人にも私は、今まで思いやりのある言葉をかけなかったのではないだろうか――心をこめた会話を忘れてはいなかったか――反省材料がいっぱいだ。
以来、この貴重なふれあい場面を思い起こしては、会話の大切さを肝に銘じる私である。

36、文中の「そんな平和」とはどういうことか。
[Ａ]乗客の表情がいかにものんびりとした感じを与える雰囲気
[Ｂ]車内が混んでいなく、ゆったりとした感じを与える雰囲気
[Ｃ]車内にはいる西日がいかにもあくびを誘ってしまう雰囲気
[Ｄ]ドアに近い席からはいってくる西日が爽やかである雰囲気
37、文中の「私はジーンときてしまった」とはどんな気持ちを現しているか。
[Ａ]安心した気持ち
[Ｂ]興奮した気持ち
[Ｃ]憤慨した気持ち
[Ｄ]感動した気持ち
38、文中の「ただのおじさん」とは、どんなおじさんか。
[Ａ]ふつうの中年男子より酒好きのおじさん
[Ｂ]日ごろからただ酒ばかり飲んでいるおじさん
[Ｃ]酒を飲まないときは本当はふつうのおじさん
[Ｄ]酒を飲むとふつうの男になってしまうおじさん
39、文中に「男は随分と救われたことだろう」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]子どもの言葉に言いたかったグチも言わなくてすんだから
[Ｂ]子どもの優しい言葉におでこの痛みも感じなくなったから
[Ｃ]子どもの純真無邪気な言葉に自分の気持ちが慰められたから
[Ｄ]子どもの無邪気な心に平和な車内の雰囲気を壊さずにすんだから
40、文中に「私も、乗客らも大いに救われたのである」とあるが、それはどういうことか。
[Ａ]私も乗客も子どもたちの純真な優しさに感動するとともに、酒飲みの男に対する憎しみを感じていること
[Ｂ]一時はどうなるものかと緊張したが、子どもの出現によって車内はもとの静かさにもどり、よかったと思うこと
[Ｃ]男の罵声で車内が緊張した空気に包まれたため、足がすくんでしまったが、駅に到着した後回復してよかったと思うこと
[Ｄ]酒に酔った男出現によって、車内が一気に緊張した空気に包まれたが、子どもたちの無邪気さに男の注意力が自分たちから離れて、安心したこと


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点X5＝15点）


41.「こんな田舎で、退屈しないか」と都会から訪ねて来た友人に言われて、「私たちはただの一度として退屈を覚えたことがない。退屈している暇はない」と記しているのは、イギリス人のビーター・メイル（彼得梅尔）だ。この人はロンドンの広告業界でいいエグゼクティブとして働いていたのが、脱サラをして、南仏のプロヴァンス（普罗旺斯）に移り住んだのである。そこでの一年間12か月を色彩豊かに描いたのが、「南仏プロヴァンスの12か月」であり、これは楽しい読み物だ。
ピーター・メイルは先ほどの文章に続けて、「フランスの田園生活は毎日が興味ある発見と楽しみの連続である」と述べている。
42.確かに、この書物にはプロヴァンス地方の田舎の生活の、まことに変化に富み、また充実したありさまが、食生活、気候の変化、人々の気質と人間関係、職人の仕事様子、畑仕事など生々しくユーモアに記されている。
プロヴァンスでは石を投げればグルメに当たるとピーター・メイルはいうが、その味覚に対する徹底した民度の高さは、「床磨きのムッシュー・バニヨーが星三つのレストランに軒並み辛い点をつけている」ことに端的に示される。43．この渡り職人は石の床を磨く仕事をしているが、毎日、正午になるとすぐに仕事着を脱いで身支度を整え、土地のレストランへ出かけてたっぷり２時間を昼食に当てる。「男と女の別なく食べることに異常な執念を燃やす人々」は生きる楽しみをどう味わうかよく知っている。
44.「知恵の真珠は時に思わぬところから湧いて出る。ある国では人々はスポーツに熱狂し、また、ある国では政治に夢中になる。それと同じで、フランス人が料理に情熱を燃やすことを私たちは思い知らされた。」とイギリス人夫妻が述べている。
45.それにしても、例えば肉屋は肉を売るだけではない。後ろに客の列が長く伸びるのもお構いなしで、その肉をどう料理して、盛り付けはこう、付け合わせは何、酒はこれこれ、とことこまかに講釈しないと気がすまないという。まあ、私自身の最大関心事であるグルメ部分の引用が多くなったが、この本には「ノルマルマン」という言葉の示す時間観念や、挨拶のキスの大変さや役所の書類の煩雑さなど、フランスの田舎の生活が南仏の料理のこってりとしたソースの濃さを思わせる形で盛り込まれてある。久しぶりに田舎の生活を感じさせてくれた。　　　　


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさい。

近年来、インターネット上でのショッピングが流行しつつあるが、どこからでも買い物ができるという便利さとともに、不都合や不法経営も少なくないようである。あなたはこのことについてどう思うか、作文に書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

ここ数年、一人暮らしの人たちが増えている。
学生、結婚できない30代の男たち、シングルキャリアウーマン、(　1　)正真正銘の独身者から、離婚や配偶者に先に死なれた単身者に至るまで、一人暮らしの中味(　2　)いろいろである。
単身者の割合は、全国では約20%ということになる。この数字は年々伸びていくような気がする。なぜなら、女性の社会進出に伴い、結婚しない女性が急増するだろう(　3　)、その影響を受け、結婚してもらえない男性も増えると思われるからである。また、めでたく結婚した(　4　)、共稼ぎなどの時間的、経済的事情により、子供を作らない夫婦も増えており、出生率は減少の一途をたどり、家族の単位は少なくなるばかり。
そこにきて、今の若い人たちは、親と同居することを好まないので、一人暮らしを余儀なくされる高齢者の数も増えてくるというわけである。(　5　)、そんな社会の変化にもかかわらず、今の日本社会は、一人にとってとても住みにくい社会構造になっている。つまり、社会の仕組みがすべて家族を前提としてなされているのである。
例えば、家を借りる場合、単身者は大変苦労する。
先日、私はこの問題に自ら直面し、ひどく驚いた。自分でいうのも変だが、私は引越し魔で、20代、30代はアパート、マンションを転々としていた。その時は別に不自由な思いをしたことがなく、一生、賃貸生活(　6　)いいと思っていた。今にして思えば、これは私が若かったから不都合を感じなかった(　7　)のことだったのである。同じ単身者でも、年とともに社会の受け入れ状態は悪くなる。若さゆえ、(　8　)に私は気がつかなかったのである。
(　9　)、今、私は40代なかばである。つい数日前、自宅が狭くなったので、アパートを借りようと思いたち、不動産屋に行った。4畳半1間だが、3万円と安いので借りることに決めると、驚いたことに、連帯保証人を求められたのである。それも親か兄弟、つまり血縁ということだ。私は社会人として人並みに生活しているつもりだった。それなのに、自分の力だけでは部屋ひとつ借りられないのである。
私の場合、親がまだ生きているからいい。(　10　)、親のいない人はどうしたらいいのか。不動産屋が言う(　11　)、血縁のいない場合は、友達でもいいが、身元と経済的にしっかりした方ということである。つまり、年収が少なくても、ギャンブルで明け暮れている人でも、家族のあるサラリーマンは信用するが、自由業の単身者は信用できないということになる。安心できる人に貸したい。大家さんの気持ちもわからないではないが。いくら親や兄弟(　12　)、連帯保証人にされるのは迷惑な話である。家族だから保証人になるのは当たり前という考え方自体、間違っている。
不動産屋とケンカしているわけにはいかないので、親に書類を送ったが、お互いに気まずい思いをした。単身者の(　13　)は、部屋を借りる時ばかりではない。病気で入院する時も同様である。


　　(　1　)～(　13　)に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、 [Ａ]いわゆる		[Ｂ]たんなる 　 	[Ｃ]あらゆる		[Ｄ]いかなる
2、 [Ａ]を				[Ｂ]が				[Ｃ]も				[Ｄ]で
3、 [Ａ]と				[Ｂ]が				[Ｃ]に				[Ｄ]し
4、 [Ａ]だけで			[Ｂ]につけ			[Ｃ]にせよ			[Ｄ]ばかりに
5、 [Ａ]もしくは		[Ｂ]ところが		[Ｃ]それとも		[Ｄ]すなわち
6、 [Ａ]を				[Ｂ]に				[Ｃ]は				[Ｄ]で
7、 [Ａ]など			[Ｂ]もの			[Ｃ]まま			[Ｄ]まで
8、 [Ａ]そのこと		[Ｂ]そのまま		[Ｃ]そのもの		[Ｄ]そのたび
9、 [Ａ]また			[Ｂ]さて			[Ｃ]では			[Ｄ]かつ
10、[Ａ]しかし			[Ｂ]だから			[Ｃ]それで			[Ｄ]さらに
11、[Ａ]とは			[Ｂ]では			[Ｃ]には			[Ｄ]ので
12、[Ａ]とみても		[Ｂ]だからといって	[Ｃ] だからこそ		[Ｄ]といえば
13、[Ａ]不注意			[Ｂ]不都合			[Ｃ] 不合理			[Ｄ]不作法
14、 文中の「死なれた」の「(ら)れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]今日は、忙しいときに、客に来られて何もできなかった。
[Ｂ]明日の会議は、午後3時に開かれることになっています。
[Ｃ]朝5時出発するなんて、そんなに早くは起きられないよ。
[Ｄ]今回の論文発表の件について、先生はどう思われますか。
15、文中の「すべて家族を前提として」の「として」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]祖父は散歩を日課として毎朝6時には家を出て、公園へ向かう。
[Ｂ]昨日からの大雪は、一夜明けた今も依然として降り続いている。
[Ｃ]高級品ばかりで、一つとして私が買えそうな品物は見当たらない。
[Ｄ]今回の事故については、会社側としてできるだけの補償をします。
16、文中の「人並みに生活しているつもり」の「つもり」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]今年のボーナスは旅行したつもりで貯金することにしました。
[Ｂ]私も参加するつもりだったのだが、都合で行けなくなりました。
[Ｃ]よく調べて書いたつもりだが、まだ間違いがあるかもしれない。
[Ｄ]私は今年結婚するつもりでいたが、都合で来年の春に延期した。
17、文中の「しっかりした方」の「しっかり」と同じ意味のものはどれか。
[Ａ]もう少ししっかり勉強しないと、落第するよ。
[Ｂ]授業中は、先生の話をしっかり聞きなさい。
[Ｃ]一郎さんはまだ若いけど、しっかりしている。
[Ｄ]埃が多いので、窓はしっかり閉めてください。
18、文中の「ケンカしているわけにはいかない」の解釈として、もっとも適切なものはどれか。
[Ａ]ケンカするはずがない。
[Ｂ]ケンカするつもりがない。
[Ｃ]ケンカすることができない。
[Ｄ]ケンカしないではいられない。
19、文中「好まない」の「好」の読み方はどれか。
[Ａ]こ				[Ｂ]す				[Ｃ]すき			[Ｄ]この
20、文中「身元」の読み方はどれか。
[Ａ]しんげん		[Ｂ]しんもと		[Ｃ]みもと			[Ｄ]みげん


II．読解
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（2点X20＝40点）


[一]

世界的に見れば、たいして広くない国土に、日本ほど多様なタイプの森が存在するところは少ないといわれている。森林が多様であるということは、樹木の種類の多さの証明である。豊かな森林とは、そうした多種類の木々によってつくられる様々な恵みを持っている。そしてそれは、その恵みによって、鳥や獣や小動物、昆虫、菌類、さらに多くの植物たちが生きてゆくことのできる巨大な生命体といっていいだろう。人間は、その自然の恩恵を受けてきたのである。
何千年、何万年という歳月の、森と人との関わりが、今の人間の文明や文化の基礎となったのはいうまでもないが、ここに森林の多様性がなかったならば、今の暮らしにある複雑で多様な文化はできなかったに違いない。
だが、実際に日本の森を旅してみて、その自然の内容の乏しさに落胆せざるを得なかった。戦後、特に高度経済成長時代の、数字上の生産性を重視する政策によって、今、日本の本来の森は消し去られようとしている。
森林面積は確かに広い。だが、その森林の内容はスギ(杉木)、ヒノキ(扁柏)、カラマツ(落叶松)のみと言えるほど、単調な人工林の連なりである。あまりに安易な人工林が多い。生き物の暮らすことのできない、建築材を得るための偏った生産の場となってしまっている。もちろん人工の森は必要である。人の手による芸術に近い森林に出会えることもある。
ヨーロッパの自然を見ると、それがさらに鮮明である。もしヨーロッパの自然が豊かだと感じるならば、それは農地がつくり上げた伝統的な美である。見るべき本来の自然は国立公園の一部にしか残っていない。だが今の日本では、国立公園内ですら森林の伐採が続き、日ごとに自然は失われている。
確かに、いま都会で生活する人にとって、森林は生きるための切実な自然とは感じられないのではないだろうか。鉢植えの緑、公園の木々、歩道の花壇といった身の回りの人工的な自然に慣れた目には、緑とは人が面倒を見なければ駄目になってしまうのだ、という感覚が支配している。これでは自然と人間の関係が、完全に逆転した発想が生まれてしまう。いま、再び森へ出かけ、森と人の未来を見つめてみたいものである。


21、文中の「それ」とは何を指すか。
[Ａ]多様な植物		[Ｂ]多様な動物		[Ｃ]多様な森林		[Ｄ]多様な恩恵
22、文中の「自然の恩恵」とは何を指すか。
[Ａ]植物たちからの恩恵					[Ｂ]動物たちからの恩恵
[Ｃ]本来の森からの恩恵					[Ｄ]巨大な生命体からの恩恵
23、文中に「本来の森は消し去られようとしている」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]高度経済成長時代、森林伐採の数字上の生産性だけを重視する政策をとり、森が急速に減少したから
[Ｂ]建築材料を得るために、単調な人工林はもちろん、芸術に近い森林などを連なるように多く造りすぎているから
[Ｃ]日本では、国立公園内も本来の森林と同じように伐採が続き、日ごとに自然は失われつつあるから
[Ｄ]森は建築材を得るための偏った生産の場となってしまい、生き物が生きにくくなってしまっているから
24、第五段落のヨーロッパの自然を取り上げた意図は何か。
[Ａ]日本の森林が減少しているだけでなく、国立公園内での人工林が多くなりつつあるということを嘆いている。
[Ｂ]ヨーロッパの自然と日本の自然は、あまりにも鮮明であるということを人々に教え、日本にも農地の美を造ろうと呼びかけている。
[Ｃ]ヨーロッパでは、日本のように本来の森林が、国立公園の一部にしか残っていないということを強調するところにある。
[Ｄ]今の日本では、生き物が暮らすことのできる森林が、ヨーロッパ以上急速に失われているということを強調するところにある。
25、文中に「いま、再び森へ出かけ、……ものである」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]都会生活を続けていると、人工的な自然を見るのが好きになってしまうから
[Ｂ]都会生活を続けていると、鉢植えも自然そのものであると思ってしまうから
[Ｃ]都会生活を続けていると、自然と人間の関係が反対に感じられてしまうから
[Ｄ]都会生活を続けていると、自然に接する楽しさを忘れがちになってしまうから


[二]

人生の道でわたしどもが出会うわかれ道は、たくさんある。そして、多くはそれとも(　ア　)、右へ左へ無意識にそれを選んで進んでいる。そして、時々、何か不都合なことや失敗が起こったときに、自分の歩んできた道を逆にたどってみると、右へ行くべきところを左へ行っていたり、急ぐべきところでぐずぐずしていたりしたといった、不都合や失敗の原因が思い当たるものである。
すべての失敗の原因が、それに気づかなかった自分の内部にのみあると断定してしまうことはない。人間として予知できないことが原因となっていることも多い。そして、そのために、かえって幸せをつかみとることもある。(　イ　)、わたしどもは、自分についても、運がよかったとか、運が悪かったとか、そういう言葉を使って、自分の喜びをさらに大きなものにしたり、あるいは自分の苦しみやつらさを慰めたりする。
しかし、食べ物を食べ過ぎて腹をこわしたとなると、それを食べているときにわかれ道があったはずである。すこし控え目に食べておけばよかったものを、うまいうまいと、満腹してもなお詰め込んだのがよくなかった。
つまり、わたしどもの前にも後ろにも、わかれ道はたくさんあるけれども、その中で自分では予知できないものもあるし、また気をつけていれば、落ち着いて考えて、どっちの道をとればいいか、自分で選べるものもあるということである。自分で道を選ぶ力、これが大切である。
いま、もう40、50になっている大人の中には、道を間違えたと言って後悔をしている人が多い、ただあきらめ、自分の選んだ道は間違っていたけれど、今さら文句を言っても嘆いてもしかたがないと考えて、普通は黙っている。けれども、時々そのことを思い出して、他人を恨んでいる。これはつまらないことだと思う。
ところで、わかれ道のことで、もう一つ大切なことを付け加えておかなければならない。左へ行くほうがよいか、右へ進むほうが自分にはふさわしいか、それで迷ってどっちかへ決めたあと、また考えが変わって、やっぱり向こうのほうがよかったのではあるまいかと、いつまでもくよくよする人がある。これはいちばん愚かではないかと思う。そういう人は、いつまでもわかれ道の所でうろうろしていて、どっちへも進めない人である。

26、文中の(　ア　)に入れるものはどれか。
[Ａ]気づかずに							[Ｂ]気づいて
[Ｃ]気づくように						[Ｄ]気づかないように
27、文中に「道を逆にたどってみる」とあるが、どんな時に道を逆にたどるか。
[Ａ]人生の途中で、予想どおりにいかず、つまずいたりしたとき
[Ｂ]人生のわかれ道で、自分で選択した道を急いでいるとき
[Ｃ]人生のわかれ道で、右へ行くか左へ行くかためらっているとき
[Ｄ]人生の途中で、わかれ道に出会い、ぐずぐずしているとき
28、文中の(　イ　)に入れるものはどれか。
[Ａ]だから　　　　	[Ｂ]ただし　　　　	[Ｃ]むしろ　　　	[Ｄ]または
29、文中に「普通は黙っている」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]文句を言いたくても言う相手が見つからず、どうしようもないから
[Ｂ]すでに結果が出てしまい、後悔してもどうすることもできないから
[Ｃ]普通、自分では原因が分からず、恨みたくても恨む対象がないから
[Ｄ]最初から自分が選んだ道であり、今もそれがいいと思っているから
30、筆者がこの文章でもっとも言いたいことは何か。
[Ａ]慎重に考えるのはいいが、うろうろしないことがもっとも大事である。
[Ｂ]道を決めた後は、向こうがよかったのだと後悔しないことが大事である。
[Ｃ]分かれ道のところで立ち止まってしまわないことがもっとも大事である。
[Ｄ]進むべき方向を選択できる能力を身につけることがもっとも大事である。


[三]

わたしがＡ国から帰国してまもなく見た新聞に、「もう泣き寝入り(忍气吞声)すまい」という投書が載っていた。交通事故で、自分が悪くないのに謝ったりしては大損(吃大亏)だという体験談である。Ａ国の人があれを読んだら、そのあまりにも日本的な現象に驚きあきれるだろう。
民族が違うと、ものの考え方もこのように違う。それは日本とＡ国と「とちらが良い(あるいは悪い)」ということではなく、「違う」という事実が重要なのである。
普通わたしたちは自分のことを「日本人」と規定している。しかし日本人としてのわたしたちとは、具体的にはどういう民族なのだろうか。どこの国に限らず、自分たちの民族的性格や特徴は案外知らないものだ。何かを知るということは、その「何か」を「他」から識別し、取り出すことでもある。まず「他」を知らなければ「何か」を識別することはできない。わたしたち自身を知るためには他民族を知ることがその第一歩なのだ。地球上のさまざまな民族と接してみると、わたしたちがあたりまえと思っていることが他民族には全く通用しない例がよくある。そうした事実を知って初めて、わたしたちは自らを客観化し、知ることができるようになる。
簡単な例を挙げよう。わたしたちがコメと言うとき、それは煮る前のコメツブのことであって、食べるときのメシ(ゴハン)のことではない。しかし英語ではとちらもrice(ライス)である。
もう少し複雑な例を挙げよう。魚のブリは、日本語だとその成長段階に応じてシオワカナ、ツバス、ワカナ、ハマチ、メジロ、モンダイ、ブリ(明石地方の場合)とよび分ける。しかし英語ではすべてyellowtail(イエローティル)だ。
もっと複雑な例として、ベドウィン(砂漠を遊牧しているアラブ人を指す)によるラクダのよび方がある。日本語では「ラクダ」の一語だが、アラビア語ではその各成長段階はもちろん、「乗用」や「荷運び」のような用途別、さらに「妊娠したラクダ」「草を食っているラクダ」など、実に200とおり近くもの単語に細分されている。エスキモー(爱斯基摩人)の場合は雪がそれに当たるだろう。「激しく吹き付ける雪」「吹きだまりの雪」「地面を広く覆う雪」「飲料水用に溶かすための雪」といったさまざまな状態・用途に応じて大変細かく命名されている。
なぜこのような違いができるのだろうか。それは例えばエスキモーにとっての雪の場合、日本人にとっての雪とは比べものにならぬほど生活と密接に結びついているからである。エスキモーが生きてゆくためには、北極地方の風土を支配する雪への深い関心がなければならず、関心が深ければ深いほどその対象を表す言葉も豊富になる。


31、文中「日本的な現象」とはどういうことか。
[Ａ]自分は悪くないので謝る必要はないこと
[Ｂ]自分は悪くないのに先に謝ってしまうこと
[Ｃ]自分は悪くないので絶対に謝ろうとしないこと
[Ｄ]自分は悪くないのに謝って誤解されてしまうこと
32、文中「どこの国に限らず、……案外知らないものだ」とはどういう意味か。
[Ａ]どの国も自分の国のことなら知っているようだが、実はそうではない。
[Ｂ]どの国も自分の国のことならなんでも知っているのが当たり前である。
[Ｃ]どの国も自分の国や他の国のことは少ししか知らないのが普通である。
[Ｄ]どの国も自分の国以外に他の国のことを多少知っているのが常識である。
33、文中の「それ」とは何を指すか。
[Ａ]日本語の「ブリ」
[Ｂ]日本語の「ラクダ」
[Ｃ]アラビア語の「ラクダ」
[Ｄ]日本語の「ブリ」とアラビア語の「ラクダ」
34、この文章の内容に合わないものはどれか。
[Ａ]ある民族で当然と思えることでも、他民族では理解できないこともある。
[Ｂ]対象に対する言葉が豊富になるのは、それに対する関心が深いからである。
[Ｃ]「他」を知るということは、まず自身をよく知るということが大切である。
[Ｄ]対象に対する言葉が貧弱であるのは、生活との関係が深くないからである。
35、この文章に題目をつけるとしたら、もっともふさわしいものはどれか。
[Ａ]民族と文化							[Ｂ]生活と文化
[Ｃ]国家と言葉							[Ｄ]文化と言葉


[四]

「地球は汚れているといわれるが、万一地球に住めなくなったら、どこかほかの天体へ移住すればよいだろう」という人がある。また、「汚れのない宇宙空間で生活し、ときどき宇宙船で地球へ働きに来ればよい」との夢を語る人もある。
宇宙科学が発達し、人工衛星も改良されつつあるので、そんな宇宙時代が間近に迫っているという楽観説を流す人もいる。しかし、それはあまりにも無責任である。現在のところ、われわれが生物の存在を確認している天体は、この地球だけである。確かに宇宙は広くて全宇宙には約1000億個の星が地球と似た環境を持つといわれ、そこに生物が存在する可能性は否定できない。
しかし、それらは、現在の人間の能力をもってしてはとうてい到達できない宇宙の遥か彼方にある星である。また、人間の寿命が限られていること、人間を移動させるときに人体が耐えられる速度にも限りがあることなど考え合せると、未来に人間の住める可能性のある星が(　ア　)、そこへ行くだけで、何代もの人間が必要ということになってしまうに違いない。
この地球が人間をはじめ多くの生物にとってかけがえのない星であることは、いくつかの条件を考えれば、納得ができるであろう。どうして太陽系のなかで、地球にだけ生物の存在が許されるのだろうか。それにはいくつかの理由がある。
第1は、太陽からの距離が適当なことである。つまり、適当な太陽光を受けるので、水がすべて蒸発して水蒸気となったり、あるいは冷えすぎて氷になったりするのではなく、液体の状態で存在できる。このことが可能な太陽系の天体は、金星、地球、火星の3つしかなく、しかも地球はそれらのなかで中心に位置している。また、地球の太陽からの距離は植物が光合成を行うのにちょうどよい量の太陽エネルギーを得る距離である。
第2は、地球の大きさである。その大きさに基づく重力の強さによって、酸素や窒素などの大気を地球の周りにつなぎとめておくことができる。もし、地球が月のように小さかったとしたら、重力が弱くて大気を周りにとどめておくことは難しいと考えられる。
第3は、地球が自転していることである。自転によって、表面の一方だけが太陽光を受けるのではなく、地球全面に満遍なく(均匀)太陽光が注がれることになった。
こうしたいわば天文学上の理由も、地球が生物にとってかけがえのない(无法替代的)星であることを示している。

36、文中の「それ」とは何を指すか。
[Ａ]地球が汚れてきて住めなくなってきているという説
[Ｂ]汚れのない宇宙空間は広大で、人間はいくらでも住むことができるという説
[Ｃ]宇宙科学が発達し、ほかの天体へ移住できる時代が間近に迫っているという説
[Ｄ]人間が住める環境をもった天体は、広大な宇宙には約1000億個もあるという説
37、文中に「無責任である」とあるが、なぜ無責任というのか。
[Ａ]人間が住める天体に移住するのは現在の人間の能力では不可能だから
[Ｂ]宇宙には無数の天体があるが、生物が住めるところはなさそうだから
[Ｃ]人間が住める天体には、われわれの地球と同様に生物が存在するから
[Ｄ]生物が存在できなくなるまで地球を汚した責任は人間自身にあるから
38文中の(　ア　)に入れるものはどれか。
[Ａ]見つかったから						[Ｂ]見つかったならば
[Ｃ]見つかったときに					[Ｄ]見つかったとしても
39、文中に「天文学上の理由も、…示している」とあるが、天文学上の理由として該当しないものはどれか。
[Ａ]太陽と地球の間の距離が適当なので、太陽の光を適当に受けて水が液体の状態で存在できること
[Ｂ]地球が自転しているため、地球の表面に一方だけでなく、全面に同じように太陽光が注がれることになったこと
[Ｃ]地球の大きさが適当なので、酸素や窒素などの大気を周りにつなぎとめておくことができるくらいの重力を生み出していること
[Ｄ]植物が大気中の炭酸ガスを吸収し酸素を放出するという光合成を行っているので、地球上の大気には適度の酸素が含まれていること
40、筆者がこの文章でもっとも言いたいことは何か。
[Ａ]他の天体に人間が行くには、何代もの人間が必要になるので、国際的協力と十分な準備が必要となる。
[Ｂ]地球は人間をはじめ多くの生物にとってかけがえのない星であるから、人間は地球を汚さないようにする責任がある。
[Ｃ]地球に似た環境をもつ星は全宇宙に約1000億個あるといわれているが、その中で人が住める星を確認しなければならない
[Ｄ]地球の汚れがいっそう激しくなる可能性があるので、他の天体へ人間が移り住めるようにするため、宇宙科学の発達を急ぐ必要がある。


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点X5＝15点）


41.現代人は、テレビのために、読書の時間を少なからず奪われているといわれる。ところが、このテレビによって、書物からはとうてい得ることのできない、いろいろの知識や楽しみを与えられることが多い。だから、テレビのために読書の時間が奪われるとするのは誤りで、むしろ読書のほかに、テレビを視聴することが増えたというべきだろう。
42.しかし、テレビは映画と同じく、それを見る人間に絶対服従を要求する。見る人とは、常に受け身の立場におかれる。しかもテレビは見ている途中で、足踏み(停頓)をしたり、後戻りをしたりすることができない。わたしたちは、受け身の知識活動にばかり慣らされていると、いつの間にか自主的判断を失ってしまい、ものをつきつめて考える根気と能力とをなくしてしまう結果になる。
43.読書はその点から考えると、積極的な知的活動を必要とする、しかも気に入った箇所は、そこで立ち止まってゆっくり考えたり、後戻りして読み返したりすることができる。
44.近年、テレビの普及率がますます高まると同時に、本もよく売れているというのは大いに喜ぶべきことで、これは、テレビと読書の双方をたのしむ人が増加したことを示すものであろう。
45.そこでわたしは、テレビと読書との新しい協力の仕方がないものだろうかと考える。書物では容易に表現できないもの、また、テレビではどうしても満足させることのできないものを、相互に補い合って、たとえば、視聴する書物、読むテレビといったものが作れないだろうか。


III.作文（25点）
46. 次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさい。

私たちは何かの試合を見るとき、よく自分の好きなチームを応援するが、時には、相手チームを応援したくなることもあろう。「試合と応援」を題目に、あなたの考えを作文に書きなさい。

注意：　①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

地球上には、暑くて乾いた砂漠地帯もあれば、逆に、冬にはマイナス数十度（　1　）下がり、雪と氷に閉ざされてしまうところもある。そのようなところにも、いろいろな動物たちが、それぞれな環境に適応しながら生きている。
動物の体の形と気候の間に、おもしろい関係がある。一般に寒い地方に住んでいるものの（　2　）が、暖かい地方に住んでいるものに比べて、体が丸っこく小太りしていて、耳とか手足とかの体の出っ張り部分が少ないという傾向が認められることである。
寒いところで体温を一定に保っ（　3　）ためには、体内で生産した熱をできるだけ失わないようにしなければならない。同じ体積の体（　4　）、体の出っ張り部分が少なく、体形が球に近いほど体の表面積が小さくなる。体の表面積が小さいということは、外気と接する面積が小さいということであり、それだけ外気（　5　）うばわれる熱が少なくなる。体が小太りしていて丸っこい（　6　）、寒い地方で生きていくのにたいへん都合のいいことなのである。
実際に、寒い地方に住む北極キツネは、丸くて小さい耳（　7　）している。耳とか手足などの部分は、血管が体の表面近くにあるので、そこから、熱がうばわれやすい。だから、耳が小さいことは、熱がうばわれて体温が下がる（　8　）防ぐのに役立っている。
逆に、暑い砂漠に住むイヌ科動物のフェネックは大きな耳を持っており、そこから体熱を放散（　9　）体温が上がりすぎないようにしている。
動物園関係者の間で、象はかなり寒いところでも飼えるが、キリンはむずかしいということがいわれている。それは経験（　10　）出た言葉であるが、先に述べたことと無関係ではない。象の体つきは、どちらかといえば球形に近いし、キリンは足や首が長く、（　11　）寒地向きの体形ではない。
また、寒い地方に住む動物は、同じ種類の中では、暖かい地方に住むものに比べて、体格が大きいと言われている。ニホンシカを例にとってみると、北海道のエゾシカ、本州、四国、九州のホンシュウシカ、屋久島のヤクシカ、沖縄のクラマシカと、北から南に行く（　12　）、体格が小さくなっていく。
一定の体温を維持していくため熱の生産は、筋肉の活動によって行われている。体が大きく、筋肉が発達していればいるほど、熱量の生産が多くなる。体が大きいのは、熱量の必要な寒地の生活に適しているわけである。
寒冷地に住む動物は、防寒用の優れた毛皮を身につけている。ニホンカモシカの冬毛は、実に立派である。体から直角に毛が立つように生えているのだ。毛によって、外気と皮膚の間に空気の層がつくられ、外気の温度の影響を直接受けない（　13　）のである。


（　1　）～（　13　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、 [Ａ]だけ			[Ｂ]さえ			[Ｃ]まで			[Ｄ]ずつ
2、 [Ａ]ほう			[Ｂ]とき			[Ｃ]ところ			[Ｄ]つもり
3、 [Ａ]てやる			[Ｂ]てくる			[Ｃ]てしまう		[Ｄ]ていく
4、 [Ａ]であると		[Ｂ]であっても		[Ｃ]であろうと		[Ｄ]であるのに
5、 [Ａ]で				[Ｂ]に				[Ｃ]を				[Ｄ]が
6、 [Ａ]ままは			[Ｂ]わけは			[Ｃ]ゆえは			[Ｄ]のは
7、 [Ａ]に				[Ｂ]も				[Ｃ]を				[Ｄ]が
8、 [Ａ]のが			[Ｂ]のを			[Ｃ]のに			[Ｄ]ので
9、 [Ａ]させて			[Ｂ]されて			[Ｃ]させられ		[Ｄ]して
10、[Ａ]から			[Ｂ]を				[Ｃ]まで			[Ｄ]の
11、[Ａ]どういっても						[Ｂ]どうみても		
[Ｃ]どうやっても						[Ｄ]どうあっても
12、 [Ａ]にむけて		[Ｂ]によって		[Ｃ]につれて		[Ｄ]にむかって
13、[Ａ]ようにしている						[Ｂ]ことにしている
[Ｃ]ようになっている					[Ｄ]ことになっている
14、文中の「ところ」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]李さん、ちょうどいいところに来てくれました。
[Ｂ]きょうのところは始めてだから許してやりましょう。　　　　　　
	[Ｃ]彼はちょっとおこりっぽいところがありますが…。
	[Ｄ]この時間では、地下鉄も座るところもないくらい混んでいる。
15、文中の「生きている」の「ている」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]娘が勉強しているので静かにしてください。
[Ｂ]彼女はいま自分の部屋で手紙を書いている。　　　　　　
[Ｃ]彼はタクシーの運転手をしているそうです。
[Ｄ]石川愛子さんは大きな目をしている人です。
16、文中「球に近いほど」の「ほど」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]観光地は有名であるほど混んでいる。
[Ｂ]ビル建設は完成まで5年ほどかかる。　　　　　　
[Ｃ]彼は顔も見たくないほど嫌いな人だ。
[Ｄ]秋ほど食べ物のおいしい季節はない。
17、文中「寒地向き」の「向き」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]イスはみんな外向きに並べてください。
[Ｂ]表向きはそうですが、本音はわかりませんね。　　　　　　
[Ｃ]部屋は広いのですが、南向きの部屋はないので残念です。
[Ｄ]この商品は子供向きに開発されたものだと聞いています。
18、文中の「によって」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この体育館は世界的有名な建築家によって設計されたそうです。
[Ｂ]私の不注意な言い方によって、彼女の自尊心に傷つけてしまった。　　　　　　
[Ｃ]明日、山に行くかどうかは、明日の天気によって決めることにする。
[Ｄ]人によって考え方も違うのだから、やはり彼の意見を聞いたほうがいい。
19、文中「筋肉」の読み方はどれか。
[Ａ]ぎんにく		[Ｂ]けんにく		[Ｃ]すじにく		[Ｄ]きんにく
20、文中「適し」の「適」の読み方はどれか。
[Ａ]てい			[Ｂ]てき			[Ｃ]てつ			[Ｄ]てっ	


II．読解（55点）
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（2点X20＝40点）


[一]

実際、統計をとったわけではないのだが、科学者のおそらく9割近くは「事実は科学の中に存在する」と信じているのではないかと思う。一般の人となると、もっと科学を絶対的だと信じているかもしれない。しかし、そんなことは全くない。
例えば、最近では地球温暖化の原因は炭酸ガスの増加だ、というのがあたかも「科学的事実」であるかのように言われている。この説を科学者はもちろん、官公庁も既に確定した事実のようにして、議論を進めている。ところが、これは単に一つの説に過ぎない。
温暖化でいえば、事実として言えるのは、近年、地球の平均気温が年々上昇しているということである。炭酸ガスの増加云々というのは、あくまでもこの温暖化の原因を説明する一つの推論にすぎない。
ちなみに、温度が上昇していることも、それ自体は事実だが、では昔から直線的に上昇しているかというと確定は出来ないわけで、もしかすると現在は上下する波の中の上昇の部分にあたっているだけかもしれない。
最近、私は林野庁と環境省の懇談会に出席した。そこでは、日本が京都議定書を実行するにあたっての方策、予算を獲得して、林に手を入れていくこと等々が話し合われた。そこで出された答申の書き出しは、「ＣＯ2増加による地球温暖化によって次のようなことが起こる」となっていた。私は「これは“ＣＯ２増加によると推測される”というふうに書き直してください」と注文をつけた。するとたちまち官僚から反論があった。「国際会議で世界の科学者の８割が、炭酸ガスが原因だと認めています」と言う。しかし科学は多数決ではないのだ。
「あなたがそう考えることが私は心配だ」と私は言った。おそらく、行政がこんなに大規模に一つの科学的推論を採用して、それに基づいて何かをする、というのはこれが初めてではないかと思う。その際に、後で事実はその推論が間違っていたとなった時に、非常に問題が起こる可能性があるからである。
特に官庁というのは、一度何かを採択するとそれを頑として変えない性質を持っているところである。だから簡単に「科学的推論」を真理だと決め付けてしまうのは怖い。
「科学的事実」と「科学的推論」は別物である。温暖化でいえば、気温が上がっている、というところまでが科学的事実。その原因が炭酸ガスだ、というのは科学的推論。複雑系の考え方でいけば、そもそもこんな単純な推論が可能なのかということに疑問がある。しかし、この事実と推論とを混同している人が多い。厳密に言えば、「事実」ですら一つの解釈であることがあるのだが。


21、文中の「そんなこと」とは、どういうことか。
[Ａ]科学は絶対的ではないこと
[Ｂ]事実は科学の中に存在すること
[Ｃ]一般の人は、科学は絶対的だと信じていること　
[Ｄ]科学者の9割近くが事実は科学の中に存在すると信じていること
22、文中に「書き直してください」とあるが、なぜそう言っているのか。
[Ａ]“ＣＯ２の増加による”ということは断定できないから
[Ｂ]“ＣＯ２の増加による”ということは古い考え方だから
[Ｃ]“ＣＯ２の増加による”ということは政府の注文ではないから　
[Ｄ]“ＣＯ２の増加による”ということは科学者は認めていないから
23、文中に「心配だ」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]官僚からの強烈な反論が予想されるから
[Ｂ]ＣＯ２増加によって、地球温暖化が進むから
[Ｃ]推論を事実として、採用しようとするから
[Ｄ]大規模な国際会議をしようとしているから
24、文中の「『事実』ですら一つの解釈であることがあるのだ」とは、どういうことか。
[Ａ]「事実」は推論と混同されやすいということ
[Ｂ]「事実」というものは実際には存在しないこと
[Ｃ]「事実」を理解するのは時間がかかるということ
[Ｄ]「事実」とされていることは真理とは限らないこと
25、この文章で筆者がもっとも言いたいことはどれか。
[Ａ]科学的推論と事実を区別しなければならない。
[Ｂ]官公庁の言うことをそのまま信じてはいけない。
[Ｃ]科学者の9割が科学の中に事実があると思っている。
[Ｄ]地球温暖化を防ぐため、京都議定書を重視しなければならない。


[二]

外国で暮らし始めて戸惑うことのひとつは、使い慣れたはずの道具の使い勝手が異なることである。あるべきものがあるはずのところについていない。例えば、電気掃除機。われわれの感覚では、スイッチは吸い込みホースを持って操作するときにちょうど支える手がくる位置にあるのが当然と考える。ところが、わたしがドイツに住んだ部屋に備えられていた掃除機の場合、モーターや集塵器などを納める本体にスイッチがあった。しばらくは不便を感じながら、屈んではスイッチを入れ、また屈んではスイッチを切る、を繰り返していたのだが、床に対する感覚が変わってくるにつれ、やっと立ったまま足で操作するのが自然にできるようになった。そうして、足で操作するようになって、スイッチが大きくて丈夫にできていることに納得がいった。
掃除機のスイッチの位置をめぐる彼我の違いは、居住室内の床に対する日常生活上の感覚の違いや生活空間における目線の高低の違いに由来するものだろう。試みに、手で触ることが普通に感じられる生活範囲を「手の感覚」の場所、それより下を「足の感覚」の場所を呼んでおこう。ドイツ（欧米）の感覚では、床は外部の地面の延長上にある。だから、外部から内部に到る境目、すなわち玄関と室内との段差は存在しないし、室内でも靴を脱がない。少なくとも、足元に関する限り、外と内との間に意識の断絶はないのだ。したがって、目線は室内でも概して腰より上に安定しがちである。それより下は、誤って蹴っ飛ばしてもかまわないものしか存在しない場所と言ってもいいかもしれない。つまり、床は完全に、「足の感覚」の場所なのである。
それに対して、一般の日本の家屋では、床は地面とは別感覚の平面である。和室が減って、洋風の床が大勢を占めている今日でも、この事情は変わらない。直に床に座ったり、横になったりする場合もまれではないので、目線の位置が低く、生活の基本的な視線は床の隅々にまで及んでいるのが常である。これには、天井の高低よりも、室内では靴を履かないという習慣が決定的になっているのだろう。室内の床は接していながらも疎遠な「足の感覚」の場所ではなく、「手の感覚」がまだ及んでいる場所なのである。だから、床の上に壊れやすかったり、汚れたりしたら困るようなものまで置くのをためらわない人は多い。そのときの扱い方は、靴を履いた場所で扱うときとは、明らかにデリケートさにおいて異なっているのである。

26、文中の「使い勝手」とは、どういう意味か。
[Ａ]使う時の便利さ						[Ｂ]使う時の楽しさ
[Ｃ]使う時の迅速さ						[Ｄ]使う時の気楽さ
27、文中の「納得がいった」のは、なぜか。
[Ａ]足で操作しても壊れにくいように頑丈にできているから
[Ｂ]床に落としたとしても容易に壊れないようにできているから
[Ｃ]スイッチが大きくて丈夫で、とても目立つようにできているから
[Ｄ]立っても屈んでもスイッチの切り替えができるようになっているから
28、文中の「外と内との間に意識の断絶はないのだ」というのは、なぜか。
[Ａ]室外・室内へ気持ちよく出入りできるから
[Ｂ]室外から室内に入るのをためらわないから
[Ｃ]室内の床は室外の地面の延長にあると考えられているから
[Ｄ]室内と室外には段差が存在していると考えられているから
29、筆者の言うドイツの「足の感覚」の場所はどこか。
[Ａ]生活空間の中で目線の高低がとどく場所
[Ｂ]モーターや集塵器、掃除機などを置いておく場所
[Ｃ]直に床に座ったり、横になったりすることができる場所
[Ｄ]腰より下で、誤って蹴っ飛ばしても構わないものしか存在しない場所
30、日本人は床をどのように考えているか。
[Ａ]床は地面の延長でないが、室内での生活は基本的に「足の感覚」であると考え　
　	ている。
[Ｂ]床と地面は同じ感覚でも、いったん室内に入れば、靴を脱がなければならない
　	と考えている。
[Ｃ]床と地面は同じ延長上にあるので、そこに座ったり、横になったりしてもかま
　	わないと考えている。
[Ｄ]床は地面とは別感覚の平面で、そこに壊れやすいものや汚れやすいものでも置
　	いていいと考えている。


[三]

これは好きだ、あれは嫌いだということをわれわれはよく口にする。人物についても、食べものや衣服の選択にあたっても、野球や相撲の応援に際しても、好き・嫌いの問題はからまってくる。大人の日常生活の中にはいやでもやらなくてはならないこと、嫌いでもつき合わなくてはならない人もあるが、子供の生活はほとんど好きか嫌いかによって左右されている。好き・嫌いを自由に表現することも子どもには大幅に許されいるが、大人では心の中で嫌いだと思っても、それを表情に出してはならないこともある。相手に対して、「あなたを好きです」という好意的表現はしやすいが、「あなたは嫌いです」ということはなかなか口に出しにくい。それだけ嫌いな人と相対しているときは非常に気が重くなる。
それに対して釣りとか、ゴルフとかいわゆる余暇時間を楽しんでいるときには人は機嫌よく見える。自分の好きなことをやっているときには概して人がは機嫌がいいのである。このように人は好きなことには積極的に接近し、それに関与することに喜びを感じる。これに対して嫌いなことはできるだけ回避し、やむを得ずそれと接触しなくてはならない場合には、身体的にも心理的にも苦痛を感ずる。これは人間の行動に見られるかなり大きな原則である。好きな人と過した時間には充実感があり、時の流れも早く感ずる。好きな食べものはつい食べすぎてしまう。午後、小学校の校門を出て家路につく子どもたちの表情には登校のときとは違った、ホッとしたような解放感があるものである。拘束された時間と場所から解放されて、自分が選んだ過し方ができるときに体験される、寛いだ感じは夕方以降の居酒屋におけるサラリーマンの表情や動作にも見られる通りである。これに対していやな会議は長く感じられるし、退屈で疲れも大きい。嫌いな人には自分を打ち明ける気持ちにはならないし、その相手の私生活にも興味がない。嫌いな人とやむを得ず数時間を過している時には、自分が何となく無口になり、食欲も活発でなくなっていることに気がつくであろう。気の合った仲間と飲む酒はうまく、早く酔いがまわるが、仕事の関係で仕方なく飲んでいるときはいくら飲んでも酔わないものである。楽しいことがあるときは前の晩から心がはずみ、その日の朝の目ざめも爽やかである。これと逆に気の重いことのある日や、嫌いな人と会わなくてはならない日は気持ちも沈み、なかには朝から下痢をしたり吐いたりすることもある。

31、文中の「それ」は何を指しているか。
[Ａ]野球や相撲などの応援をするときは楽しいものである。
[Ｂ]釣りやゴルフのおしゃべりをするときには愉快なものである。
[Ｃ]好きでない人と一緒にいるときなどは気分が晴れないものである。
[Ｄ]好き嫌いの問題を気軽に話し合えるときは充実感があるものである。
32、文中の「人間の行動に見られるかなり大きな原則」とは、どんなことか。
[Ａ]好きなことには積極的に近づき、嫌いなことは極力避けようとすること
[Ｂ]嫌いなことに接しなくてはならない場合には、苦痛を隠そうとすること
[Ｃ]自分の好きなことや嫌いなことにも常に積極的に接触しようとすること
[Ｄ]好きな人と過す時間には充実感があり、時間の経つのも早く感じること
33、文中の中「登校の時」の子供たちの様子はどんなものか。
[Ａ]こころが弾んでいてたいへんうれしい様子
[Ｂ]嫌いなことをさせられて、つらそうな様子
[Ｃ]何かの拘束から解放されて楽しそうな様子
[Ｄ]やることがなく退屈そうで、つまらない様子
34、文中に「自分がなんとなく無口になり」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]自分が無口なため、話そうと努力してもうまく話せないから
[Ｂ]その人が好きでなく、気が重くなり、話題も見つからないから
[Ｃ]相手が活発性に欠けているため、話しかけても答えてくれないから
[Ｄ]他人の私生活に興味がなく、それに触れるのもよくないと思ったから
35、この文章の中に合わないものはどれか。
[Ａ]子供が好き・嫌いな気持ちを素直に表情に出すことはよくある。
[Ｂ]子供の頃から、できることなら、好きなことだけに関与して生きていきたい。
[Ｃ]われわれは社会の一員として、嫌いなことにも関わらないわけにはいかない。
[Ｄ]一般的に、好きなことには積極的に、嫌いなことには消極的になるものである。


[四]

夏は太陽の季節だが、秋は月の季節である。
僕は寒い冬よりも暑い夏のほうが好きだが、もちろん、「花の春」と「月の秋」のほうがもっとよい。きっと多くの人はそう思うに違いない。だって寒いより、暑いより、ちょうどよい方がよいに決まっているのだから。
古来、太陽暦を持ち出すまでもなく、東洋人によっての「月」は時として太陽以上の、深く近くそしてまた大切な存在だったようだ。人の心を静め、昼間の喧騒の中で封印して置き去りにしてきた愁いのようなものや心の弱み、また人には言えないような心の葛藤を自ら掌に広げて眺める時間を与えてくれるような存在。それが月明かりだったのだろう。
人は昼間はどうしても他人と向かい合わざるを得ないけれども、夜にはゆっくり自分と向かい合う。それで心のバランスを保ってきたのだ。　
現代人は夜、人工の明かりで自らの生活を照らすけれども「永遠に消えることのない明かり」などというものは決して心にとってよいはずがないのだ。本来夜は暗いもの。
その暗闇の中で己の心の闇に潜むものと対峙し、時には負け、時には乗り越えて、「生きて」来たのである。従って夜が明かるすぎれば、人は昼の活動を停止しないので、いつまでも他人との対峙を強いられる時間ばかりが増え、己と向かい合う時間が減ることになる。故に、心が次第に疲弊していく。
心の闇に潜むものの全てが必ずしも邪悪なものとは限らない。たとえば恋の迷いや人生上の悩みもまた「己と向かい合う夜」の中に含まれるものなのだ。つまり公的なものと私的なもの、昼と夜とは人の心の変更線なのだろう。決し善なるものの極と邪悪なものの極との二つが誰の心をも支配しているわけではないけれど、どこかで危ないバランスを取りながら、人は自分の心が生み出す最大の敵「ストレス」と戦っているのかもしれない。
（中略）
月の思い出は幾つもある。
月の思い出は実は晴天の晩の思い出なのである。
晴れているからこそ、月は美しい。
もちろん台風が迫る晩に山の中腹で見た十六夜の、吹き飛ぶ雲をかき分けるような月を見て美しいと思ったことがあるが、月の記憶の多くは、「穏やかに晴れている」ことが条件になる。「穏やかに晴れて」いるからこそゆっくりと心の中にあるものを掌に取り出して思いめぐらせることが出来るからである。
そして、月はどこからでも眺めることが出来る。遠い故郷でも、また近い隣町でも同じ月を眺めているという共感こそが、「月」の与えてくれる安心なのだ。
振り仰げば、どこからでも同じ光を見ることができる孤独な者への支え、さらに暗闇から弱き者を守る救い主、それが月。月は、夜の父であり、母であり、神でもある。
秋は月の季節である。そして、この国は月の国なのである。

36、文中に「自ら掌に広げて眺める」とあるが、その意味はどれか。
[Ａ]様々に自然と思いめぐらすという意味
[Ｂ]自分の力で解決しようとするという意味
[Ｃ]人には知られたくない秘密を楽しむという意味
[Ｄ]誰にも邪魔をされることなく考えるという意味
37、文中の「『生きて』来た」は、どのようなことが言いたいのか。
[Ａ]人間は長生きすることはもっとも大切だということ
[Ｂ]人間にとって生き残ることこそが大切だということ
[Ｃ]人間は心の中の何かと調整するために暗闇が必要だということ
[Ｄ]人間は生きていくためには不運を乗り越えるように頑張るべきだということ
38、文中に「危ないバランス」とあるが、なぜ「危ない」のか。
[Ａ]個人的な時間が侵害されてしまう不安があるから
[Ｂ]心の闇に潜むものが表に現れるおそれがあるから
[Ｃ]心が善なるものばかりに向かう危険性があるから
[Ｄ]心が悪なるものに陥ってしまうおそれがあるから
39、文中に「『月』の与えてくれる安心」とあるが、なぜ「月」が「安心」を与えてくれるのか。
[Ａ]遠くの故郷では月が近くに感じさせてくれるから
[Ｂ]どこで眺めても月は穏やかな光を放っているから
[Ｃ]同じ月を眺めているものが自分の他にもいるから
[Ｄ]いつどんな時にも空を見れば月をみつけられるから
40、文中の「月の国」とは、どういう意味か。
[Ａ]月が最も美しい国
[Ｂ]月の思い出が多い国
[Ｃ]月のように光り輝く国
[Ｄ]月を心の支えとしている国


B．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点X5＝15点）


41.人間が知り、人間が作るもののすべてを包んで、それを「文明」とか「文化」とか呼ぶことが、かつては疑いなく可能であった。ゲーテ（歌徳）のような天才は、自然科学から文学や哲学の世界まで、ひとりで見渡し、それを同一の言葉で語ることができた。しかし、どんな天才でも、この二十世紀の後半に、人間をそのような大きな全体像の中で考えることは難しい。一方、それにもかかわらず、現代人はやはり毎日の生活というものに生きている。そして、いうまでもなく、どんな人にも日常生活を専門化して生きることは許されない。42．どんな時人も飯を食わねばならず、どんな天文学者も小説を読む隣人と付き合わなければならない。「文明」の全体像がどれほど掴みにくくなっても、我々は文明人として最小限度の常識を欠いては生きられない。人生とはどういうものかとういうことが、体系的ではなくても、ある程度まとまった形で把握されていなければならないのである。
ある意味で、現代人はこの文明の常識を、むしろいかなる時代の人間よりもせっかちに求めている。43．人々は、争って専門知識の啓蒙書を読み、争って平均的な高等教育を受けようと焦っている。自然科学者が芸術に無知であったり、小説家が社会的に非常識であったりすることが、今日では昔よりもかえって強く責められるようになった。なかでも、政治的イデオロギーについて、現代人は共通した常識を持つことがほとんど義務のように考えられている。
44.皮肉な話だが、「知識」が「専門化」すればするほど、同時に人間は急速に平均化しつつあるといえる。人間が細分化され、人間性が失われていくのと、平行して、他方ではそれを回復すると称して、空疎（空洞）な政治スローガンがわれわれを偽りの常識に誘惑する。
45.だが、文明の常識というものは、本来人間にとって、一つの暗黙(沈黙)の了解のようなものではなかっただろうか。自然の感じ方、起居動作の作法、基本的なモラルの感情など、いずれも言葉に出して教えられるものが文明の根底にある。それはあらゆる専門知識の前にあり、それどころか、人間が常識的に行うすべての行為の以前にある。人間を本当に根底から支配するものは、結局は知識に過ぎないものの足し算ではなかったはずである。


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさい。

最近、ぺットを飼っている人が増えています。「ペットを飼わない人の立場」と「ペットを飼っている人の立場」の両方の意見を考えて、作文を書きなさい。

注意：　①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

ちょっと古い話になるけれど、このあいだ東京にけっこうたくさん雪が降って、（　1　）街が真っ白になってしまった。いつもジョギングするコースが雪が積もって走れないので、プールに泳ぎに行こうと思って、昼前（　2　）車に乗って家を出た｡しかしどういうわけかこの日、僕は（　3　）三回も間違えて右側車線に入ってしまった。幸い道路は車がほとんどなかったし、そのたびにはっと思ってすぐに左に戻ったから無事だったけれど、ずいぶん冷や汗をかいた。
僕は長いあいだ日本を離れて暮らしていて、そのあいだずっと車は右側通行だった。だからアタマはすっかり右側通行に慣れてしまっている｡日本に戻てきたのが去年の夏で、そのときはこっちも緊張しているし、（　4　）を握るたびに「いいか、左だぞ、左だぞ」といつも自分に言い聞かせ、交差点を曲がるたびにまじめに確認していたので、ほとんど間違うことはなかった｡そしてものの1か月くらいで、体はすっかり左側通行に馴染んでしまい、もう（　5　）「左だぞ、左だぞ」と自分に言い聞かせる必要もなくなった｡（　6　）すっと道路の左側に入るようになった｡人間の同化適応能力というのはなかなかたいしたものなんだな、と自分でも感心したくらいだ。
ところがそれからおよそ半年後のある日、もうとっくに失われて葬られていたはずの右側通行習慣が、何の前触れもなく、突然僕の意識を支配してしまったのである｡まるで新月の夜に、死者がずるずると墓から這い出してくるみたいに｡どうしてこんなことが起こったのか、僕（　7　）その理由がぜんぜん理解できなかった｡でも泳ぎながら「ああでもない、こうでもない」と考えているうちに、はっとあることに（　8　）。そうだ、雪のせいなんだ、と僕は思わず膝を打った――もちろん水中で膝は打てないですが。
つまり、僕は雪がしょっちゅう積もっているボストン（波士顿）で何度か冬を送っていたので、通りの両側に雪が積もっている光景を目にすると、ボストンの街を走っているときの（　9　）がありありとよみがえってきて、それで何も考えずに右側車線に車を乗り入れてしまったのである。それは光景の記憶（　10　）もたらされた、条件反射的な無意識の行動であったのだ｡なーるほどね｡なんだかヒッチコック（希区柯克）の『白い恐怖』みたいな話だ。
でも僕は思うのだけれど、もし僕がこの日に間違えて反対車線に入ったときに、運悪く事故を起こして突然死んだりしていたら、みんな（　11　）その本当の原因が理解できなかっただろう。

（　1　）～（　11　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ]楽しく			[Ｂ]著しく			[Ｃ]珍しく			[Ｄ]可笑しく
2、[Ａ]に				[Ｂ]が				[Ｃ]を				[Ｄ]で
3、[Ａ]なんと								[Ｂ]なんとか	
[Ｃ]なんとして							[Ｄ]なんとしても
4、[Ａ]カップル		[Ｂ]サンプル		[Ｃ]トンネル		[Ｄ]ハンドル
5、[Ａ]いちいち		[Ｂ]おのおの		[Ｃ]めいめい		[Ｄ]それぞれ
6、[Ａ]黙っていては						[Ｂ]黙っていれば		
[Ｃ]黙っていても						[Ｄ]黙っていると
7、[Ａ]から			[Ｂ]には			[Ｃ]では			[Ｄ]まで
8、[Ａ]気があった		[Ｂ]気がついた		[Ｃ]気がきいた		[Ｄ]気がぬけた
9、[Ａ]感情			[Ｂ]感想			[Ｃ]感触			[Ｄ]感覚
10、[Ａ]につれて		[Ｂ]にとって		[Ｃ]によって		[Ｄ]に従って
11、[Ａ]きっと			[Ｂ]かならず		[Ｃ]さすがに		[Ｄ]たしかに
12、文中の「はっと」の解釈に当たるものはどれか｡
[Ａ]どんな場合でも自信がある様子		[Ｂ]思いがけない事で大変驚く様子
[Ｃ]緊張したりして大変慌てる様子		[Ｄ]得をしたと思って大変喜ぶ様子
13、文中の「日本を離れて」の「を」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]大学院に入ることを目標として、一生懸命に勉強した。
[Ｂ]課長はさっさと仕事を片付けて、成田空港に向かった。
[Ｃ]電車の中ですりに財布を盗まれてたいへん困っていた。
[Ｄ]先生は夕方の新幹線で東京駅をたって大阪へ向かった。
14、文中の「自分でも感心した」の「でも」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]友人からケーキでも食べに行こうかというメールが届いた。
[Ｂ]ドイツの地図なら本屋でも行ってみたら売っていると思う。
[Ｃ]パンでもサンドイッチでも秘書に少し買ってもらえばいい。
[Ｄ]放送局のアナウンサーでもその字の読み方をよく間違える。
15、文中の「葬られていた」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この野菜は生では食べられないと店の人が言っていた。
[Ｂ]鎖国時代は日本人は自由に外国に出られなかったのだ。
[Ｃ]経済の発展は政治の影響を受けやすいとよく言われる。
[Ｄ]大野先生はとうとう大学の仕事を辞められてしまった。
16、文中の「泳ぎながら」の「ながら」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]このパソコンは小型ながら性能がかなりすばらしい。
[Ｂ]タバコを吸いながら運転することは禁止されている。
[Ｃ]彼は事実を知っていながら、知らないと硬く言った。
[Ｄ]残念ながら、明日の歓迎パーティーに出席できない。
17、文中の「目にする」の意味に近いものはどれか。
[Ａ]見かける		[Ｂ]見つける		[Ｃ]見わたす		[Ｄ]見まわす
18、文中の「死んだりしていたら」の「たら」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]ラーメンを食べに行ったら、いつもの店が閉まっていた。
[Ｂ]上野の美術館に行ったら、子供時代の友だちに出会った。
[Ｃ]あのとき病院に行ったら、手遅れにならなかっただろう。
[Ｄ]子供の卒業式に出席したら、大学時代の先生も来ていた。
19、文中の「適応」の読み方はどれか。
[Ａ]てつのう		[Ｂ]てつおう		[Ｃ]てきのう		[Ｄ]てきおう
20、文中の「膝」の読み方はどれか。
[Ａ]ひじ			[Ｂ]ひざ			[Ｃ]うで			[Ｄ]もも


II．読解（55点）
A． 次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問いに答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを1つ選びなさい。（2点Ｘ20＝40点）


[一]

人間の一生は長い。長い一生に、まるで重荷を負って山を登るようである。だから、事業や恋なんかの躓きに心が傷ついて苦しんでいる時、仕事のストレスがたまってそれに潰されそうな時、何かの望みを遂げられずその失望に悩んでいる時、自分の無力さ、気弱さを痛感させられるだろう。にもかかわらず、われわれはそんな時、たいていいろいろと過ぎ去った自分をよく反省したり、みずから心の傷を舐めながら苦しいどん底から抜け出して、再出発の道を探りだす。また時には、自分の弱さに直面して、「もっと強くなりたい」、「弱さに負けない強さを身につけたい」と、きっとこう思うのだろう。
しかし、強さとは、いったいなんだろう。
本当に強いとは、どういうことだろう。
世の中には一見「強そうな人」がたくさんいるが、その強さは果たして本物だろうか。わたしがここでわざわざこんなことを言い出したのは、強さには本物の強さと偽物の強さがあると考えるからだ。
（　ア　）、頑丈で筋力のある、見るからに逞しく強そうな男性がいたとしよう。彼は絶えず努力して自らの体を鍛え、強い自分を手に入れた。しかし、もし彼がその筋力にものをいわせて、妻や恋人や周囲の人を、自分の思うままに支配していたとしたら、その強さは本物の強さといえるだろうか。いや、その強さは表面的なものに過ぎず、むしろ彼の内面の弱さを偽装する道具でしかない。弱さの象徴とさえいえるだろう。
あるいは、どんな時も愚痴をこぼさず、泣き言を一度も口にせず、弱みをどうしても見せない人がいる。他人の目には、とても強い人と映るし、本人もまた、自分は強い人間だと自負している。ところが、そんな人に限って、ちょっとしたことで心や体の病気になってしまうことがある。
自分の弱さを直視せず、それに蓋をしたまま強い自分を演じ続け、ある時疲れ果ててポッキリ折れてしまうのだ。そのような人は、われわれの周りにはよく見られるのではなかろうか。
ただ強くなればいいというものではない。長い人生にとっては、強さの中身が重要なのだ。
本当に強くなりたい――。もしあなたが心の底からそう思うなら、本当の強さとはどんなものかを、まずはきちんと知っておく必要があるだろう。


21、文中で「本当に強い」と思われる人は、どのような人か。
[Ａ]病気の時の苦しさと無力さを痛感し、普段から体を鍛えている人
[Ｂ]どんな時も愚痴をこぼさず、皆の前で自分の弱みを隠している人
[Ｃ]何でも腕力に訴え、家族やまわりの人を思うままに支配できる人
[Ｄ]表面的な強さを周りの人に誇示せず、自分の弱さを直視できる人
22、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]または			[Ｂ]だから			[Ｃ]たとえば		[Ｄ]ところが
23、文中に「その強さ」とあるが、それはどのようなものか。
[Ａ]それは周りの世界を実際に左右できる真の強さそのものである。
[Ｂ]それはあらゆる弱さが排除された本質的な強さの表われである。
[Ｃ]それは人と付き合う時偽装を除去できる内的な強さの表われである。
[Ｄ]それは心の本質的な弱さをかくすための偽りの強さそのものである。
24、文中の「ちょっとしたことで心や体の病気になってしまう」のはなぜか。
[Ａ]自分は筋力のある体の強い人間だと自負して、頑張りすぎたから
[Ｂ]泣くのをずっと我慢していて、そのストレスがたまりすぎたから
[Ｃ]本当は弱いところがあるのに、人の前で強い自分を演じ続けていたから
[Ｄ]いつも勝手に他人を支配していたため、みんなから強く反発されたから
25、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]いかなる時も泣き言を口にしない人間こそ、ほんとうに強い人間である。
[Ｂ]強い人間でも何かに失望して悩んでいる時、気弱さを感じることがある。
[Ｃ]事業や恋愛などで失敗した人間は、その時自分の弱さに直面したがらない。
[Ｄ]どんな時も愚痴をこぼさない人間は、私たちの周りにはあまり見られない。


[二]

日本人と遊びというテーマを取り上げたからには、祭りにふれないわけにはいかない。
祭りは「日本人の心のふるさと」といわれる。そこには、先祖と土地とが結ばれたムラの生活のなつかしい匂いがある｡祭りは本来は農耕村落でのものだった｡豊作の祈願、収穫への感謝など、祭りは地域性と季節性をもっていた｡その意味では、祭りは何よりも農耕社会にこそふさわしいものであった｡
（　ア　）、今では団地の祭りを含めて、祭りは都市にも確実によみがえっている。都市部では、形を変え、内容を変えながら、祭りはいっそう盛んになった。豪華な飾り付けが呼びものになり、非常に多くの観光者が集まる。
ここでの祭りは、村祭りと違って、演ずる者と見る者とに分かれる。見る者は観光客としての役割を受けもち、演ずる者はプロとしての演技をくり広げる。山車や神輿をかつぐものの中には、その地域の人でなくプロの人間もいる。
こうなると祭りは観光業となり、商品になる。ここでは人出と観光客の落とすおカネを強く期待する。祭りは祭典となり、催しという言葉に置きかえたほうがぴったりする。
商店街の季節ごとの大売出し、観光地の観光祭りなどでは、本来の祭りのもつ懐かしい匂いはまるでない。そして、大規模化の行きつくところは、万国博覧会であり、オリンピックである。
国や行政の側が、このような「現代の祭り」に力を入れるのには、それなりの意味がある。一つは、祭りによって住民の連帯を生むことで、地域や社会への関心を高めること。もう一つは、人々の不満解消だ。人々をお祭り気分にひき込み、熱狂の中で国や社会に対する不満のエネルギーを消耗させる。いつのまにか“ガス抜き”するのである。
こうして、新しい祭りがどんどんふえていく。ムラの祭りが活気を失い、衰える道をたどっているのに対して、都市部や近郊の新しい都市で、祭りが盛んになる。ここでは、演じものは規模が大きくて華やかなものだが、そのくせ底が浅い。
それでも、祭りに人々が集まるのは、都市の住民にとって、機械化された管理社会の単調さを打ち破る非日常性への参加であり、そのことで生活の圧迫感から逃れることができるからだ。
「祭りに似たチャンスは、若い世代の場合、週末ごとにおとずれる。暴走族と呼ばれる若者たちの行動や、原宿に集まる日曜ごとの竹の子族、ロックンロール（摇滚乐）族の集まりも、彼らにとっては毎週末の行事であり祭りである。また、季節ごとのスポーツも彼らにとって祭りとしての心理的な意味をもっている」と、最近の若者たちの祭り好きについて言っている学者もいる。


26、文中に「祭りにふれないわけにはいかない」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]祭りは日本人の心のふるさとだと言われるほど大事なものだから
[Ｂ]祭りはいつもムラの生活のにおいが漂っている農村のものだから
[Ｃ]祭りは地域性と季節性のある遊びと関係の薄い重要な行事だから
[Ｄ]祭りは何よりも農耕社会にふさわしい殆ど変化しないものだから
27、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]ところが		[Ｂ]そのため		[Ｃ]ならびに		[Ｄ]すなわち
28、文中の「それなりの意味がある」とは、どういうことか。
[Ａ]オリンピックや万国博覧会などによって、地域の観光業を振興すること
[Ｂ]住民の地域や社会に対する関心を高め、その不満解消が実現できること
[Ｃ]現代の祭りの名目下で大売出しを実現し、ムラの活気回復ができること
[Ｄ]都市の住民に対する管理を強化し、地域の祭りに尽力してもらえること
29、文中に「底が浅い」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]祭りは人々の国や社会に対する不満などをうまく反映していないから
[Ｂ]祭りの本来持つべきなつかしい匂いなどがほとんど感じられないから
[Ｃ]住民がまったく参加しないし、観光客もたいして興味を示さないから
[Ｄ]演ずる者の演技が極めて下手で、祭りの内容が表現されていないから
30、この文章の内容に合っているものはどれか
[Ａ]新しい祭りの成功した経験を用いてムラの祭りの活気を取りもどすべきである。
[Ｂ]都市の住民は生活の圧迫感から逃れるためにムラの祭りの観光に行くのである。
[Ｃ]スポーツ祭典は祭りとしての心理的な意味があるから若者に喜ばれるのである。
[Ｄ]都市の祭りが商品になった根源は農耕時代の収穫への感謝とふかい関係がある。


[三]

機械文明の進展につれて、それと既存の社会制度との間に、幾多の食い違いや矛盾が発生している｡しかし、しばしば文明の危機などと呼ばれる現代の問題は、ひとり既存の制度が跛行状態を示してきたという点にとどまらない｡もしそれだけならば、われわれは、制度を新しい状況に適応するよう適宜改変していけばよいということになろう｡自然科学者の中には、このような楽観論を語る人もいる｡しかし、既存の制度がどういう点で今日のテクノロジーの進展状況と食い違い、また、それをどう変えればよいかという点を少し検討してみると、制度の危機のより根本に、人間そのものの危機、文化の危機が潜在していることに気づかされる｡われわれは、そのことを考えてみる必要があろう｡
今日の機械文明は、これまで人間が幸福という名で呼んできたものの実体を激しく揺さぶっている｡近代ヨーロッパにあって、幸福とは本来、文化と緊密に結びついてきた概念であった。「文化の価値を評価する場合に、その基準は、いつも幸福である。」と、J・H編の『宗教・倫理学百科事典』にも書かれてあるが、それによると、動物性と人間性、技術と文化などが区別される場合の規準も、幸福にあったのである。そして、このことも、同じく18世紀にあって、啓蒙主義と、それを完成しながら超越的原理へと高めたドイツの哲学者カントの『判断力批判』によってもたらされた思考であった。もちろん、すでに18世紀にも、人間が自然から離れて文化へと向かったことが不幸と不正の因であると考えて「自然に帰れ」と叫んだルソーのような人も、例外的には存在した。しかし、一般には、野蛮から文化への移行、さらにその文化の増大と進歩が（　ア　）人間の幸福の増進であるという思考法が、この時代に常識として出来上がったのである。
ところが、今日の機械化の異常な進化は、そういう文化と幸福の等式の成立を危うくさせるに至っている。文明がテクノロジーへと転質した機械時代の今日、そのような事態を単に文明と呼ばずに、その語の上に非情な機械という名をかぶせて機械文明と呼ぶのは、実は、その機械の非情性がすでにこれまで文化と呼ばれてきたものの内容をも食い荒らしい（蚕食）つつあるわけである。そして、文化の中身が食い荒らされれば、それにつれて文化イコール幸福という等式が崩れ、幸福とは何かというその実体が激しく揺さぶられてくるのも、理の当然である。

31、文中の「それ」は、何を指しているか。
[Ａ]既存の制度							[Ｂ]文明の危機
[Ｃ]機械文明との矛盾					[Ｄ]テクノロジーの進展状況
32、文中に「これまで人間が幸福という名で呼んできたもの」とあるが、この「幸福」について、筆者の考えに合わないものはどれか。
[Ａ]幸福は技術と文化を区別する規準である。
[Ｂ]幸福は人間と自然を区別するものである。
[Ｃ]幸福は動物性と人間性を区別する規準である。
[Ｄ]幸福は文化と緊密に結びついている概念である。
33、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]または			[Ｂ]たとえば		[Ｃ]すなわち		[Ｄ]あるいは
34、文中に「文化イコール幸福という等式が崩れ」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]人間が文化から離れて自然へと向かいつつあるから
[Ｂ]文明がテクノロジーへと転質し、文化の中身も変わったから
[Ｃ]機械文明が進めば進むほど、幸福の意味が深まってきたから
[Ｄ]機械文明と文化との結びつきがさらに緊密になってきたから
35、この文章で筆者がもっとも言いたいことはどれか。
[Ａ]機械文明が発達している今日では、幸福の実体が揺さぶられている。
[Ｂ]人間が自然から離れて文化へと向かったことが不幸と不正の因である。
[Ｃ]文化の価値を評価する基準は、いつも文化と緊密に結びついた幸福である。
[Ｄ]制度の危機の根本には、人間そのものの危機、文化の危機が潜在している。


[四]

現代的な生活はたいへん忙しく、心の緊張をひどく要求する｡朝夕のラッシュの時間はもちろんのこと、家に帰り着いてからも、細く分断された無秩序の番組がつづくテレビを見なくてはいられぬように仕組まれている｡こうした毎日の生活というものをあらためて気づいてみると、私たちの日常はなんと刺激＝反応の生活だろうと思われ、そしてなんと刺激＝無反応の世界だろうとおどろいてしまう。そうした刺激的な緊張と煩わしさのなかにいながら、実は、私たちの心はきわめて退屈しているようだ。
退屈といえば、することがなくて時間を持て余すどろりとした気分のことだと思うけれども、現代の退屈はちょうどそれの裏返しで、することが一杯詰まっていて時間の経過に気づかないような忙しさのなかで発生する。本当に奇妙なことだ。私たちの心は絶え間ない刺激のなかで張りつめられ、すばしこく動き回り、それでいて同時に私たちの心は退屈し、生きることにあきている。
こうした生活では生きがいがないとだれでも感じるけれども、この生きがいのなさというものをよく見つめてみると、生きているに値するだけの値打ちがないという感じよりも、「生きている実感」がないということらしい。人間の眼は前にむいてつき、足は前へ歩くようにできているが、実際自分が生きているという実感は、姿勢が前むきで、自分の足で前へ進んでいるときに生まれるものなのである。
けれども近ごろの私たちの毎日には「自分からする」うごきが乏しい。朝、六時半になると機械にまけぬほど正確に意識がかえり、きまった時刻に駅について電車につみこまれ、職場へはこばれる。タイムレコーダー（考勤机）があり、点呼があるだろう。一日の勤めのあと、もう一度タイムレコーダーの前に立ち、そして電車に積み込まれ、家に運ばれる。
こんなぐあいで毎日毎日の生活に生の重みというものがなくなってしまったからこそ、今の若い人たちは、型にはまった日常の世界からぬけだして、ヒマラヤの奥地やアンデス（安第斯）の山岳地帯でもって重みのある生存感を確かめようとするのだろう。
これほどの遠い土地でなくて内地にしたところが、まだ、バスの乗り入れていない山境へ出掛けるとなると、まず自分で企画し、物質を整え、運ばなくてはならない。そして自分の足で一歩一歩自分をひきあげることが必要だし、不測の災難に出遭ったら、洞察力と意志と、あらゆる「自分の」力で立ち向かわなくてはならない。今日は楽をしたいから隣のデスクに仕事をたのんで、そのかわりあした天気が回復したら出発する――というわけにはいかない。一切が自分にかかっている。そこには文字どおり充実した自分と、重みのある実在の世界が向かいあっているのだ。


36、文中の「刺激＝無反応」の意味はどれか。
[Ａ]日常生活からの刺激に対して反応を示しても退屈さが消えない。
[Ｂ]日常生活からの刺激に対して反応する意欲と情熱を失っている。
[Ｃ]日常生活からの刺激に対して反応を示しても緊張緩和ができない。
[Ｄ]日常生活からの刺激に対して反応する時間と余裕を無くしている。
37、文中に「現代の退屈」とあるが、それはどのようなものか。
[Ａ]内容の充実したテレビ番組が山ほどあるが、皆つまらないと言って見もしない。
[Ｂ]家庭生活の煩わしさに悩まされる人が多く、刺激されても一切反応を見せない。
[Ｃ]毎日することが一杯あってたいへん忙しいが、充実感をまったく感じられない。
[Ｄ]時間をかけて電車による通勤をしているが、その移動の意味を全く見出せない。
38、文中に「『生きている実感』がない」とあるが、その原因は何か。
[Ａ]「自分からする」ことが非常に不足しているから
[Ｂ]通勤などの移動はいつも電車を利用しているから
[Ｃ]時間がいっぱいあるのにすることがあまりないから
[Ｄ]人間の身体構造が現代社会のテンポと合わないから
39、文中の「生の重み」を求めるには、筆者は何が一番重要だと考えているか。
[Ａ]仕事の企画等はなるべく他人に頼んで自分を楽にすること
[Ｂ]現代の退屈の原因を見直した上その本質を再認識すること
[Ｃ]忙しさと心の緊張から逃れるために適当に仕事をすること
[Ｄ]実体験などを通じて生きている実感を自分に持たせること
40、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]日常生活の刺激に対して反応を示す人の数がよほど多いとは奇妙なことだ。
[Ｂ]機械に頼りすぎた現代の人間の身体機能に変化がないのはいけないことだ。
[Ｃ]退屈な日常の世界から脱出して重みのある実在の世界を求めるのが大切だ。
[Ｄ]型にはまった日常の世界は生の重みや生きがいが感じやすい実在の世界だ。


Ｂ．次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点＊5＝15点）

大学教育の無機能化はますます深刻に、学生の間には大学への無関心と学習意欲の低下が、教授たちの間には危機感と無力感が、異様なまでに広がっている。私は、学部教育を日本で受け、フランスでの大学教育を経験した後、アメリカの大学で博士課程を修了した。そして今、日本の大学で教鞭を執るが、日本の大学教育がいかに形骸化しているかを痛感した。
41、この閉塞状況から脱出するために、私は「教育実践」の根本的変革を提案したい。教育の制度改革だけでは教育の再生は到底望めないと考えるからだ。「教育実践」改革の根本は、「大学は考える力を養成する場である」という極当たり前の原則に立ち戻ることである。
「考える教育」は、学生が積極的に参加する教育である。それは、講義中心の授業から、学生中心の学習活動への移行である。教授が「知」の伝達者として一方的に講義し、学生は単に教室に座りノートを取って終わりというやり方は、学制を受動的にし、若い才能の想像力の芽を摘み取り、エネルギーと溌剌さを奪ってしまう。42、大学は、「既存の知識」の伝達ではなく、既存の「知」を分析し、建設的に批判し、そして新しい「知」の創造活動が展開される場、あるいは「知」の創造のプロセスに参加する能力を養う場であるべきなのである。
このような教育の可能性は「読む」「書く」「ディスカッション」を中心にした教育によって初めて開かれる。「読む」「書く」ことは、講義を超えて、新しい考えに触れ、それを分析し思考するプロセスである。「ディスカッション」は自分の意見の表明であり同時に他人の意見の尊重である。43、学生一人一人が「知」の創造のプロセスに加わることを通して受動性、無気力を脱し、自己を取り巻く世界との積極的なかかわり合いの中で自己の存在感、自己への自信を獲得するとともに、他者への配慮と責任を学ぶことが可能となるだろう。
「知」の創造のプロセスに参加する教育にとって、教室は、そこに参加する教授と学生が作る知的刺激に満ちた共同体でなければならない。44、授業をより有意義なものにする努力は、教授と学生両者の共同の参与にかかっている。参与とは、地域社会であれ社会的運動であれ大学であれ授業であれ、自分の属する共同体や人間関係に重要な意義を認め、そこに責任あるメンバーとして参加することを言う。
学生の主体的、積極的参加による考える教育の実践を通して、教育は学生にとって疎外的でなくなる、今の日本では、伝統的価値の崩壊と「道徳」教育へのアレルギーの中で、新しい社会的価値はまだ形成されていない。45、このような価値不在のもとでは、一人一人が自己と他者、共同体との関係を考えながら自らの行動を選択していく能力を養成する教育こそが必要である。従って「考える教育」は、大学だけでなく、小学校からの基本的教育活動としても取り入れられるべきであると思う。


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450～500字の作文を書きなさい。

私たちの周りでは、自分の家や車をもっている人がどんどん増えており、豊かになったようだが、それは本当の豊かさと言えるだろうか。あなたの考えを作文に書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ．基礎知識（20点）
  次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

電車の中でうとうとしていたので、半分夢を見ているような感じだった。駅の名を聞いて、慌てて降りた。ホームは冬の厳しい空気（　1　）張りつめた感じがしていた。（　2　）をしっかりと巻き直して改札を出た。
タクシーに乗って宿に行ってほしいと告げたら、運転手さんは場所が分からないと言った。新しい小さな宿だし、だいたいの住所で降ろして（　3　）ことにした。
まわりは畑ばかりで、遠くになだらかな山が見えた。宿を示す小さな看板を見つけて、私はその指示（　4　）、細い坂道を登って行った。
寒さにも慣れてきて、きれいな空気を嬉しく思った。次第に目が覚めてきて、うっすらと汗さえ（　5　）いたその時、私は前方に知っている誰かの気配を感じた。
家の前の道路にアロエ(芦荟)がはみ出して困ったね、という話題が出たのは、去年の冬のことだった。
父も母も私も、妹が300円で買ってきて庭に植える所がないからと玄関脇に植えたアロエのことなど、すっかり忘れていた。雑誌か何かの影響を受けて、アロエは万能だ！だから飲むとか、傷口（　6　）貼るとか、しきりに言っていた妹もすぐにそのアロエ熱から冷めて、世話（　7　）しなくなった。しかし、水もろくにやらず、陽当たりもそれほどよくなかったのに、アロエは育っていった。育ちすぎて、気づいたら木のようになり、道に大きくはみ出し、さらに気色悪い形をした真っ赤な花（　8　）咲かせていた。（中略）
その時のことをよく覚えている。生まれ育った家の小さなテーブルを父と妹と私は囲んでいた。いつもの夕方が始まろうとしていた。
私と妹が幼い頃、うちではみんなそこでいろいろなことをした。デパートの袋に入った母の下着と、今晩のおかずになる干物がいっしょに載っていたりした。二日酔いの父がそこに突っ伏して寝ていることもあったし、中学生で初めて失恋した妹がワインを一気に飲み、酔っぱらって椅子からずり落ちて（　9　）こともあった。あの小さい四角が家族の象徴だった。妹は最近嫁に行って家を出ているし、テーブルはそこにあるが、家族全員がそこに集うことは（　10　）ない。母がそこでTVを見ながら編み物をしていることが多い。風景はそうやって変わっていく。
アロエは陽を受けて、私に何か言いたそうにしているように思えた。刺々した肉厚の葉を冬の空に高く広げ、重なり合い、いくつもの赤くごつごつした花を奇妙に咲かせて、生きている喜びを伝えようとしていた、アロエの愛情に包まれて、私は陽の光の中で温められているような気がした。そうか、こうやってつながりができていくのか、もうアロエは私にとってどこで見ても見るたびに温かいものや優しいものにつながっていく。（中略）
昔はその刺々を憎らしく思い、日焼けの時にしか使わないのにとぞんざいに扱ってきたその葉に、私は手袋を外して（　11　）触れた。人と握手をしたあとのように元気を出して、私は山道を登っていった。


(　1　)～(　11　)に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ]は				[Ｂ]が				[Ｃ]を				[Ｄ]で
2、[Ａ]マイク			[Ｂ]マスク			[Ｃ]マフラー		[Ｄ]マスター
3、[Ａ]やる			　　[Ｂ]あげる			[Ｃ]もらう			[Ｄ]くれる
4、[Ａ]に伴って			[Ｂ]にわたって		[Ｃ]に基づいて		[Ｄ]にしたがって
5、[Ａ]かいて			[Ｂ]かけて			[Ｃ]ついて			[Ｄ]つけて
6、[Ａ]で				[Ｂ]に				[Ｃ]を				[Ｄ]と
7、[Ａ]こそ			　　[Ｂ]しか			[Ｃ]すら			[Ｄ]だけ
8、[Ａ]ずつ			　　[Ｂ]まで			[Ｃ]きり			[Ｄ]ほど
9、[Ａ]頭を打った		[Ｂ]頭を下げた	　　[Ｃ]頭を殴った		[Ｄ]頭を冷やした
10、[Ａ]さらに			[Ｂ]べつに			[Ｃ]かってに		[Ｄ]めったに
11、[Ａ]そっと			[Ｂ]ぱっと			[Ｃ]はっと			[Ｄ]ぐっと
12、文中の「誰かの気配を感じた」の意味に当たるものはどれか。
[Ａ]誰かがいるように感じた。				[Ｂ]誰もいないような気がした。
[Ｃ]他人に気を配るようになった。			[Ｄ]他人のことを心配するようになった。
13、文中「300円で」の「で」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]台風で新幹線や電車が止まっています。
[Ｂ]入学式は大学の体育館で行われる予定です。
[Ｃ]この鉢植えはプラスチックで作られたものです。
[Ｄ]これはクラスのことだから、みんなで一緒にやりましょう。
14、文中「よく覚えている」の「よく」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この辺りは夏になると、よく雨が降っているんだよ。
[Ｂ]よく調べた結果、私が間違っていることが分かった。
[Ｃ]年を取ったので、よく忘れ物をするようになっている。
[Ｄ]あなた、よく人を傷つけるようなことを平気で言えるもんだね。
15、文中の「夕方が始まろうとしていた」の解釈として、適切なものはどれか。
[Ａ]すでに夕方になったころ。
[Ｂ]いよいよ夕方が始まるころ。
[Ｃ]夕方からかなり時間が経ていたころ。
[Ｄ]すっかり夕方になってしまったころ。
16、文中「寝ていることもあったし」の「し」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この店の寿司は安いし、おいしい。
[Ｂ]もう疲れたし、ここまでにしましょう。
[Ｃ]ボーナスももらったし、海外旅行にでも行こうか。
[Ｄ]結婚したばかりだし、子供のことはまだ考えていない。
17、文中「温められている」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]そんな難しい問題は中学生の私には答えられない。
[Ｂ]成人の日、家族から祝福されながら過ごしました。
[Ｃ]お二人で暖かい家庭を築かれ、幸せになってください。
[Ｄ]倒れた家屋や木々などから、台風の凄まじさが目に浮かばれる。
18、文中「人と握手をしたあとのように」の「ように」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]交通安全から家族を守ってくれるように祈りました。
[Ｂ]日本人の参加者にもわかるように発表は日本語を使ってください。
[Ｃ]東京のように各国の人々が住む都市では、いろいろな料理が味わえます。
[Ｄ]駅前で２時間も待たされている彼は、まるで銅像のようになっています。
19、文中の「宿」の読み方はどれか。
[Ａ]じく			[Ｂ]じゅく			[Ｃ]やど			[Ｄ]みなと
20、文中「包まれた」の[包]の読み方はどれか。
[Ａ]たた			[Ｂ]ふく			[Ｃ]つつ			[Ｄ]にら


II．読解(55点)
Ａ．次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問い二答えなさい。答えは選択肢
[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。
(2点＊20＝40点)


[一]

人はよく若い時の失敗を口にする。しかし若さゆえの失敗というものは、一般に一種の微笑をもって回想されるものである。自分の力量や才能を顧みることなしに、あとから考えるとその無謀さに呆れかえるような仕事に手を出したことを、あるいは、周囲の人々の思惑を全く無視して、人々に心配やら迷惑をかけたであろうようなことを強行したことを、半ば後悔の気持ちで、しかし一方では純真であった若い日の自分の姿に半ば誇らしい気持ちを感じながら、「全く若気のあやまちでした」と人々は告白するのである。
このような、告白することにむしろ一種の快感を覚えるような思い出は、たとえそれが失敗や過去の追憶であっても、そのような思い出を多く持つことは青春時代の充実ぶりを示すものであって、これを悔恨という言葉をもって呼ぶのはふさわしくないであろう。
若い人々を戒める言葉として、「少年老い易く学成り難し」という忠告を私たちは昔から繰り返し聞かされてきた。これは幾度繰り返されても十分とは言えないほど、正しい賢い忠告である。人間がもって生まれた才能などというものは結局大した差はないのであって、当人の終始変わらない努力と勉強が最後にものをいうのである。
他人のやることを眺めて、あれぐらいなことはいつでも自分がやれる自信があると思っているうちに、実践によって本当に学ぶことができ、自分の仕事をたとえ少しずつでも確実に積み重ねていった相手から、いつのまにか遠く引き離されてしまうのである。若い時分には、自分の能力に無限の可能性があるような錯覚に陥りやすいが、私たちの能力には一定の限度があり、しかもそれは人によってたいした差異がないことはもちろん、その能力も実際に試してみないことには、果たしてどの程度のものであるかも全く分かりはしないのである。
青春時代に自分の力量を出し切らなかった思い出ほど後味の悪いものはないのであって、その悔恨は一生私たちを苦しめるのである。それに比べれば若気のあやまちの思い出の方が遥かに楽しいと言わなければならない。青年の老い易いということ、従って、感覚も鋭敏で肉体も丈夫な時代に、自分の力量の養いになるものをできるだけ豊富に取り入れるということは、青春時代の最も大切な心がけである。


21、文中に「むしろ一種の快感を覚える」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]青春時代に自分の力量や才能を周囲の人々に十分示したから
[Ｂ]若い日の自分の純真な姿に誇らしい気持ちが感じられるから
[Ｃ]自分の才能や若い日の強い姿が周囲の人々に高く評価されたから
[Ｄ]力が足らなくても仕事を強行した自分の青春に全く遺憾がないから
22、「他人のやろことを」で始まる第四段落は、「若い人々を戒める」で始まる第三段落に
　　対しての関係はどれか。
[Ａ]第３段落の内容を受けて説明している。
[Ｂ]第３段落の内容を受けて結論を示している。
[Ｃ]第３段落の内容に対して反論を示している。
[Ｄ]第３段落の内容を離れて話題を転換している。
23、文中の「それ」は、何を指すか。
[Ａ]自分の錯覚
[Ｂ]私たちの自信
[Ｃ]私たちの能力
[Ｄ]相手との差異
24、文中の「その悔恨」は、なぜ生じたのか。
[Ａ]青春時代に自分の力量を事実以上に信じたから
[Ｂ]青春時代に自分の力量を出し切らなかったから
[Ｃ]青春時代に自分の鋭敏さを十分に発揮しなかったから
[Ｄ]青春時代に自分の能力を周りの人々に誇りすぎたから
25、文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]「少年老い易く学成り難し」という忠告を若い頃にたまに聞かされた。
[Ｂ]人間の一生は、普通もって生まれた才能によって幸か不幸を決められる。
[Ｃ]若気のあやまちは、半ば後悔半ば誇らしい気持ちで回想されるものである。
[Ｄ]青春時代に自分の力量の養いになるものを取り入れないものは一人もいない。


[二]

ふとしたことから、五線紙の上に音符を書いたり消したりしなければならないことになり、ほんとうにひさしぶりで鉛筆を削ることになりました。何十年かぶりに机の引き出しの奥から出てきたナイフは、なんとなくよそ行きの顔をしていましたが、すぐに私の手に馴染んでくれて、その感触は、戦後まもなく、やっと手に入れたドイツの鉛筆を削った時のことを思い出させてくれました。それから、半世紀あまり、いまや国産の鉛筆や消しゴムは世界一の性能を誇るまでになりましたが、現代の私たちの日常生活を支えている筆記用具の主流はボールペンです。実用性能から見れば、ボールペンやサインペンのメリットには計り知れないものがありますが、それまでも万年筆のペン先や鉛筆がもつしなやかな弾力感には魅力を感じています。考えてみれば、何事もスピートと効率優先の現代においては、あらゆるものが道具というより、用具になってしまっているようです。筆記用具といえば、書き味ということよりも、物理的に書くという機能を最優先して、行き着くところは、使い捨てというゴールです。
ところで、今、私が使っている腕時計は40数年前に購入した昔ながらの発条時計、そろそろ分解掃除の時期になったので、先日、今では数少なくなった発条時計の修理ができる職人さんのところに行ったときのことです。時計を預けてから、売り場の間をすり抜けながらエレベーターホールまで歩いて、何気なく時計売り場の方を振り返ると、そこにはさきほどの職人さんが、私の姿を追うように立ったまま見送っていました。それは、私の歩き方のくせを観察することによって、使用者に合わせた調整をするためだったと後で聞いてびっくり、なるほど、これが一流職人魂というものかと感動しました。水晶の物理の振動を利用することによって、使い手のくせなどには影響されず、ひたすら正確な時を無機的に刻み続ける次代のクオーツ時計(石英表)とは対照的な風景でした。
カメラであれ、自動車であれ、あるいは鉛筆であっても、それらの役目が与えられた機能を果たすことだけにとどまらず、それを使うこと自体が、そのまま「愛でる」ということにつながった時、用具は道具になるといってもいいでしょう。この忙しい時代にあって「愛でる」という感覚だけで物品を使用していては、時代のテンポについていけないのは当然ですが、たまには特急よりも各駅停車のように、時を少しだけ止めて、沿線の風景を眺めて見ることも必要かもしれません。
ペン先でも鉛筆でも、摩耗するということは、成熟へのプロセスであると同時に、終焉へ向かうプロセスでもあります。だからこそ、この相反する性質が共存しているあらゆる瞬間が意味をもつのでしょう。人生でいえば、それぞれの年代には、その時にしかない意味とすばらしさがあるということです。

26、文中に「なんとなくよそ行きの顔をしていました」とあるが、筆者がそう感じた理由
　　はどれか。
[Ａ]長い間使わなかったナイフを久しぶりに手に取ったから
[Ｂ]長い間使わずに置いたナイフはなかなか見つからなかったから
[Ｃ]長い間手に取らなかったナイフの使い方がわからなくなかったから
[Ｄ]何十年かぶりに使ったナイフは鉛筆をよく削らなくなったから
27、文中に「あらゆるものが道具……用具になってしまっている」とあるが、「道具」と「用
　　具」の違いはどこにあるか。
[Ａ]道具は物理的な効率を優先するものだが、用具は実用性だけしか重視しないもの		である。
[Ｂ]用具は機能のみを重視するのに対し、道具は機能だけでなく、使い続けることに		意味がある。
[Ｃ]用具は長く使い続けられるものだが、道具は壊れやすいので長く使い続けられる		ものではない。
[Ｄ]道具は半世紀あまり使われていたものだが、用具は私たちの日常生活に現れたば		かりのものである。
28、文中の「それ」は、何を指すか。
[Ａ]私が何気なく時計売り場の方を振り返ったこと
[Ｂ]職人さんが私の姿を追うように見送っていたこと
[Ｃ]職人さんが自分の店で発条時計を修理してくれたこと
[Ｄ]私が売り場の間をすり抜けてエレベーターまで歩いたこと
29、文中の「対照的な風景」とは、どんなことを言っているか。
[Ａ]私の姿を追うように見送っている職人さんの身振りと、時間を正確に刻み続ける		クオーツ時計の動き
[Ｂ]使用者に合わせて発条時計の調整を図ろうとする職人魂と、クオーツ時計の無機		的な刻み方の冷たさ
[Ｃ]使用者を見送りながらその歩き方を観察する職人と、何気なく時計売り場の方を		振り返った発条時計の使用者
[Ｄ]定期的に修理をしないと正確に動かない発条時計と、定期的に修理しなくても正		確に時間を刻み続けるクオーツ時計
30、文中に「この相反する性質が……意味をもつ」とあるが、その説明として、筆者の考
　　えに合っているものはどれか。
[Ａ]若者には若者の、熟年者には熟年者の満ち足りた人生を送ることのできるこの可		能性があること
[Ｂ]あらゆる事柄には相反する部分があり、その調和を試みるところに人間の創造力		が発揮されること
[Ｃ]常に性能やスピードを追求するよりも、時には余裕を持って全体を見渡してみる		ことが大切であること
[Ｄ]実用性能の点で劣っている道具にも、人間の創造力を刺激するという観点から見		ればプラスの性質があること


[三]

馬車の中にはお婆さんが五人居眠りしていた。馬は海の鴎を追うかのように走った。
馭者の勘三は馬を大変愛している。そのうえ、八人乗りの馬車を持っているのは、この街道で勘三一人だ。また彼はいつも自分の馬車を街道の馬車のうちで一番きれいにしておくほどの神経質だ。坂道へさしかかると彼は馬のために馭者台からひらりと下りてやる。また彼は馭者台に座っていても馬車の揺れ具合で、子供が馬車の後ろにぶら下がったことを感づけるので、ひらりと身軽に飛び降りて子供の頭をごつんと殴った。だから街道の子供たちは勘三の馬車に一番目をつけているが、また一番恐れている。
(　ア　)、今日はどうしても子供が捕まらないのだ。つまり猿のように馬車の後ろにぶら下がっている現行犯を取り押さえることができないのだ。
彼はまた馭者台を飛び下りてみた。これで三度目だ。十二三の少女が頬を真赤に上気させてすたすた歩いている。肩で刻むように息をしながら目がきらきら光っている。しかし少女は靴を履いていない。勘三がじっと少女を睨みつける。彼女は横の海に目をそらして、たったったと馬車を追っくてくる。
「チエッ」
勘三は舌打ちして馭者台に帰った。ついぞ見慣れない高貴に美しい少女は海岸の別荘にでも来ているのだろうと思って勘三は少し遠慮していたのだが、三度も飛び下りてつかまらないから腹が立ったのだ。もう一里もこの少女は馬車にぶら下がって来ているのだった。それが憎らしいばかりに勘三は大変愛する馬を鞭打ってさえ走ったのだった。
馬車が小さい村に入った。勘三は高らかにラッパを吹いてますます走っている。後ろを振り返ると、少女が胸を張り断髪を振り乱しながら走っている。片一方の靴下を手にぶら下げている。
間もなく少女が馬車に吸い付いたらしい。勘三が馭者台の後ろのガラス越しに振り返ると、少女の身を縮める気配が感じられた。しかし勘三が四度目に飛び下がりた時には、もう少女は馬車から身を離れて歩いている。
「おい、どこへいくんだ」
少女は俯いて黙っている。
「港までぶら下がってくるつもりか」
やはり少女は黙っている。
「港か」
少女は頷いた。
「おい、足を見な、足を。血が出ているじゃないか。お前さん、剛毅じゃな。」
さすが勘三は眉を顰めた。
「乗せて行ってやるよ。頼むから、中へ乗ってくるんだ。そこへぶら下がると馬が重いからよ。」
そう言って馬車の扉を開いてやった。
しばらくして勘三が馭者台から振り向いてみると、少女は馬車の扉に挟まれた洋服の裾を取ろうともせず、さっきの勝気な顔色は消えてしまって、静かに恥ずかしがって項垂れていた。


31、勘三が馬車の後ろにぶら下がった子供の「頭をごつんと殴った」のはなぜた。
[Ａ]愛馬の負担を必要以上に増やそうとしないから
[Ｂ]勘三は神経質の男で暴力を振るうのが好きだから
[Ｃ]事前に子供たちを危険から守ってやらなければならないから
[Ｄ]きれいにしておく馬車がよく子供たちに汚されてしまったから
32、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]そして			[Ｂ]そこで			[Ｃ]ところで		[Ｄ]ところが
33、文中に「大変愛する馬を鞭打ってさえ走った」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]何度もぶら下がった少女を捕まえられないので腹が立ったから
[Ｂ]小さい村まで馬車をずっと追いかけてくる少女に怒りを覚えたから
[Ｃ]別荘に住んでいながら何度も馬車にぶら下がってくる少女に怒ったから
[Ｄ]猿のように馬車の後ろにぶら下がった子供たちを押さえられなかったから
34、文中の「さすが勘三は眉を顰めた」から読み取れた勘三の気持ちに合うものはどれか。
[Ａ]馬車の後ろに乗られると馬がかわいそうだという気持ち
[Ｂ]何度飛び下がりても捕まらない少女にとてもかなわないという気持ち
[Ｃ]足から血を出しても追いかけてくる少女に感心同情し、また心配した気持ち
[Ｄ]胸を張り断髪を振り乱して追いかけている少女の粘り強さに感心した気持ち
35、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]街道の子供たちも少女も馭者の勘三を恐れているが、よくそのきれいな馬車に引き付けられている。
[Ｂ]少女は馬車の後ろにぶら下がっている街道の子供たちと違い、港まで行くために馬車を追いかけている。
[Ｃ]馬車にぶら下がっていた少女が馭者に乗せてもらったので、馭者に勝ったと思ってうれしくてたまらなかった。
[Ｄ]馬を愛しいる勘三は、坂道へさしかかるたびに馬車の後ろにぶら下がっている子供がいるかどうかを確かめるようにしている。


[四]

恥ずかしいことながら、地球の形を球ではなくて、たとえばみかんのような形として理解していたわたしは、    そのことを、常識的には球形と考えられているが、それは幼稚な考えであって学問的に正確に言うとボールではなくてみかん型だという形で受け取っていたわたしは    たいへんなシュックを受けた。
しかし、わたしと同じように、地球の形について学問的に正しい事実を完全に間違った形で受け取り、しかもその間違いを学問的に正確に言うという形で確信している例は、今でも案外多い。人をつかまえて聞いてみると、そろいもそろってみかん党である。中には高名の学者もある。高校生であるわたしの娘もそうであって、教科書を持ち出してわたしの言葉を否定する彼女に、間違いを    事実の間違いではなくて、事実の受け取り方の間違いを    正すためには、30年以上の中谷博士の文章を読んで聞かせることが必要であった。
試みに手元の「理科年表」で数字を当たってみると、エベレスト（珠穆朗玛峰）の高さは1943年版で8872ｍ、73年版で8848ｍ。……そして赤道半径と極半径も、6378.3880ｋｍと6356.9119ｋｍから、6378.160ｋｍと6356.775ｋｍへとそれぞれ変わっている。これらの数字の意味や性格や根拠についてわたしは知らない。ともかく、挙げられた数値のこの変化の背後には、30年間における諸学問のたいへんな    気の遠くなるような、そして、その努力の跡の一つ一つをたどることは、我々に学問の妙味を十分楽しませてくれるであろうような    深化と協力があっらに相違ない。しかしそれにもかかわらず、巧みに、そのねらいとするところからすれば極めて正確に、大ざっぱな数字を用いたこの文章の趣旨には、本質的な点では訂正を要する所がない。
読み返しながらわたしはこういう学問の深化の跡を味わい得る能力を持ちたいと思い、それはもう手遅くれであるから少なくともこれからの人には持ってほしいと心から強く思った。しかしそれにもましてわたしの関心を強く引いたのは、30年前のこの文章が今でも有効に啓蒙の意味を持っているという事実、（　ア　）、本来正確な事実であるところのものが、受け取りようによって完全に正しくない像の形成に結果する危険を持っている、という事実である。
地球の形は完全な球ではないという真理は、教育の普及によって、30年後の今では    中学生ではなく    小学生さえにも常識になっている。しかし、その正しいはずの知識の普及は、みかん党はの一億総加入という形になってはいないだろうか。恐ろしい話である。


36、文中に「たいへんなシュックを受けた」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]自分の地球の形についての認識があまりにも幼稚的なものだったから
[Ｂ]自分の不正確だと思っていた地球の形の知識は本当は正しかったから
[Ｃ]自分の地球の形に関する知識体系が非常識だとみんなに非難されたから
[Ｄ]自分が正確だと思っていた地球の形についての認識が間違っていたから
37、文中の「そう」は何を指すか。
[Ａ]私の言ったことを否定するために、教科書を持ち出して証拠等を探していた。
[Ｂ]私と同じようにおもしろ半分に人を捕まえて、地球の形について聞いていた。
[Ｃ]地球の形をみかんの形として理解するのは、学問的で正確だと確信していた。
[Ｄ]間違った受け取り方を正すために、中谷博士の文章を読むべきだと思っていた。
38、文中に「この文章の趣旨には、……訂正を要する所がない」とあるが、それはなぜか。
[Ａ]この文章は学問と関係のある数字を一切使用していないから
[Ｂ]この文章はもう訂正を加える意味がないほど古くなったから
[Ｃ]この文章は既に変化した数字に基づいた訂正が行われたから
[Ｄ]この文章はその啓蒙の意味が今でも全く変わっていないから
39、文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[Ａ]そのため		[Ｂ]ところが		[Ｃ]とはいえ		[Ｄ]すなわち
40、この文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]理科教育は数値から学問の深化と協力を理解する力を持たせることができないから、考えなおす必要がある。
[Ｂ]理科年表は書かれた内容の意味や数値の根拠がはっきりしないと、その正確さが疑われてしまう危険がある。
[Ｃ]学問的に正確な知識が普及しても、人々がそれを間違って受け取り、対象の本質などを誤解する危険がある。
[Ｄ]３０年前に書かれた文章の中の数字に問題がある場合、既に手遅れであってもすぐに訂正を加える必要がある。


Ｂ.次の文章の下線のついた部分を中国語にやくしなさい。（3点＊5＝15点）

人生は絶えざる選択の連続である。41、現代が選択の時代と言われるのは、ニュー・メディアなどの導入により生活の表面的選択肢が増えたからではない｡経済神話と神妙な精神主義に無抵抗であったこれまでの「会社人間」たちの世代が、だらしなくも、自ら選択を下すことを忘れていたからだ。狼は選択するが、羊の群れは選択しない。いったん群れの一員として馴致されると、これはこれで気楽の境遇といっていい。羊飼いに管理され、番犬に導かれるままに動いていれば、生命の危険はない、飢えることもない。でも、羊にだって多少の自尊心はある。42、本当は完璧に管理され、判断を放棄し、選択の勇気も持っていないのに、そうではないと思いたい。となると、自らを暗示にかけるか、いわば「疑似選択」を行うことによって、自己の存在証明を求めるほかはない。暗示は組織と自らを一体化しようという心の動きである。疑似選択はいくらでもできる。
「右に曲がれ」という番犬の命令に逆らうふりをして、ちょっと左へ走ってみるのがそれだ。他の仲間より少し早く走る自由がそれだ。あてがわれた餌のうち、これを食べ、あれは食べない、という選択もそれだ。しかし、実際にはこんな自由や選択にはたいした意味がない。あくまで主人が許容した範囲内での自由であれ、選択であるのだから。
43、人生は選択であるといったが、本当をいうと実生活において私たちに多くの場合、この種の選択をいかにもおおげさにしているに過ぎない。選択遊戯、といっていい。もともと進学、就職という誰が決めたか分からない人生コースをそのまま受け入れ、そのコース内での選択であるから、どう転んでもたいした違いはない。
結局のところはこれはみんな管理され、判断を放棄しているということ。選択を楽しむ、という程度の意味しかあるまい。
　44、たとえ日常生活の中の小さな選択でも、それが何らかの形で自ら目指す人生の実現にかかわってくる類の選択であれば、その一つが真剣勝負と思いたい。少なくとも、自己との対話においては、それだけ気を張って毎日を生きたい。
　45、個々の選択はいい加減にできないが、その当否はすぐ明かにはならない、日々の小さな選択の集積の収支決算がいつか徐々に表面化しはじめ、棺に入る直前になって人は「オレは然るべく生きた」あるいは「どうやらオレは選択を誤った」と初めて口にできるのではあるまいか。


III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさいい。

電子辞書の利用が多くなっている、伝統的な辞書に比べ、電子辞書の長所と短所について述べなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　	②「だ・である」体で書くこと
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Ⅰ・基礎知識（20点）
  次の文章を読んで、1～20の問に答えなさい。答えは選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを一つ選びなさい。

明治改暦以来１３５年経った。日本は旧暦を捨てて近代化に邁進しました。旧暦が（　1　）生きている中華文化圏との連体感も希薄になりました。
明治６年から新暦の運用が始まりました。五節句（　2　）始めとする年中行事やいろんな記念日の日付が、旧暦の日付がそのまま新暦の日付になります。明治５年１２月３日を明治６年元日にした時に、日付は２８日飛ばしたという。飛ばした一月は四季のある日本では、季節感を根本的に狂わ（　3　）のです。寒中に迎えるお正月を「新春」と言ったり、梅の季節の雛祭りを「桃の節句」と言ったりする矛盾が、改暦後に噴出しました。そこで我々の先輩が考え出したのが、三つの年中行事基準でした。
仲秋の名月が代表例です。仲秋の名月は旧暦８月１５日ですが、新暦の８月１５日では月象が一定しませんし、仲秋でもありません。そこで、旧の日付を新暦に換算していますので、日付は毎年（　4　）のです。２００８年は９月１４日、２００９年は１０月３日が仲秋の名月です。旧暦２月１日から１４日まで、東大寺の「お水取り」行事が行われます。旧暦２月は仲春です。新暦２月１日からこの行事を行えば、厳寒で季節が合わないので、仲秋の名月のように旧暦を新暦換算（　5　）、月象は無視して単純に一か月遅らせるのです。盂蘭盆会も旧暦７月１５日の行事でした。これも現在、月遅れお盆として、８月１５日に月象を無視して行われています。
旧暦６月が盛夏渇水期でしたので「みなづき」と言われ、日本各地で夏祭りが行われました。大阪「天神祭」も旧暦６月２５日の行事でしたが、新暦６月は梅雨ですので、一か月遅らせて７月２５日に行われています。（　6　）、季節感を合わせるために一か月遅らせた年中行事はたくさんあります。
中国・べトナム・韓国・朝鮮では、現在（　7　）春節が公式の祝日です。世界中に在住する華僑・華人を合わせると１５億人が春節を祝っていますが、日本（　8　）が季節に合わない新暦１月１日を、新春正月として祝っています。
五節句の、七草、雛祭り、端午の節句、七夕、重陽なども、旧暦の日付をそのまま新暦の日付（　9　）行っていますから、実際の季節よりも（　10　）一か月早い行事となっています。
俳句の季語で「七夕」がなぜ秋なのか。旧暦（　11　）秋が７月・８月・９月だったからです。子供の成長を祝う「七五三」も、本来は旧暦１１月１５日の行事でした。

(　1　)～(　11　)に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
1、[Ａ]また				[Ｂ]まだ			[Ｃ]ほんとに		[Ｄ]いまさら
2、[Ａ]が　			　　[Ｂ]の			　　[Ｃ]を		　　　　[Ｄ]に
3、[Ａ]れる			　　[Ｂ]せる			[Ｃ]せられる		[Ｄ]させる
4、[Ａ]変わる		　　[Ｂ]変わらない		[Ｃ]変える		　　[Ｄ]変えない
5、[Ａ]しなければ		[Ｂ]しないと		[Ｃ]せねば			[Ｄ]せずに
6、[Ａ]このように		[Ｂ]そのように		[Ｃ]あのように		[Ｄ]どのように
7、[Ａ]に			　　[Ｂ]は			　　[Ｃ]も			　　[Ｄ]が
8、[Ａ]しか			　　[Ｂ]さえ			[Ｃ]だけ			[Ｄ]ほど
9、[Ａ]として		　　[Ｂ]となって	　　[Ｃ]にたいして		[Ｄ]にかぎって
10、[Ａ]少ないけれど	[Ｂ]少なくとも		[Ｃ]多いけれど		[Ｄ]多くとも
11、[Ａ]でも			[Ｂ]にも			[Ｃ]には			[Ｄ]では
12、文中の「四季のある」の「ある」と同じ使いのものはどれか。
[Ａ]用事のある人は来なくていい。				
[Ｂ]上海のある喫茶店で彼と偶然会った。
[Ｃ]赤い字の書いてある看板がうちの店だ。			
[Ｄ]指導教官である田中先生は転勤するそうだ。
13、文中「考え出した」の「出す」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]やり出すと、もやめられない。
[Ｂ]緊張して、意見が言い出せない。
[Ｃ]昨日の午後から降り出した雨が止んだ。
[Ｄ]信号が変わると、車が一斉に走り出した。
14、文中「そこで」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]僕の家はすぐそこで、それほど遠くない。
[Ｂ]動かないで、そこで、待っていてください。
[Ｃ]分からなくて困った。そこで、先生に尋ねた。
[Ｄ]昨日、本屋行った。そこで、いい本を見つけた。
15、文中の「仲秋の名月のように」の「ように」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]いい学校に入るように頑張る。
[Ｂ]遅れないように早めに家を出る。
[Ｃ]どうも彼がやったように思えてならない。
[Ｄ]彼がよく人を助けるように私もよくお年寄りに席を譲る。
16、文中「行われています」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]社長はコーヒーを飲まれるそうです。
[Ｂ]昨晩、蚊が多くて、寝られなかった。
[Ｃ]展示会が来る５月に開かれる予定だ。
[Ｄ]彼の境遇が気の毒に思われてならない。
17、文中「季節感を合わせる」の意味に近いものはどれか。
[Ａ]季節への関心を示す。　　　　　　　[Ｂ]季節感覚を統一させる。
[Ｃ]季節の実感との一致を図る。　　　　[Ｄ]季節について感想をまとめる。
18、文中「世界中」の「中」と同じ使い方のものはどれか。
[Ａ]この前の事件は例外中の例外だ。　　[Ｂ]うわさが学校中に広まっている。　
[Ｃ]この問題についてはいま検討中だ。　[Ｄ]高原では、空気中の酸素が少ない。
19、文中の「日付」の読み方はどれか。
[Ａ]ひつけ			[Ｂ]ひづけ			[Ｃ]ひつき			[Ｄ]ひづき
20、文中「つゆ」の読み方はどれか。
[Ａ]つゆ			[Ｂ]つゆう			[Ｃ]うめう			[Ｄ]うめあめ


II・読解(55点)
Ａ・次の文章の[一][二][三][四]を読んで、21～40の問い二答えなさい。答えは選択肢
[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。


[一]

よく大学の就職部では、就職を控えた学生にこんなことを言う。「会社を訪問したときに、社員たちの歩く速度を見よ」と。歩くのが速ければ、それだけ活気に溢れている会社だという。
なるほど、確かにそうなるのだろう。しかしながら、だれもが走るような速度でバタバタ移動している、Ｆ社みたいな会社はどうだろう？
Ｆ社では、ノルマ（定額）を達成しないと、給料が出ないという掟があるのだ。よく新聞販売店で、ある程度の額を集金しないと、従業員を給料が出ないというケースがあるが、東証市場で二部上場しようかというＦ社で、こんなことが行われているから驚く。
テレビドラマの『愛という名のもとに』では、ノルマが達成できない証券マンが、上司に足蹴にされるという場面があったが、あれと同じような展開が営業部で行われているのだ。
朝、Ｆ社の社員たちはズラリと一列に並べられる。
課長：「おい、新田あ！今月はいくら売ったんだ？」
新田：「１２５万円弱です。」
課長：「なんじゃそりゃ？みんなァ、笑ってやろうぜ！」
となり、みんな不自然に笑うのだった。
また課長たちは、「客なんてカボチャみたいなものなんだからな。向こうが聞こうが聞いてまいがこっちで勝てに喋ればいいんだよ、そう思うだろう？」
なんてことを平然と言う放つ。さらに驚くべきことに、ここでは十万円単位で買う客をゴミと呼び、千万単位の客を「お代官さま（官老爷）」と言うそうな。ある社員は、「売上が悪いヤツから解雇されていく。オレたちが働いているのは、“つぎはオレが切られるかもしれない”という恐怖感からなのだ」と、告白している。
ノルマがきつい職種うといえば、やはり商社の営業を語らないわけにはいかない。
商社のＫ社には、『いつもニコニコ、正確な伝票』という標語がある。
この会社では、かつて営業マンが数字を上げようと思って、策を弄する事件が目立っていた。ある程度、馴れ合っている取り先「ちょっと伝票書いてよ」と伝票を起こさせて、それに何％かの手数料を載せてしまう。
商品が動いていなくても、伝票で操作ができるわけだ。でも、架空の売り上げだから、金は振り込まれない。そうすると、それを隠すため、別の商品を動かさなければならなくなる。Ｓ商事には、それが積もり積もって２億の赤字を出した社員がいたが、本人は懲戒免職になり、部長は左遷、担当役員は全員が出向になったそうな。当たり前のことを標語にしなくてはならないところに、ノルマに追われる人々の悲哀がある。

21、文中に「会社を……速度で見よ」とあるが、なぜそう言っているのか。
[Ａ]歩くのリズムからその会社の給料がわかると思うから
[Ｂ]歩くのリズムから会社の業績が予測できると思うから
[Ｃ]社員の歩くリズムに合わせて歩くと就職しやすいと思うから
[Ｄ]速く歩ければ速く歩くほど活気に溢れてくるものだと思うから
22、文中に「こんなこと」とあるが、それはどんなことですか。。
[Ａ]任務が達成できなければ、体罰を受けたりすること
[Ｂ]任務が達成できなければ、足蹴にすると脅かされること
[Ｃ]任務が達成できなければ、給料が出なかったりすること
[Ｄ]任務が達成できなければ、集金に行かされたりすること
23、文中の「笑ってやろうぜ」と言っているが、そこにはどんなねらいがあるか。
[Ａ]成績の悪い社員を笑わせて、みんなの緊張を解こうとしている。
[Ｂ]成績の悪い社員を笑って、みんなではずかしめようとしている。
[Ｃ]成績の悪い社員の不自然な笑いを、みんなでけなそうとしている。
[Ｄ]成績の悪い社員に変なまねをさせて、みんなに笑わせようとしている。
24、文中の「平然と言う放つ」とあるが、なぜ「平然」と言い放つのか。
[Ａ]客を客とも思わない、軽視したから
[Ｂ]客を尊重し、敬意をはらっているから
[Ｃ]大胆で落ち着いた態度を示そうとするから
[Ｄ]重要なことを平易な言葉で言おうとするから
25、この文章で筆者が言いたいことは何か。
[Ａ]常に解雇を心配している社員たちの悲惨な境遇を解決すべきではなかろうか。
[Ｂ]ノルマ達成に翻弄される会社がほんとうに活気ある会社といえるであろうか。
[Ｃ]就職を控えた学生は、会社訪問を通して活気ある会社の調査をすべきであろう。
[Ｄ]活気ある会社にするため、社員に体罰を加えるのもやむを得ないことであろう。


[二]

人に話を聞いて心からおもしろく感じる。長年経験してきたことが、改めてそれをくりじ返し経験して、どういう話が本当におもしろいだろうかと考えみたことがあった。
具体的ないくつかの例を思い出しつつ、正直に言って、自分にはどういう人の話が心からおもしろいか、と思案してみると、僕に浮かんできた単純な答えは、それぞれに吟味された言葉で話す人の話、というものだった。その人に話に、一つか二つ本当に吟味された言葉が工夫されていて、それが話の骨格をなす時、その場でも新しい知恵の微風に額をなでられるような気がするし、その言葉を手がかりにして、後々まで話のおもしろさをよみがえらせることができる。　
もうずいぶん以前のこと、家族の皆で四国の森の村に帰省したことがあった。長男は祖母になじんで、特に二人が一緒に過ごす時間が長かった。
そして東京へたつ日、帰りの飛行機の中でしきりに気にかけていることがあった。家を出る時、光はおばあちゃんにそれも大好きな声で、「元気を出して、しっかり死んでください！」と言ったというのだ。「はい、元気を出して、しっかり死にましょう、しかし、光さん、お名残惜しいことですな！」と母は答えたそうなのだが……。
そのうち、光は妹とよく話し合った上で、電話で訂正することになった。彼は次のように受話器へ向けて話している間、家族みながわきに集まって、故郷の村での反応をはかるようであったことを覚えている。「誠に失礼しました、言い方が正しくありませんでした！（ア）！」
母は笑って受け止めてくれている様子。彼女はその後大病をして、幸いにも回復したが、しばらくたった後、世話をする妹にこういうことを言ったそうだ。「自分が病気である間、一番力づけになったのは、思いがけないことに、光さんの最初のあいさつであった。元気を出して、しっかり死んでください！その言葉を光さんの声音のままに思い出すと、ともがく勇気が出だ。もしかしたらそのおかげで改めて生きることになったのかもしれない。」
光は家族の中でたいていいつも黙っている。そして田舎の村でも、母が問わず語りをするように、自分が年をとってしまったこと、これからの大仕事が死ぬことだということ、今までたいていのことは経験してきたけれども、死ぬことだけは初めてだからしっかりしていなければならない、というようなことを話すのを聞いていたのだろう。妹も同じ内容の話をしばしば聞かされたというから。そして自分の心にわき起こったものを吟味に吟味して胸のうちの言葉にしていたのだろう。それを本当に名残おしく感じる別れに際して、口に出したわけなのだ。
そして障害を持った孫によって吟味された言葉がおばあちゃんを力づけ、大病を耐え抜かせる起こったのだと思う。僕は光の言葉を、自分自身のやがて来る日のためにもよく覚えておきたい。

26、文中の「その言葉」とは、どういうことか。
[Ａ]吟味に吟味されだ言葉　　　　　　　[Ｂ]心から力づけられた言葉
[Ｃ]可笑しく面白く思った言葉　　　　　[Ｄ]繰り返し聞いてきた言葉
27、文中に「しきりに気にかけていること」は何か。
[Ａ]祖母と別れる時の光の態度のこと
[Ｂ]祖母と別れるときの光の挨拶のこと
[Ｃ]祖母の高齢で健康状態が良くないこと
[Ｄ]祖母と一緒に過ごす時間が短かったこと
28、文中の（ア）に入れるものはどれか。
[Ａ]元気を出して、しっかり治してください。
[Ｂ]元気を出して、しっかり死んでください。
[Ｃ]元気を出して、しっかりやってください。
[Ｄ]元気を出して、しっかり生きてください。
29、文中に「そのおかげで……かもしれない」とあるが、なぜそう言ったのか。
[Ａ]光のことばに若さと元気が溢れていたから
[Ｂ]光のことばにある種の力づけを感じたから
[Ｃ]死ぬまでにはまだ程遠いものだと感じたから
[Ｄ]死ぬことをそんなに怖いとは思わなくなったから
30、文中の「やがて来る日」とは、どんなときを指しているか。
[Ａ]年をとったとき　　　　　　　　　　[Ｂ]死に損なうとき
[Ｃ]大病になったとき　　　　　　　　　[Ｄ]死がおとずれるとき


[三]

数ある関西の損の中で、言葉の問題がある。いわゆる標準語を称するもの、これはあきらかに関東弁の一種だ。それを、いまさら共通語と言い換えてみたところで、実際には同じことである。無理やりに、こういうものを押し付けてもらっては困る。本気であんなものを奉じしなければならぬとすれば、関西の人間にとって、これは大問題であると言わなければならない。
標準語のおかげで、関西ではどういうことが起こっているか、実例を挙げよう。この間、豆記者社会探訪という大阪放送を聞いた。数人の小学生が、警視庁のパトロール・カーに乗りこんで、市内を巡回する。その車内での警官と子供との問答を録音している。警官は大阪の人らしくちゃんとした大阪弁で、なかなかよくわかる。親切な説明を与えている。子供のものの言い方を聞いて、これはいけないと思った。緊張していて、何かを棒読みに暗唱しているように聞こえる。どの子供も、アクセントの点を除いては、標準語らしきものを話しているのだが、標準語であろうとする努力で精一杯で、言おうとする内容にまで注意が届かぬというふうだった。舌足らずで、もどかしい。落ち着きがなく、不自然である。それは、まるで言葉になっていない。質問に子供らしい新鮮さがなければ、素朴な驚きの表現もなかった。子供は話すことができなくなっている。大阪の小学校さえも標準語を子供に強いるなどという、愚かな教育をしているのだろうか。放送は結局あまり面白くなかった。放送の面白くないのを一挙に標準語のせいにしてしまったは、少々苦情が出るかもしれない。わたしは、標準語というものが、躍動する心の動きを全く表現できぬほど粗雑なものだとは、一般論としては必ずしも主張しない。ただ、明らかなことは、関西の人間にとって、標準語というのは、まさにそういう不便なものである。標準語で思うことを自由に話せるようになるなんて、容易なことではない。よっぽど、物好きでなければ関西の人間は標準語をしゃべれるようにはならない。

31、文中に「実際には同じことである」とあるが、何を言っているのか。
[Ａ]関東弁も関西弁も、心の動きを表現する点ではまったく同じである。
[Ｂ]関東弁も関西弁も、書くのは違っていても、発音はみな同じである。
[Ｃ]関東弁を標準語・共通語と言っても、関西人が損することに変わりがない。
[Ｄ]関東弁を標準語・共通語と言っても、一方言であることには変わりがない。
32、文中の「ちゃんとした大阪弁」は警官の話し方であるが、これと対照的な子供の話し方を指している言葉はどれか。
[Ａ]新鮮さのないもの			　　　[Ｂ]標準語らしきもの			
[Ｃ]素朴な驚きのないもの		　　　[Ｄ]親切な説明をしているもの
33、文中の「素朴な驚きの表現もなかった」のは、なぜか。
[Ａ]相手は大阪弁なので、それに影響されているから
[Ｂ]警官との問答で、なんとなく怖さを感じているから
[Ｃ]標準語を話そうとすることで一生懸命になっているから
[Ｄ]言おうとする内容を忘れ、思い出すのに精一杯であるから
34、文中の「そういう」に置き換えるものはどれか。
[Ａ]少々の苦情が出るほど
[Ｂ]言葉になっていないほど
[Ｃ]躍動する心の動きを全く表現できぬほど
[Ｄ]緊張していて、棒読みに暗唱しているほど
35、文章の内容に合っているものはどれか。
[Ａ]標準語を大阪の子供に強いるのは愚かなことだ。
[Ｂ]関東弁よりは大阪弁を標準語とする方がよい。
[Ｃ]大阪弁は標準語よりも、新鮮さ・面白さで勝っている。
[Ｄ]一般的に大阪弁は標準語より心の動きを述べるのにふさわしい。


[四]

文字の発生は、大きな変化を社会にもたらした。文字という新しいメディアは、どのような影響を人間社会に投げかけたのであろうか。それまでの言葉によるコミュニケーションは、発音に抑揚があり、多くは身ぶりや手ぶりを伴ったであろう。大事なことは繰り返し繰り返し大きな声で話される。（ア）、文字や文章は抑揚も身ぶりや手ぶりもない人間味に欠けた冷たい表現方法である。情報と記号の世界であるが、必要であれば何回でも読み返して、同じ内容に接することができる。
文字の効用は、言葉や事柄を記録するということであろう。文字によって残された日々の生活に関するデータ、ある時にひらめいた知恵は、記録によって後世に受け継がれる。文字を読んだ人は、先人の知恵を借用してそのレベルから思考を始めることができる。文字の形で残された情報のちちくせによって、それまでは聞いたことを忘れ、何回も同じ過ちを繰り返していたであろう人間の知恵は、雪だるま式に増大する。（イ）を超えたコミュニケーションの始まりである。
記録した人は、その記録を見て内容を確かめることができる。頭の中で考える限り、先に考えたことは忘れられたり変わったりしてしまうが、記録を見れば正確に思い出す。それを見てまた考える。自分の手で苦労して書いて、それを自分の目で見て、必要なものは残し、疑問のあるものは捨てる。自分とのコミュニケーションがそこに成立し、より深く考える人間が出現する。
記録された文字はまた多くの他人の目に触れる機会を待つことになる。その議論が起き、批判が生まれ、一人の意見は他の意見をいれて整理され、知恵は急速により高度なものに成長する。現在の学術論文を思い浮かべればよいだろう。書かれたものを多くの人が読む、同じものを読むということは多くの人が同じ知識を共有することにほかならない。文字に記録された事柄は、いつまでたっても同じことを教えてくれる。テキストはそうしたものである。
絵文字は生活の中で接しているものの形から発しているので、比較的理解はしやすかったであろうが、記号としての意味は次第に拡大して、抽象的な意味を表す文字が次第に増えてくると、そこに必然的に学習という習慣が発生する。
こうして文字の効用、文字による記録がもたらした社会への影響を考えてみると、現在の社会は文字の使用を前提とした基底の上に成立していると言ってよいだろう。

36、文中の（ア）に入れるものはどれか。
[Ａ]一方　　　　[Ｂ]だから　　　　[Ｃ]結局　　　　[Ｄ]まして
37、文中の（イ）に入れるものはどれか。
[Ａ]時間　　　　[Ｂ]論理　　　　　[Ｃ]知恵　　　　[Ｄ]生活
38、文中の「自分とのコミュニケーション」とは、どういうことか。
[Ａ]自分が苦労して書いたものをしっかりと清書すること
[Ｂ]記録したものに目を通し、再度調べて正確にすること
[Ｃ]文字データを覚え、人とのコミュニケーションに使うこと
[Ｄ]自分の書いたものに再び目を通したり、見直したりすること
39、文中の「テキスト」の意味として、正しいものはどれか。
[Ａ]多くの人が共有できるように本として整理し、出版したもの		
[Ｂ]記録された知識を必要に応じて学術論文として整理したもの		
[Ｃ]記録された知恵が、人々の批判や体験を通じて整理されたもの		
[Ｄ]絵文字なども含めて人々が理解しやすいように整理されたもの
40、文中「文字の効用」の解釈として、筆者の考えに合っているものはどれか。
[Ａ]現代社会が成り立つ士台となる。
[Ｂ]先人の高度な知恵を継承できる。
[Ｃ]抽象的な意味を表すことができる。
[Ｄ]日常生活の事柄を正確に記録できる。


Ｂ.次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（3点＊5＝15点）

41、大抵の人が、新しく知ったことについて、いい気になりすぎる。それにばかり目を注いているものですから、かえってほかのことが見えなくなる。峠の上で自分が新しく知ったことだけが、知るに値する大事なことだと思い込んで、それにまだ気づかぬ谷間の人々を軽蔑する。あるいは、憂国の志を起こして、その人たちに教えこもうとする。42、が、そういう自分には、もう谷間の石ころが見えなくなっていることを忘れているのです。同時に見いだしたばかりの新世界にのみ心を奪われて、未知の世界に背を向けている自分に気づかずにいるのです。
こうして、知識は人々に余裕を失わせます。いや、逆かもしれない。知識の重荷を背負う余裕のない人、それだけの余力のない人が、それを背負いこんだので、そういう結果になるのかもしれません。43、というのも、知識が重荷だという実感に欠けているからでしょう。もっと皮肉にいえば、それを重荷と感じるほど知識を十分に背負いこまずに、いいかげんですませているからでしょう。しかし、本人が実感しようとしまいと、知識は重荷であります。自分の体力以上にそれを背負い込んでよろめいでいれば、周囲を顧みる余裕のないのは当然です。それが無意識のうちに、人々の神経を傷つける。みんないらいらしていく。そうなればなるほど、自分の新しく知った知識にしがみつき、それを知らない人達に当り散らすということになる。そうしてますます余裕が失うのです。
家庭における親子の対立などというものも、大抵はその程度のことです。旧世代と新世代の対立というのも、そんなものです。が、新世代は、自分の新しく知った知識が、刻々に古くなりつつあるの気づかない。44、ですから、あるときがくると、また別の新しい知識を仕入れた新世代の出現に出会って、愕然とするのです。そのときになってはじめて、かれらは自分には荷の重すぎた知識であったことに気づき、あまりにもあっさりとそれを投げすててしまう。すなわち、自分を旧世代のなかに編入するのです。とにかく、知識のある人ほど、いらいらしているという実情は、困ったものです。もっと余裕がほしいと思います。知識は余裕をともなわねば、教養のうちにとりいれられません。45、対人関係において、自分の位置を発見し、そうすることによって、自分を主張するのと同様に、知識に対しても、自分の位置を発見し、そうすることによって、知識を、そして自分を自由に操らなければなりません。そうでなければ、荷物の知識に、逆に操られてしまうでしょう。知識に対して自分の位置を定めるというのは、その知識と自分との距離を測定することです。この一定の距離を隔てるというのが、とりもなおさず、余裕をつくることであり、力を抜くことであります。くりかえし申しますが、それは教養というものなのです。

III.作文（25点）
46、次の指示にしたがって、450字～500字の作文を書きなさい。

中国語に「换位思考」という言葉があるが、相手の立場になって物事を考えることである。これについてどう理解しているか。例を挙げながら、自分を考えを作文に書きなさい。

注意：①漢字を使うべきところは漢字を使うこと
　	②「だ・である」体で書くこと
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Ｉ.基礎知識（２０点）
次の文章を読んで、１～２０の問いに答えなさい。答えは選択肢[A][B][C][D]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。

　「読む」ということについてなど、だれもあまり考えてみることはしない。しかし、「読む」こと（　１　）真正面から取りあげて考えてみると、本当はなかなか難しいのである。
　かつて、ある生徒の答案があまりにも素晴らしく、（思う存分）大きく「グッド」と書いて、賞賛の言葉を書き連ねたことがある。問題文は難解、設問もその文章の思想の根っこを把握するもので、こんな問題のできる生徒がいるといいな、そう考えながら作った問題であった。ほとんどの生徒が見当もつかずにピントの外れた解答をしている中で、その答案は、的確に読み取り、確かな論理で思索し、そして完璧な内容を緊密な文体で表現していた。「グッド」は、そんな答案に（　３　）感嘆の叫びだったのである。
　それから五年後、大学院生になっている彼と会う機会があったが、驚くべき（　４　）、彼はそのときのことを鮮明に覚えていて、次のような話をしてくれた。
　僕はサッカーのエースストライカー（主力队员）でした。中学でも、高校でも、僕がいなければチームは勝てないと内心思っていました。ある時など、ディフェンダー（守门员）から「おまえはいいなあ、足でボールを蹴っているだけで威張っていられるんだから。おれなんか体で阻止しているのに、ちっとも認めてもらえねえや。」と嫌味を言われたこともありましたが、僕が（　５　）なのは当然のことだと思っていました。ところがある大きな大会への出場権をかけた試合に、監督が僕を後ろに下げたんです。僕はその理由を考えるより先に、（　６　）こんな大事な試合に僕を下がらせるのかと、憤然としたままゲームをやりました。ゲーム（　７　）勝ちました。先生は、僕を下げたこと（　８　）何も言いませんでした。僕の心には、憤りと不満とだれにとも知れない敵意が（　９　）ありました。ところがある時、突然、僕は一体チームの中でどういう存在だったのだろうかという思いが沸い（　１０　）のです。僕は一体どういう奴なんだ、僕はどんなふうに皆に思われているのだろう、僕とは一体なんだ。そんなふうに思い悩んでいた時、先生のテストで「グッド」と書い（　１１　）のです。
　この話を聞きながら、コトンと胸に落ちた（　１２　）があった。それは、物が「見える」ためには、逆説的ではあるが、自分がないこと、己の「我」がないこと、かっこ良く言えば、自分が一個のvain（空虚）であることが必要ではないかということである。彼の場合も、自分を高しとする思い上がりを捨てて誠実に自分と向き合う気持ちになっていたからこそ、問題の文章がよく読めたのではないか。おそらく、このときの彼の心は、柔らかく伸びやかな何もない広がりであったはずだ。

（　１　）～（　１２　）に入るもっとも適切なものはどれか。
1.[A]に       　[B]を     　　　　[C] で          　　　[D]へ
2. [A]思わず     [B]思う存分     　[C]思いのほか         [D]思いもよらず
3. [A]面する     [B]対する     　　[C]接する           　[D]関する
4. [A]ことを       [B]ことで　     　[C]ことは　　         [D]ことに
5. [A]スター       [B]スキー     　　[C]スローブ           [D]スタート
6. [A]なんか       [B]なんて     　　[C]なんで           　[D]なんと
7. [A]をも　       [B]には　　　     [C]とは　　           [D]のも
8. [A]に対して     [B]に応じて　     [C]において           [D]について
9. [A]きっと       [B]やっと　　     [C]ずっと　           [D]もっと
10. [A]てきた      [B]てみた　　　   [C]ておいた           [D]ていった
11. [A]てあげた    [B]てしまった     [C]てやった           [D]てもらった
12. [A]の　　　    [B]わけ　　　　   [C]こと　　           [D]ところ
13.文中の「考えながら」の「ながら」と同じ使い方のものはどれか。
[A]あの男の子は若いながら、よく気がきいている。
[B]学生でありながら、ブランド品ばかり使っている。　　　　     
[C]田舎の叔父は貧しいながら、幸せな一生を送った。　　           
[D]車を運転しながら、電話をかけるのは危ないことだ。

14. 文中の「大学院生になっている」の「ている」と同じ使い方のものはどれか。
[A]お母さんは、今台所で料理をしているんですけど······。　　　       
[B]もう１０時だから、どこのデパートも閉まっていると思う。　　　　     
[C]ほら、あそこを歩いている人は新しく来た近代文学の先生だよ。　　           
[D]あのTシャツを着いている人は朝から家の前をうろうろしている。

15. 文中の「威張っていられる」の「（ら）れる」と同じ使い方のものはどれか。
[A]わたしは夜型で、そんなに早くは起きられませんよ。　　　       
[B]この写真を見ると、小学時代のことが思い出される。　　　　     
[C]祖母に死なれた彼はすっかり元気を無くしてしまった。　　           
[D]先生は講演した後、すぐ空港に向かって国へ帰られた。

16. 文中の「チームの中で」の「で」と同じ使い方のものはどれか。
[A]北京のような大都会で、住宅問題に悩んでいる若者が多い。　　　       
[B]租界だったこの辺りの建物は、石でできているものが多い。　　　　     
[C]大雨で中止になったサッカーの試合は、次の日に行われた。　　           
[D]東京から新幹線に乗れば、３時間ぐらいで大阪に着きます。

17. 文中の「『見える』ため」の「ため」と同じ使い方のものはどれか。
[A]今年は夏が暑かったため、エアコンがよく売れた。　　　       
[B]台風が来るため、空港は閉鎖されることになった。　　　　     
[C]生活がゆたかになったために、平均寿命が延びている。　　           
[D]留学するために、一生懸命に働いてお金をためている。

18. 文中の「ということ」と同じ使い方のものはどれか。
[A]国道１０１号線の入口で、交通事故があったということだ。　　　       
[B]ボランティア募集の締め切りは来月の末だということだ。　　　　     
[C]この諺の意味は時間を大切にしなければならないということだ。　　           
[D]山田さんは近く会社を辞めてフランスに留学するということだ。

19. 文中の「把握」の読み方はどれか。
[A]ばあく　　　   [B]はあく　　　　   [C]ばわく　　        [D]はわく

20. 文中の「蹴って」の「蹴」の読み方はどれか。
[A]か　　　   　　[B]さ　　　　   　　[C]け　　        　　[D]き

II．読解（５５点）
A． 次の文章の[一][に][三][四]を読んで、２１～４０の問いに答えなさい。答えは選択肢[A][B][C][D]からもっとも適切なものを１つ選びなさい。（２点X２０＝４０点）

[一]　
　日本には現在、朝日、毎日、読売という三大組がある。これに、日経、産経を加えて五大組と称することもあるらしい。
　新聞というものを、わたしはすでに数十年前からほとんど読まないことにしている。それをひそかな誇りにしている。
　なぜ読まないか、話は簡単である。読み比べて、何の区別もないからだ。久しく前から、新聞を作る人たちが自分は言葉のプロであり、文章を書くことによってメシを食う職業人であるという意識を、徹底的に喪失してしまった。売文業者であることを忘れて果てた。事件が起こり、その事件を二足す二は四
　　という文体で報道するだけならば、それはジャーナリズムとは言えない。ジャーナリズムとは、文章である。もちろん、事実は伝えなければならない。が、その事実を伝えるにも無限の方法があり、発想があることを、みな忘れてしまった。二足す二は四という文章ばかりである。
　（　ア　）、どれを見ても区別のつかない新聞に、区別をつけるのはコラム（专栏）である。いい日本語、面白い文章、楽しい文章、読んでも啓発される文章　　そういうもので書かれたコラムがあるかないかが、新聞の生命を決定するとわたしは考える。
[bookmark: _Hlk481244174]　大正末期から昭和にかけて、かなり長い間毎日新聞は薄田泣董の「茶話」というコラムを載せていた。当時の毎日新聞はたった一つ、この「茶話」のコラムだけで売れていたんだ。座布団サイズの新聞が、ハガキ大のスぺースのコラムで売れていたのである。が、それは当然のことだったろう。その頃、まだ新聞はその文章によって読まれるという、本来の機能と美徳が生きていた。新聞を作る人の意識の中に文章を売るという意識があったのだと思われる。
[bookmark: _Hlk481249109][bookmark: _Hlk481249213]　これに対抗するため朝日新聞が持ち出してきたのが、杉村楚人冠のコラムである。どちらかというと、わたしは薄田泣董の文章のほうが好きである。いま読み返してみても、なお読むにたえるユーモア、柔らかさ、清新さ、色々なものを含んでいる。こういうコラムというものが、もうなくなってしまった。あのコラムがあるために新聞を読もうという喜びが、ことごとく死に絶えてしまった。もちろん、外部の偉いセンセイたちに頼んでコラムを書いてもらう欄はいくらでもあるし、どの新聞にもある、が、その内容自体が凡庸、陳腐、お粗末······ことごとくこれで、全然面白くない。にもかかわらず、止められないでいる。だれも読まないのに止まられないという点では、死亡広告の記事に似ている。
　ニュースそのものは、現代、即刻テレビで報道されてしまう。そして、ロコミというコミュニケーション機関もある。従って、新聞の権利回復はいまこそコラムにかかっているのである。読みたくなるようなコラム、これが新聞なんだ。

21. 文中に「新聞というものを、······している」とあるが、それはなぜか。
[A]新聞の文章を書く人たちは文章で生計を立てる必要がなくなったから
[B]新聞は事実を伝えなければならないという義務を徹底的に忘れたから　　　　   　　
[C]新聞の内容はどれもこれも大体同じで変化がほとんど見られないから　　        　　
[D]新聞は朝日などのいわゆる三大組また五大組に独占されているから

22. 文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[A]なお　　　   　[B]さて　　　　   　[C]そのため　　       [D]すなわち

23. 文中の「それ」は何を指すか。
[A]字数の少ないコラムが当時の毎日新聞を支えていたこと　　　   　　
[B]薄田泣董の書いたコラムを長い時間毎日新聞に載せていたこと　　　　   　　
[C]美しい日本語で書かれたコラムが新聞の生命を決定していたこと　　        　　
[D]新聞の本来の機能と美徳が当時の日本社会ではまだ生きていたこと

24. 文中の「新聞の権利回復は······かかっているのである」とあるが、それはなぜか。
[A]現在はどの新聞のコラムの内容もつまらなくて清新さが全くないから　　　   　　[B]テレビはコラムのような形でニュースを報道することができないから　　　　   　　[C]ニュースを即刻に報道する面において新聞はテレビには勝てないから　　        　　[D]コラムから新聞を読む喜びを味わいたい人がいないわけではないから

25. この文章の内容に合っているものはどれか。
[A]現在の新聞をつくる人たちは自分が文章で生きていることを完全に忘れた。　　　   　　[B]だれも読まない新聞のコラムがいずれ死亡広告の記事に取り替えられよう。　　　　   　　[C]朝日新聞と毎日新聞の競争が現在のような清新なコラムの文章を生み出した。　　        　　
[D]事実を報道する場合には新聞の文章は作者の発想や意見などを避けるべきだ。

[二]
[bookmark: _Hlk481417221]　一人の人が一生のうちに、何人の先生にものを教えてもらうだろう。幼稚園から始まって学校の先生方は言うまでもないが、この頃は学校外にお稽古事をするのが流行で、小さい人がピアノとかバレエとか特別の先生についている。学校を卒業したお勤めの人たちも色々先生をもっている。生花・茶道路組もあるし、手芸組、スポーツ組、実用組の人は薄記・筆記・タイプライターと何でも次々に習得しようというのもある。
　主婦はタイプや筆記を習っても、それを生かして働きに出るだけの時間のゆとりがないから、こういう勉強をする人は少ないらしく、スポーツもいまさらテニスは骨が折れるし、　　手芸が多いだろうか。
　知人に生花・茶道の先生があるが、忙しい中に暇を作っては、書道・日本舞踊と習って歩く。人にものを教える商売は、つつしみがちになるので、気がふけていけない（怀疑是真题打错，気が抜けてはいけない）と言う。先生と呼ばれれば、いつもどこからか多数の生徒に見られている、と覚悟していなければならぬ。「学ぶ」は「まねぶ」であって、真似る意味があるのだから、見られているということは真似られることだとまずはそう思わなくてはならない。真似られて恥をかくようなことはできないから、いつも謹んでいる。すると着物でも何でもつい地味に落ち着いたものを選ぶようになるし、気持ちもなるべく平穏にと心がけるので、いつしか年齢よりふけてしまう。けれどもお弟子さん方は欲張りで、ふけて落ち着いている先生は好きなくせに、ふけ込んで若さを失っている先生なんかは大嫌いなのだそうだ。ふけていて若々しくなくては、生徒たちに人気がないのだそうだ。難しいものだ。
　ものを習えば若々しく見えるという。それでその先生たちはせっせと稽古事をして、活気を絶やさないように心がけ、かつ楽しんで生活をしているのである。
　授業料を出す出さないにかかわらず、教えてくださいと願う以上は、教えてくれる人は先生である。でも願わないで教えてもらう縁もたくさんある。私にも学校の先生のほかに、幾人かの先生のお世話にもなり、また願わないで教えてもらった師もたくさんある。ふと読んだ本、通り掛かりで見てはっと納得した光景等々、何人の師に逢っているかと思うとき項垂れて感謝する。その中で大きな師が一人いる。
　死である。私は十年ほど前に父の死にあったのだが、あの死にあったのでどんなにいくつものことを教えられたか、数えることも何もできないのである。死というのは、人生の最後のところに控えた大先生であると思う。だが、この大先生にあって教えを受けるのは、　　頭の悪い、しかもなまけもののみなのだ。死は師である、と私は思っている。

26. 文中の「こういう勉強」の内容はどれか。
[A]ピアノのような芸術的なもの　　　   　
[B]タイプのような実用的なもの　　　　   　
[C]生け花のような伝統的なもの　　       
[D]テニスのような体力的なもの

27. 文中に「つつしみがちになる」とあるが、それはなぜか。
[A]いつも他人に注目されて模倣されていることをよく知っているから
[B]若くても年齢が上だという印象を学生に与えたいと思っているから　　　　   　
[C]落ち着いた服を着て学生を教えることがすでに常識になっているから　　       
[D]忙しくても書道や日本舞踊など教養となるものの勉強をしているから

28. 文中に「難しいものだ」とあるが、なぜこのように言うか。
[A]学生は授業料も出さずに先生にものを教えてもらうこともしばしばあるから
[B]学生は生け花や茶道の先生に書道などのことを教えてもらうこともあるから　　　　   　
[C]学生は欲張りで気持ちの平穏で落ち着いた実際年齢の若い先生が好きだから　　       
[D]学生はふけて落ち着いているけれども若さを失っていない先生が好きだから

29. 文中の「死は師である」とあるが、なぜこのように言うか。
[A]人間がふけてしまうと、死だけが実際に何かを教えてくれる存在になるから　　　   　
[B]感謝はしないが、死は本に書かれていないことをたくさん教えてくれたから　　　　   　
[C]頭が悪くてなまけものの人間が、死に直面して初めて勉強するようになるから　　       
[D]願わないことであるが、父の死から考えさせられることがたくさんあったから

30. この文章の内容に合っているものはどれか。
[A]学校を卒業した人たちの先生の中で、実用組の先生がもっとも多い。　　　   　
[B]スポーツ組の先生は仕事が忙しいので、地味な服がもっとも似合う。　　　　   　
[C]人の一生にあった先生の中で、願わないで教えを頂いた先生もいる。　　       
[D]実際年齢が知られたくないので、若々しく振舞っている先生もいる。

[三]
　現在はどうだかわからないが、ロシアガソ連（苏联）だったころ、男の人も女の人も、一歩家を出る時は必ず、買い物袋を持っていたという。どうしてかというと、いつ、自分の欲しいものが売りに出されるかわからないからなのだそうだ。
　そのソ連では、街を歩いていて行列ができていると、人は必ず、とにかくその行列の一番後ろに並ぶという。何のための行列だかわからなくても、まず並ぶのだそうだ。
　その列は、りんごの売り出しのための列かもしれない。牛肉の列かもしれない。トイレットペーパーの列かもしれない。とにかく並んでみて、自分が欲しいものであったならば、例のいつも持ち歩いている買い物袋を引っ張り出して、その品物を買うというわけである。こういう時のために、ソ連の人はいつも買い物袋を持って歩いているのだ。
　この買い物袋のことを、ロシア語では「アボシカ」という。そしてこのアボシカの本来の言葉の意味は「もしかしたら······」という意味なのだそうだ。
　私はこの話を聞いた時、ふっと自分自身の日常生活を考えた。
　もちろん、出掛けるごとに買い物袋を持って行く······などということはしていない。たとえ外で何かを急に買ったとしても、日本では、その品物は袋に入って渡されるから、その必要性もないのである。
　確かに便利ではあるけれど、私たちは、こうした行き届いた暮らしの中で、少しずつ、何かを忘れてしまっているような気がする。
　人は、今日（　ア　）を知らずに生きている。まるでソ連の人が家を出る時のように、私たちも一日を生きているのである。
　もしかしたら、心が洗われるような音楽に出会うかもしれないし、人生を変えてしまうような本に出会うかもしれない。考え方を改めるような映画に出会うかもしれないし、心の支えとなるような人に出会うかもしれない。涙ぐむような光景に出会うかもしれないし、力強い言葉に出会うかもしれない。
　どんなものにぶつかるか、私たちは何も知らずに生きているのである。
　果たして私たちは、そんな大切なものに出会った時、それを自分のものにしてしまえるような買い物袋を持っているだろうか。
　せっかくいいものに出会うことができても、それを自分の心の中に取り込まない限りは、ただの「いいもの」で終わってしまう。自分の心で感じ、自分の頭で考え、それを自分のものにしなければ、何もならないのである。
　品物は、確かに袋に入れて渡してくれる。けれども心が欲する何かは、剥き出しのまま、ポンと私たちの前に落ちるだけである。それを入れる袋は、私たち自身の心の中にしか存在し得ないものだ。誰かが袋をくれるわけでもない、拾ってくれるわけでもない。自分で拾って、自分の袋に入れるしか方法はないのである。
　心のどこか片隅に、いつも「アボシカ」を持って生きていたいと思っている。

31. 文中の「この話」とは、どんなにことか。
[A]ソ連の人は、街でできている行列がなんの行列かわからなくてもまず並ぶこと　　　   　
[B]ソ連人は欲しい物にあったら、いつでも買えるように買い物袋を持ち歩くこと　　　　   　
[C]日本人は、出掛けるごとに買い物袋を持っていくようなことをしていないこと　　       
[D]買い物袋を「アボシカ」というロシア語の意味は、「もしかしたら」であること
　
32. 文中の「行き届いた暮らし」とは、どのような暮らしか。
[A]必需品を買うために並ぶことを経験したことがないような豊かな暮らし　　　   　
[B]昔の物不足の生活をきれいに忘れてしまった現在のような豊かな暮らし　　　　   　
[C]出かける時に何かの売出しの列を探さなくてもいいような便利な暮らし　　       
[D]そとでの買物のときも品物は袋に入って渡されるような便利な暮らし

33. 文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[A]何に出会うか　　　   　
[B]何が変わるか　　　　   　
[C]何をなすべきか　　       
[D]何が売られるか

34. 文中の「それ」は何を指すか。
[A]私たちの目の前に現れた自分の心が強く求めているもの　　　   　
[B]ようやく手に入った包装されていない非常に大切なもの　　　　   　
[C]外出先で偶然に発見して購入する前から欲しかったもの　　       
[D]道場で拾えない自分が努力してはじめて入手できるもの

35. この文章で筆者がもっとも言いたいことは何か。
[A]私達は不便な生活を強いられても上手に対応できるような意識を持つべきだ。　　　   　
[B]私達は誰かが渡してくれたものの中からいいものを発見する目を持つべきだ。　　　　   　
[C]私達は精神的食糧になる何かを自ら取り入れようとする心構えを持つべきだ。　　       
[D]私達は昔のソ連の人びとの困難に負けないような楽観的な精神を持つべきだ。

[四]
　医者の前に座る患者は無力である。無力で哀れな存在である。患者の無力感を象徴するかのように、小さな、丸い腰掛けが置かれている。患者はこの上に腰を下ろさねばならない。
　（　ア　）、医者は堂々としている。権威のある、頼もしい存在である。あるいは、そういう存在でなければならない。医療というのは、今もなお、呪術的一面を残しているものだから、医者が無力で哀れな存在であれば、ショーバイつとまらないのである。それかあらぬか、医者はたいてい、肘付きの堂々たるいすに座っている。いすの肘は、医者がこれに、手ないし肘をのせて、堂々と患者に対することを期待している。そもそもいすの肘というものは、医者の役割に対する社会的期待の象徴である。
　残念なことに、医者のいすはしばしば、くるくる回る子供っぽさをも兼ね備えている。患者のからだを多方面から観察、診療しているかと思うと、くるりと翻ってつくえに向かい、処方その他のビジネスに立ち向かわねばならない。ビジネスをせねばならあぬという状況そのものが、若干の幼稚さを医者のいすに強制しているのである。
　医者にとって気の毒なことは、いすが少しも安楽ではないことである。安楽というのはいすの大切な目的の一つであろうに、診療のためのいすは安楽ではない。安楽いすや揺りいすに座って、ずばり、診断を下すことは難しかろう。というわけで、正姿勢で患者と対面する。対面しつづけなければならない、ここのところが問題だ。
　患者は確かに哀れな腰掛けに腰を下ろしている。が、何分かの辛抱である。医者の方は、肘付きいすに何時間も縛り付けられていなければならない。何時間も同じ姿勢を取りつづけること。これが体に良くないことは自明である。自明のことを、からだの専門家である医者もやらなければならない。気の毒だと思う。私は気の毒だと思うけれど、世間には無情な人もたくさんいて、医者の平均寿命の長くないのをからかう人もいるという。いけないことである。
　一つには、権威である。
　もう一つは、安楽である。
　さらに、仕事ということがある。
　この三つの目的と、いすはかかわっている。三つのことを、同時に果たすことはきわめて難しい。医者のいすが示すとおりである。
　何も、一つのいすですべてを果たすことはない。歴史上、さまざまの文化の中で、いろんないすが現れては消えていった、今ふと、身の周りを見まわすと、いろんないすが声をあげて自己主張しているのに気づく。

36. 文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
[A]もしくは　　　   　[B]そのうえ　　　　[C]いっぽう　　    [D]ところで

37. 文中の「医者の役割に対する社会的期待」とは、どのようなものか。
[A]権威のある、呪術的な一面を多少残す存在であるべきだ。　　　   　
[B]権威のある、患者にとっては頼もしい存在であるべきだ。　　　　   　
[C]権威のある、患者に哀れな一面を示さない存在であるべきだ。　　       
[D]権威のある、率直に自分の無力感を訴える存在であるべきだ。

38. 文中に「若干の幼稚さを······強制している」とあるが、なぜそのようになったのか。
[A]医者は無力な患者に面白さを感じてもらわなければならないから　　　   　
[B]医者にビジネスに携わるための便利さを提供せねばならないから　　　　   　
[C]ビジネスをせねばならない医者にすこし安楽を感じてほしいから　　       
[D]気の毒な医者に強制的にでも子供っぽい性格を持ってほしいから

39. 文中に「気の毒だと思う」とあるが、それはなぜか。
[A]医者は無力で哀れな患者に対して、堂々として診断を下せない場合もあるから　　　   　
[B]医者は権威を象徴する肘付きいすが好きだが、それは却って健康を害したから　　　　　   　
[C]医者は体の専門家ではあるが、自分の病気を治療できる人があまりいないから　　       
[D]医者は健康に良くないとわかっても、同じ姿勢で座りつづけざるを得ないから

40. この文章の内容に合っているものはどれか。
[A]医者は診療の時、小さな腰掛けに座っている患者の気持ちを考えるべきだ。　　　   　
[B]医者の座っているいすに権威、安楽と仕事の機能を同時に持たせるべきだ。　　　　   　
[C]医者は安楽でないいすに座っている時、堂々と診断を下すことはできない。　　       
[D]医者の診療用の肘付きのいすは、安楽という大切な役割を果たしていない。

B.次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（３点X５＝１５点）
　それぞれの学問にそれぞれ固有の対象領域があります。法律を扱う学問が法学であり、経済現象を対象とするのが経済学です。41. もちろん、その領域をさらに細分化し、専門化していくこともできます。きわめて簡単に言ってしまえば、学問とは、一定の対象に関する普遍的な記述を与えることだと言ってもいいでしょう。42.普遍的な記述が与えられることによって、われわれはその対象を操作し、支配することができるわけで、そうした実践性だけが学問の動機のすべてではありませんが、しかしそれを通じて学問は社会へと開かれているわけです。
　ここで大事なキー・ワードは「普遍性」ということです。つまり、43.学問がある対象の記述を目指すにしても、その記述は、けっして記述する人の主観に左右されるものではなく、原理的には「誰にとってもそうである」ような仕方で記述されているのでなければなりません。44.「わたしはこう思う」というだけでは、まったく不充分なのであって、「わたしにとってそうであるだけでなく、あなたにとっても、誰にとってもそうであるとわたしは思う」のでなければならない。しかもなぜそのように言うことができるのかを、論理的に
　　ということは、原理的には誰にも分かるような仕方で説明し、論証することができるのでなければなりません。
　そのことを、専門的な言い方では「反証可能性」と言います。すなわち、どのような知の言説も、同じ知の共同体に属する他の研究者が、同じ手続を踏んでその記述や主張を、再検討し、場合によっては、反論し、反駁し、更新するという可能性に対して開かれていなければならないということです。
45.このことは、理科系でも文化系でも同じことですが、大学で学ぶべきもっとも重要なことは、まさに自分の思考に反証可能な表現を与えること、そうしてそれを普遍性のほうへと開いていくことなのです。それは、自我の立場に立って考えるのではなく、普遍性の立場に立って考えるということです。しかし、それは、言うは易く、行うは難しです。どこかに端的に普遍的な立場などというものが存在しているわけではないからです。普遍性は、あらかじめ存在するものではなく、それに到達し、それを獲得することをわれわれが目指すべき地平のようなものです。その普遍性の方に向かって自分の認識や表現を開くこと　　それが、大学という場に課せられた使命であり、約束なのです。

III．作文（２５点）
46.次の指示にしたがって、４５０字～５００字の作文を書きなさい。

もし買えるとしたら、あなたは次のどちらを選ぶか。
A:勤め先に遠いが、広くて立派な家
B:勤め先に近いが、狭くて古い家
AとBのどちらかを一つ選んで、その理由を作文に書きなさい。

注意：①自分でテーマをつけること
　　　②「だ・である」体で書くこと
　　　③漢字を使うべきところは漢字を使うこと
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基礎知識（２０点）
　次の文章を読んで、１～２０の問いに答えなさい。答えは選択肢A、B、C、Dからもっとも適切なものを１つ選びなさい。

　「中学生らしく」とか、「高校生らしく」とか、よく言う。
ぼくは、この言葉（　１　）嫌いだ。そんなことを言っていると、男は男らしく、女は女らしくなって、はては日本人は日本人らしく、なんてことを言い出すのじゃないかと思う。
　ナントカらしさというのは、（　２　）人それぞれに思い入れがありながら、なにかのタイプを（　３　）、人間をその型に嵌め込もうとするところがある。それが、どうしてナントカらしいのか、といわれたら困るだろう。ぼくだって、大学教授らしくしろなんて言われたら、どうしていいか、わからない。
　もっとも、「中学生らしくないように」とか「高校生らしくないように」とか、そうふるまおうとするのも、同じくらいあほらしい、型から抜けようとして、別の型にはまりかねない。
　（　４　）、自分らしくあるのが、最上だろう。なにをするにしても、ああ、あの人らしいことをするといわれ、あの人らしい考え方だと思われるのがよい。（　５　）、なにかの型なんか必要ない。
　もっとも、人間がそうなるのは、一生かかるとも言える。ほかの誰でもない、自分の生き方を作っ（　６　）ことが、その人の一生のようなものだ。
　それでも、若者は若者なりに、「若者らしく」ある以前に、その人らしさがあってよいと思う。「中学生」であったり、「高校生」であったりする以前に、（　７　）人間んであり、それも、ほかの誰でもない、自分という人間なのだから。
　ナントカらしさなどと言わずに、たとえば、やさしさを（　８　）ことはできる。それは「女らしさ」から来たりはしない。きみが男の子なら男の子なりに、そして、女の子なら女の子なりに、やさしさを持てばよい。その場合に、男ならこんな具合に、女ならあんな具合にと、（　９　）わけではない。それぞれに、自分にあったやさしさなり、自分としての魅力なりを持てばよいのだ。
　ところが、世間というものは、中学生が「中学生らしい」型にあると、安心するようなところがある。もっとも、その「中学生らしさ」というのは、（　１０　）勝手に動くもので、何が「中学生らしさ」のかと聞かれたら、誰だって困るだろう。ただし、その曖昧なのが管理する側から便利なところが、もっとも困ることである。
　さらに、この「らしさ」というのが、どうも受け入れられてしまうのだ。先日テレビで、制服は必要かどうかという討論を見ていたら、なんと制服（　１１　）反対する人までが、「中学生らしく」ありさえすれば、制服でなくてもよい、と主張していた。
　ぼくは「中学生」であるとか、「高校生」であるとかいうのは、その人の人間性（　１２　）、副次的なことと思う。学生とか、教師とか、サラリーマンとかその人が社会的に存在している身分で、あり方を決めようとしすぎると思うのだ。江戸時代なら、武士は武士らしく、町人は町人らしくしてないと、ひどい目にあったものだが、今はそんな時代ではないはずだ。

（　１　）～（　１２　）に入れるのにもっとも適切なものはどれか。
１．A　は　　B　が　C　に　Dを
２．A　どうも　B　どうぞ　C　どうか　D　どうせ
３．A　連係して　B　関係して　C　関連して　D　連想して
４．A　結局は　B　結果は　C　結論は　D　結末は
５．A　それにも　B　それには　C　それでは　D　それでも
６．A　てある　B　てみる　C　ていく　D　てくる
７．A　まず　B　初めに　C　さきに　D　前もって
８．A　身になる　B　身に余る　C　身にしみる　D　身につける
９．A　決めている　B　決まっている　C　決めていた　D　決まっていた
１０．A　およそ　B　けっして　C　ずいぶん　D　ちょうど
１１．A　と　　　B　へ　　　　C　に　　　　D　で
１２．A　に対しては　B　にとっては　C　によっては　D　については
１３．文中の「そんなことを言っていると」の「と」と同じ使い方のものはどれか。
　　　A　ダイエットをしすぎると、体をこわしてしまうよ。
　　　B　彼に言うのと言わないのと、結果は変わらないよ。
　　　C　飛行機に乗ると、徒弟が自分の席の隣に座っていた。
　　　D　友達が交通事故で亡くなったと、彼女は泣いている。
１４．文中の「もっとも」と同じ使い方のものはどれか。
　　　A　あなたたちが悪かったのだから、相手が怒るのももっともだよ。
　　　B　その短編小説はかれの作品のうち、もっとも優れているものです。
　　　C　ライオンはアフリカの草原の中で、もっとも強い動物だと思われている。
D　宿題は来週出しなさい、もっとも早くできた人は明日出してもかまわない。
１５．文中の「はまりかねない」の意味に近いものはどれか。
　　　A　はまりにくい。
　　　B　はまる可能性がある。
　　　C　はまると言われてしまう。
　　　D　はまるかどうかわからない。
１６．文中の「受け入れられてしまう」の「てしまう」と違う使い方のものはどれか。
　　　A　最近、電車の中に傘を忘れてしまう人が多くなってきた。
　　　B　地下鉄の中でうっかりすると、財布を取られてしまうよ。
　　　C　おまえ、そんなことをしたら、彼女に嫌われてしまうよ。
　　　D　あと５分ぐらい待ってて、この手紙を書いてしまうから。
１７．文中の「討論を見ていたら」の「たら」と同じ使い方のものはどれか。
　　　A　そんなに上司がいやなら、今の会社をやめたらどうですか。
　　　B　酒を飲んだら、絶対に車を運転しないようにしてください。
　　　C　友達と国立美術館に行ったら、元の彼女にばったり会った。
　　　D　これは保証期間中に故障したら、ただで修理してもらえる。
１８．文中の「ひどい目にあった」の意味に近いものはどれか。
　　　A　変に思われた。
　　　B　辛い経験をした。
　　　C　苦しい生活をした。
　　　D　悲しい気持になった。
１９．文中の「型」の読み方はどれか。
　　　Aかた　　Bかち　　Cかたち　　Dかたき
２０．文中の「最上」の読み方はどれか。
　　　Aもがみ　　Bもうえ　　Cさいうえ　　Dさいじょう

読解（５５点）
A． 次の文章の「一」「二」「三」「四」を読んで、２１～４０の問いに答えなさい。答えは選択肢A、B、C、Dからもっとも適切なものを１つ選びなさい。
（２点X２０＝４０点）

「一」
　わたしはこれまで、人間についで頭がいいのはチンパンジーだと思っていましたが、イルカ（海豚）はチンパンジーとは段違いに優秀なのだそうです。
　そして、わたしたちがチンパンジーを高等動物とみなすのは、その形態が人間に近いからなのですね。なんという自己中心！すべての動物は人間にどれだけ近いかによって優秀の順位か決まると、最初から思い込んで疑わなかった。これはイルカに対してまことに失礼なことであったと反省したことでした。
　すると、たとえば、音楽を聞かせたら、植物の育ちがよかったり、いい花を咲かせた、という話も、ほんとうだろうという気がしてきます。枝を切ろうとしてハサミを手にその木へ近づいていくのと、水をやろうとジョウロ（喷壶）を持って近づくとでは、木はまるで別の反応の仕方をするのであって、ただそれが人間には見えないだけなのかもしれない。
　人間はものを見るのに目を使い、聞くのは耳で、嗅ぐのは鼻です。（　ア　）、たとえば魚に対すると、魚の耳はどこだと考え、メクラウオのように、目が退化して形だけ残っている種類を見ると、びっくりしたりします。
　もっとも、人類はそれほど自己中心的で、かつ攻撃性を備えていたからこそ、地球という星で、こんなに栄えたというか、蔓延ったわけでしょう。というのも、地上は酸素はたくさんあるけれど、食物を手に入れるのが海の中とは比べ物にならないくらい困難で厳しいので、地上の生物たちは、そのための大変な努力をしながら今日に至った。そして人類は、今のところそれに勝ったのだと言えます。
　その点、イルカは５千万年ほど前に、やはり海の中がいいからと、海へ帰っていったが、海の中は、ほとんどといっていいほど敵はいなくて、口を開けて泳げば餌がひとりでに入ってくるから、まず努力しなくていい、毎日遊ぶことが仕事みたいなものです。もしイルカが努力をしていたら、人類は今みたいに栄えなかっただろうということです。
よく言われることですが、「地球」という呼び方も、いかにも人間中心的ですね。「地球」というより「水球」といえ、とイルカたちが主張したら、われわれは言い返すことができません。表面積からすれば、海はその７０．８％を占めるのですから。
２１．文中に「失礼なことであった」とあるが、それはなぜか。
　　　A　動物は形態が人間に近ければ近いほど優秀だと思い込んでいたから。
　　　B　人間は頭の良し悪しこそ動物を判断する基準だと思い込んでいたから。
　　　C　チンパンジーよりイルカのほうがずっと優秀だと思い込んでいたから。
　　　D　動物の中でチンパンジーが一番人間に近い動物だと思い込んでいたから。
２２．文中の「それ」は何を指すか。
　　　A　人間と違う反応の仕方をする木の特別な仕組み
      B  美しい音楽を聞かせてもらった植物の育ち振り
　　　C　木に施そうとする動作による木のさまざまな反応
　　　D　いい花を咲かせようとする植物のいろいろな変化
２３．文中の（　ア　）に入れるものはどれか。
　　　A　だから　　B　要するに　　C　その結果　　D　にもかかわらず
２４．文中に「人類は、今のところそれに勝った」とあるが、それはなぜか。
　　　A　地上は生きるのになくてはならない酸素が十分にあるから
　　　B　人間は自己中心的だけでなく、攻撃性もある生き物だから
　　　C　地上は食物の入手が容易で、努力しなくても生きられるから
　　　D　人間は目や耳や鼻などの進化が他の動物より進んでいるから
２５．この文章の内容に合っているものはどれか。
　　　A　人類は努力したからこそ地球上の生物間の競争に勝ったのである。
　　　B　海の表面積を考えて「地球」を「水球」と名を改めるべきである。
　　　C　生存環境の厳しい海の中と比べて地上のほうがもっと生きやすい。
　　　D　チンパンジーがイルカより頭がいいということを忘れてはならない。

「二」
　ぼくの家は数メートルの崖の上にある。崖は石垣になっていて、ゆるやかな反比例のカーブを描いている。ちょっとしたお城の石垣みたいで、たまに下から見上げるとなかなか気分がよろしい。ところが気分がよいのはそこまでである。
　石垣の下は道路であるが、駅のある繁華街方面へは上の道を通って行くため、我が家の人間がこの道路を利用することはめったにない。にもかかわらず、石垣の下の、道路沿いの溝は、我が家の人間が掃除しなければならない。石垣の上の我が家の庭から石垣の下へものを落とすことはまずないのだが、そう決められているからしかたがない。月に二度、妻が不平を言いながら掃除におりて行く。この溝が、いつもはなはだ汚いのである。タバコの吸殻、菓子袋、ミカンの皮はいうに及ばず、その他いろんなものが捨ててある。日本人の公衆道徳のなさを見る思いである。たいていは通りがかりに捨てるのだろうが、中にはわざわざ捨てにきたとしか思えないようなものが捨ててあることもある。
　たとえば、テレビが捨てられたこともある。そんなもの、拾ってきてもどうしようもないので、粗大ゴミ回収の日がきたら待って行こうと思いながら抛っておいたら、四、五日してなくなっていた。妻の話によれば、「これ何や」といって五、六人が崖下で騒いでいたそうだから、親切にもその連中が持っていってくれたのであろう。こちらは助かった。それにしても他人の迷惑を考えぬ道徳心のないやつが多い。いや、もちろん、他人の迷惑を考える能力ぐらいはあるのだろうが、こういうやつはむしろ他人の迷惑を面白がる人間なのであろう。
　あなた、これ捨ててきてよといって、毎朝出勤するサラリーマンの亭主にゴミの袋をことづける女房族がいるそうだ。亭主の方は捨て場に困り、電車の網棚の上へわざと置き忘れてくる。車掌が忘れ物と思って中をあけるとゴミだった。こういうのが最近多いそうだが、あきれたものである。こういうのは人に隠れてするから、する本人はしている所とが公衆道徳に反することだと知ってやっているらしいことがわかる。
　道徳や礼儀を身につけているかいないかは、ふつう誰もがそう思っているように、家庭とか学校の躾によるものではない、と、ぼくは思うのだ。多少表面的な効果はあっても、それはあくまで建前的に道徳、礼儀を自慢する際の役にしか立たず、家庭できびしい躾を受けた男が大学へ入るなりたちまち反動的に周囲の蛮カラ（粗野的）風に染まって汚いことを平気でやりはじめることはしばしば見かけることだ、教養だって役に立っていないと思う、道徳や礼儀は学問とは別物に思えてしかたがない。
２６．文中に「我が家の人間が……めったにない」とあるが、それはなぜか。
　　　A　石垣の下の道を通って駅のある繁華街のほうへ行くことができないから
　　　B　石垣の下の道から家の周辺の風景を思う存分楽しむことができないから
　　　C　石垣の下の道から石垣を見上げる時のいい気分がすぐ消えてしまうから
　　　D　石垣の下の道沿いにはいつもミカンの皮等のゴミが捨てられているから
２７．文中に「そう決められている」とあるが、「そう」とはどういうことを指すか。
　　　A　崖下の溝にタバコの吸殻や菓子袋など色々なゴミが捨てられること
　　　B　妻は月に２回くらいぶつぶつ文句を言いながら溝の掃除に行くこと
　　　C　石垣の上の我が家の庭から石垣の下へものを落としてはいけないこと
　　　D　自分がゴミを落とさなくても溝の掃除の責任を負わねばならないこと
２８．文中に「こちらは助かった」とあるが、それはなぜか。
　　　A　捨てられたテレビをもう自分の家に拾って来なくても済んだから
　　　B　ゴミとして捨てられたテレビを自分で処理しなくても済んだから
　　　C　勝手にテレビを捨てることに不満を持っている人が他にもいたから
　　　D　妻の頼みでテレビを回収業者のところに運んでくれた人がいたから
２９．文中に「道徳や礼儀は学問とは別物に思えてしかたがない」とあるが、それは
なぜか。
A　道徳や礼儀は学問と違って、反動的な力などで簡単に覆されることはない
から
　　　B　道徳や礼儀は学問と違って、建前的なものでいつでも役に立つことはない
から
C　道徳や礼儀は学問と違って、生まれつきのもので教えられるものではない
から
　　　　　D　道徳や礼儀は学問と違って、学校や家庭の教育で躾けられるものではない
から
　　３０．この文章の内容に合っているものはどれか。
　　　　　A　電車の中のゴミ袋の置き忘れが一概にその人の故意による行為だとは言
えない。
　　　　　B　テレビの無法投棄行為が日本人の公衆道徳のなさの表われだとは断言でき
ない。
　　　　　C　家庭で厳しく躾けられた人でも公衆道徳に反するようなことをすることが
ある。
　　　　　D　汚いことを平気でやっている人はみな他人の迷惑を考える能力のない人である。

「三」
　今年は海外で年末年始をすごした、そこには紅白歌合戦もなければ、大晦日の夜の鐘の音も聞こえてこなかった。そこで、今回は日本と欧米との年の区切りのちがいばかりが、気になった。
　そのもっとも大きかったことは、日本の年末年始が、大晦日に大きな意識があって、新年は、どちらかというと、次のものであることだった。
　日本人は年末年始が近づくと忘年会をやる。過去を捨てようと、一生懸命である。また大晦日の終曲は、まだまだ紅白歌合戦である。何しろ。出場できなかった女歌手が、人気回復に特別名写真集を出すほどらしい。そんな記事を週刊誌で読んだ。
　そして大晦日の夜の鐘の音。この暗い感じは、どうも好きになれない。
　ところが今回年末をすごした所では、新年を迎えて、海上の空に花火が打ち上げられた。まあまあの豪華さだった。
　つづいて爆竹。これも長い時間鳴りやまなかった。
　もちろん世界各地、海外といったって同じではあるまい。爆竹は中国の旧暦の区切り、いわゆる春節ではそれそれは大変で、毎年けが人が出る。むかし北京で春節を迎えた時の騒ぎは、今でも忘れられない。
　また大晦日のカウントダウン（倒计时）は欧米にもある。とくにヨーロッパの田舎では１２時のキスは、今でもあるらしい。
　しかしそれにしても、欧米では忘年会にあたる英語はないし、クリスマスの飾りはクリスマスが済んでもそのままお正月に入るから、街の風景は変らない。それでこそ欧米人から来るカードに「クリスマス、おめでとうございます！新年、おめでとうございます！」と書いてあることも納得できる。
　やはり重点の置き方はヨーロッパとアジアで違い、さらに中国と日本でも違って、日本はいちばん、ゆく年に重きがあるように思える。
　一年間の反省や勘定の清算も大いに結構だが、どちらかといえば、もっと前向きに年のあらたまったことの方を大事にしたいと思うが、どうであろう。
　とくに近ごろ、日本人は景気が悪くて元気が出ない。そんな時は忘年会をやめて新年会だけにしょう。
　お釈迦さま（佛祖）にお許しいただいて、大晦日の夜の鐘を適当にして新春の餅をつこう。紅白歌合戦は「明けましておめでとう」を強調したものを、年が明けでからやろうではないか。
　そして新年の日の出や初詣出（新年初次参拜）に出かけもするし、テレビやラジオも、熱心にそれを放送してほしい。
　これが私の新年の夢である。

３１．文中の「日本と欧米との年の区切りのちがい」の中で、もっとも大きいのはどれか。
　　　A　日本は大晦日の過ごし方を重視するが、欧米はカウントダウンを重視する。
　　　B　日本はお正月の雰囲気を重視するが、欧米はクリスマスの飾りを重視する。
　　　C　日本は忘年会のある年末を重視するが、欧米は年末と年始を同様に重視する。
　　　D　日本は過ぎ去って行く年を重視するが、欧米は新年を迎えることを重視する。
３２．文中に「そんな記事」とあるが、それはどういうことを指すか。
　　　A　紅白歌合戦に出場できなかった女歌手が、人気回復に写真集を出すこと
　　　B　大晦日の夜の鐘の音が暗い感じを与えるから、好きでない人が多いこと
　　　C　日本の大晦日の終曲として、歴史を持つ紅白歌合戦がまだ続いていること
　　　D　過去を捨てようと、日本人は年末が近づくと一生懸命に忘年会をやること
３３．文中の「納得できる」とは、どんなことか。
　　　A　欧米ではクリスマスの飾りはきれいだから、新年に入った後も撤去しないこと
　　　B　忘年会に当る英語がないから、欧米人のカードにはその意味の表現もないこと
　　　C　欧米人のカードに、クリスマスと新年とのお祝いの言葉が一度に書かれること
　　　D　欧米人はとくに田舎では、忘年会の代わりに大晦日の１２時にキスを交わすこ　　　　　　　　
　　　　　と
３４．文中の「私の新年の夢」は何か。
　　　A　新年の日の出にみんなの夢を託して好景気になってほしい。
　　　B　年末には一年間の反省や勘定の清算を大いに行ってほしい。
　　　C　年末の行事より新年を祝う行事をもっと熱心に行ってほしい。
　　　D　欧米や中国のような祝い方で年末年始の行事を行ってほしい。
３５．この文章で筆者がもっともいいたいことは何か。
　　　A　過去の一年への反省が新年が祝うよりもっと重要だということを認識すべき
だ。
　　　B　過ぎ去って行く年に重点を置いている日本はもっと新年に期待をかけるべきだ。
　　　C　欧米の年末年始の考え方は日本の風習と合わないので取り入れるべきではない。
　　　D　中国の新年を祝う習慣など日本とほぼ同様であることを忘れるべきではない。

「四」
　猫好きの人は誰でも知っているように、猫は飼主から名を呼ばれた時、ニャアとないて返事をするのが面倒くさく、黙ってちょっと尻尾の端を振って見せるのである。緑側などに蹲って、うつらうつらと日向ぼっこ（晒太阳）を楽しんでいる時などに、試みに名を呼んで見たまえ。人間ならば、うるさい、人がせっかくよい気持に眠りかかったところをと、生返事をするか、でなければ狸寝入りをする（装睡）のであるが、猫は必ずその中間の方法を取り、尾をもって返事をする。それが、体の他の部分はほとんど動かさず、依然としてうつらうつらしながら、尻尾の末端の方だけを微かに２・３回、ブルンと振って見せるのである。何にしてもその返事の仕方には一種微妙な表現がこもっていて、声を出すのは面倒だけども黙っているのもあまり無愛想であるから、ちょっとこんな方法で挨拶しておこう、と言ったような、そしてまた、呼んでくれるのはありがたいが、実は己は今眠いんだから堪忍してくれないかな、と言ったような、怠けているような、愛想がいいような複雑な気持が、その簡単な動作によって巧みに示されるのである。
　私が何でこんなことを言い出したかというかと、他人は知らず、私は実にしばしば自分にも尻尾があったらなあと思い、猫を羨ましく感ずる場合にぶつかるからである。例えば机に向って筆を執っている最中、または思索している時などに、突然家の人が入って来てあれこれ用事を訴える。すると、私は尻尾がありさえしたら、ちょっと２・３回端の方を振っておいて、構わず執筆を続けるなり思索に耽るなりするであろう。それより一層痛切に尾の必要を感ずるのは、訪客の相手をさせられる時である。客嫌いの私はよほど気の合った同士とか、敬愛している友達とかに久しぶりで会うような場合を除いて、めったに自分の方から喜んで人に面接することはなく、大概いつもいやいや会うのであるから、用談の時は別として、漫然たる雑談の相手をしていると、１０分か１５分もすればたまらなく飽きてくる。で、自然こちらは聞き役になって客が一人でしゃべることになり、私の心はともすると遠く談話の主題から離れて別の方へ憧れていき、客を全く置き去りにして（弃置不顾）勝手気ままな空想を追いかけたり、ついさっきまで書いていた創作の世界へ飛んでいったりする、従って、ときどき「はい」とか「ふん」とか受け答えはしているものの、それがだんだん上の空（心不在焉）になり、間が空きすぎたりすることを免れない。時には、ハっとして礼を失くしていたことに気がつき、気を引き締めてみるのであるが、その努力も長続きがせず、ややもすればすぐまたかけ離れようとする。そういう時には私はあたかも自分が尻尾を生やしているかの如く想像し、尻が痒くなるのである。そして、「はい」とか「ふん」とかいう代わりに、空想の尻尾を振り、それだけで済ましておくこともある。猫の尻尾と違って相手の人に見てもらえないのが残念であるが、それでも自分の心持でば、これを振ると振らないでは、いくらか違う。相手の人には分からないでも、自分ではこれを振ることによって受け答えだけはしているつもりなのである。
　
３６．文中に「その中間の方法」とあるが、筆者は猫のどのような気持ちを言っているか。
　　　A　眠くて返事すら面倒くさいと思う気持ち
　　　B　できるだけ楽に返事をすまそうとする気持ち
　　　C　怠けているような、愛想がいいような複雑な気持ち
　　　D　尻尾の端を振って、いい加減に応答しようとする気持ち
３７．文中の「その簡単な動作」とは、どういうことか。
　　　A　狸寝入りをすること
　　　B　ニャアと声を出すこと
　　　C　尻尾を微かに振ること
　　　D　日向ぼっこをすること
３８．文中に「自分にも尻尾があったらなあ」とあるが、筆者はなぜそう思うようになっ
たのか。
A　人間関係の煩わしさを厭い、現実の社会を離れて空想の世界に遊ぶべきだと思
うようになったから
　　　B　人との付き合いにおいては、礼儀作法を重んじ、何よりも相手を尊重すべきだ
と思うようになったから
　　　C　普通の来客はもちろん、気の合った同士とか敬愛している友達への応対も面倒
だと思うようになったから
　　　D　人に煩わされず創作に専念していたい反面、無愛想に応対するわけにもいかないと思うようになったから
３９．文中の「そういう時」とは、どういう時か。
　　　A　どんなに忙しくても、自ずから喜んで訪ねてくる客に面接する時
　　　B　失礼だと気がつき努力はしているが、なかなか効果が見られない時
　　　C　談話の主題から離れて別の方へ憧れていき、客を全く置き去りにする時
　　　D　空想を追いかけたり、さっきまで書いていた創作の世界に耽っていく時
４０．この文章の面白い点はどこにあると考えられるか。
　　　A　猫の反応を捉えて、筆者の猫への強い愛着を表そうとしている点
　　　B　猫の行動を描いて、筆者が仕事における苦労を訴えようとしている点
　　　C　猫への観察を通して、筆者が人間の行動の本質を見抜こうとしている点
　　　D　猫の動作を借りて、筆者の内心の思いをありのままに伝えようとしている点

B.次の文章の下線のついた部分を中国語に訳しなさい。（３点X５＝１５点）
誰でも心配するのは、自分にパソコンの適性があるかないかということである。こ
れほど愚問と思える質問もないが、だが初めは誰でも心配になるものだ。
　４１．およそ文科系とか理科系という分け方もかなりの部分は思い込みによるものがあ
るのではないかと思うことが多い。自分は文学志望であるとか、自分は音楽志望であると
か、自分は技術者志望であるとか、学生は誇らしげに言うのをよく聞く。４２．社会人に
対しては礼儀を欠くからできないけれど、学生になぜそう思うのかと尋ねてみることがあ
る。するとたいがいは、第三者にとっては理由ともいえない理由であることが多い。
曰く、小学生のころ作文が上手だと先生に褒められた。曰く、中学生のころ、ブラスバンド（管乐队）でリーダーだった。曰く、小さいころ、ラジオを作って親と先生に褒められ、あなたは技術者向きといわれた。４３．そんな些細なことが人の一生を左右するのかと、唖然とするくらいである。作文だって、ブラスバンドだって、ラジオだって親や周囲の先生が陰ながら援助したに決まっているのである。しかし、恐ろしいのは,そうして醸成された錯覚が本物となっていくことである。
パソコンに適性があるかないかにいたっては、愚問に過ぎて悲しくなってしまう。自分はパソコンが得意だとか、パソコンが上手だと周囲の人が褒めてくれることは大切である。なんとなくそういう気持ちになってしまう。４４．そうしていつの間にか自分はパソコンのために生まれ、パソコンともに生き、パソコンとともに死ぬのだという人種を作り上げていくのである、どう考えても、適性というものなどありえない。
　ただし、好き嫌いはあるだろう。好みの問題は神様だって手のつけられない問題である。４５．しかし、この好き嫌いというやつもよく見ていると、頭が硬化してきて新しいものに対する旺盛な知識欲が弱まったり、ある程度世の中で成功していて、確立した自分の生活に変化の起きることを好まないということに起因する場合があるようである。


作文
　中国では、結婚する前の若者が親と同居することが多いが、欧米では別居することが多いと言われている。どちらがいいと思うか、あなたの考えを作文を書きなさい。
注意：
1 自分でテーマをつけること
2 「だ・である」体で書くこと
3 漢字を使うべきところは漢字を使うこと








[bookmark: _Toc492892942]参考答案
2005年真题答案
【完型】
ACDAA  BDDBA  CBABB  BCDAC

【阅读】
BCDCB  DBADC  DCCAB  BACDA

【翻译】
41、认知科学是一个比较新的科学领域，通俗地说，就是“研究人类mind的学问”。人们将“mind”翻译成“心理”，往往将其归为心理学的一个领域，其实它是一门从多角度阐明“看、听、学习、理解”等人的“mind”的学问。
42、作为其应用，比如为了开发出像铁臂阿童木这样的机器人，人工智能的研究正在蓬勃开展。不过，认知科学使我们逐渐认识到，人工智能毕竟也是有限度的。这再一次使我们感受到了人的聪明。
43、即使把大量的数据作为资料灌输给机器人，把人类的行为规范符号传授给它们，它们也不会变得跟人类一样“智慧”。对于人的教育来说也同样如此。比如，虽然把大量的知识灌输给了孩子，但是未必那孩子会“变得智慧”。
44、如此考虑，现在的学校教育，特别是日本式的教育究竟好不好，还存在疑问啊。包括我在内的认知科学家，已经出现试图重新评价日本学校教育现状的动向了。
45、我并不是这么认为的，难得有了集技术于一身的计算机，所以我们就应该用它来完成因没有“工具”而无法进行的教育。

2006年真题答案
【完型】
ACDBB  CDBCA  CCBBD  DACAD

【阅读】
AABDC  ADDBB  AACCD  ACDDC

【翻译】
41、为什么年轻的时候不想要孩子呢。从教育费育儿费的开支、幼儿园的不足等现状到环境问题等对不远的将来的不安，有着诸多的原因。
42、考虑到入学后的事情的话，虐待问题，罢课，家庭暴力等不安也是让人担忧的焦点。这样，即使跟年轻人们说“要看到结婚、生子、育儿的价值，要怀揣梦想”，也是无济于事的吧。
43、年轻人不积极向往结婚生子的社会，再怎么看也是一个不健全的社会。只能认为是社会整体的病根在蔓延。
44、为了去矫正不健全的社会，行政的作用自然也是很大的，但是仅凭行政的话是不够的。也有必要进行改革，构造一种不仅是女性，男性休产假也被当做极为自然的雇佣形态或劳资意识。
45、并非交付给某个人，如果没有全体国民各自努力的话，修正历时多年积蓄蔓延的社会的扭曲是不可能的。从这层含义上来看，举全国之力投身于社会的健全化建设是很有必要的。
2007年真题答案
【完型】
ABDAB  CACDB  DACAD  ADBBD

【阅读】
DBAAB  DCACB  DDCBA  ACDBD

【翻译】
41、现在高龄者的看护人手不足，作为社会问题浮现出来，其原因或许在于人们想用钱去解决这全部的问题吧。把视线从“生产性”的视野中脱离出来，而去关注“精神性”的东西的话，就会注意到没有比这更丰富的资源了吧。
42、我认为，不要说因为是孩子或是老人就如何，当每个人都能了解从照顾伤残人士和老年人中所得到的精神喜悦的时候，老龄化问题才能够解决。
43、只要人们没有注意到这件事，只要把照顾病人当作脏活，那这就是份脏活了吧。由衷希望人们能注意到“照顾老人是脏活累活”这种观点只是人们意识本身的问题。
44、试着考虑过医疗发展所带来的人生各个阶段的问题，明白了这样一个事情，无论是什么问题，我们都有必要深入去思考生命和死亡，都要在正确的生死观下生活。
45、每个人都在考虑人必有一死，都在追求充实地度过每一天。在过于和平的年代，我们容易忘记自己还背负着死亡的命运，“终有一死”这才是我们生命真正的姿态。

2008年真题答案
【完型】
DCABD  BACAC  BDDDA  ADDCB

【阅读】
DCDAD  DACBB  CAABC  CDABA

【翻译】
41、从灯具到收音机、钟表、剃须刀，我们的生活正处在无线化的进程当中，电池的普及是永无止境的。而电池有两种：一次性使用，放电后不可再充电的干电池和可反复充电放电可以一直使用的蓄电池。
42、学生时代，会受到家长、老师、朋友、前辈的关怀，可以说是一种有线化的状态，而一旦步入社会，就可以看做转移到了一种无线的，必须自控的生活中去。因此走出校门之后，真正的充电（习得技术或教养）才刚开始，上述两类人人生的轨迹也会产生差异。
43、十河信二氏（第四代国铁总裁）即便到了96岁高龄，仍然醉心于阅读世界经济和国际政治相关的书籍，并能做出专家级别的分析。而且听说他经常说“人，为了无论什么时候被叫出去都能派上用场，必须不断的学习”。这正是一种蓄电池型的人生。
44、没有生活经验，全在卖弄书本知识，这种人可以说生活重点只在放电上，和只能放电的干电池近似。一旦反复进行干电池一样的生活的话，人生就会出现硬质，“漏液”。伪装的外皮也会被剥去。产生了和蓄电池的人生很大的差异。
45、年轻的时候要和老人交往，岁数大了要和年轻人交往。老人和年轻人交往，可以传授他们经验和学问，年轻人可以从老人走过的足迹中吸取经验谋求飞跃。老人则可以学习年轻人的活力和新鲜的想法。这都是通过人际交流的充电方法。
2009年真题答案
【完型】
CADBD  ACBCD  CBBCA  DDBDA

【阅读】
BCABD  CDBBA  BDCDA  DDCBA

【翻译】
41、草木都会结果，把种子落在土里。落下的种子覆盖着泥土接受雨露的恩泽，其内在的生命力觉醒，发芽成长，破土而出。接受着光、水、肥料的恩泽，那小小的植株迅速成长，不久将有参天之势。
42、植物本身，被人们用智慧充分地利用着，但这并不是它本身的目的吧。开花之后结果，这作为一种生存的喜悦，不仅仅是对单独的一株植物所有，可以视作拥有着个体生存、种族延续的本能的所有生物体的目标吧。
43、植物成长、开花，等同于人类取得了功名成就，后继有人的满足的境界。植物开花是自我表达的最好方式，通过开花而结得硕果的话，他的生命就能由此得以永远存续下去，在生的意义上，植物与人类并无差异。
44、今年花开复又谢，明年花谢复又开，人的子孙也和其父辈祖父辈们一样，和花开的道理相比的话，并无不同。把一个人的个体生命的终结夸大，视为无常，但只要后继有人，死亡就不过是世代的交替，不过就是年复一年的花谢花开罢了。
45、若是那样，就不能把孩子的出生当多可喜的事。相反，如果不去认真防止新生儿出生，地球上将没有立锥之地，而且只有老人的数量在增加，白发白须将会覆盖地球吧。
2010年真题答案
【完型】
DACBA  BCDBA  CABDC  CACCB

【阅读】
DCABB  DAABC  BBDCD  ADCDA

【翻译】
41、商品名，也就是指代商品的品牌本身，是没有价值的。对于消费者来说，交换的对象是商品本身，商品的名字仅仅是用于区别其他商品或提供生产地位置等信息的符号而已。
42、但是，一旦商品名产生了一种有独特含义的信息，也就是说商品名一旦成为品牌的话，事情就大不一样了。即使是那些没有亲手拿到商品亲眼看到商品的人，听到商品名就能知道商品的情况，所以商品名就从商品中独立出来，成为一种独立的事物。
43、商品名广为人知，或者说通过商品名把对商品的内容的理解渗透进消费者之间，这正是商品名价值的所在。那可以成为是商品名的“知名·理解效果”吧。借此，能够节约用于广告宣传的费用。
44、印上“LV”、“香奈儿”标志的T恤，能卖出相应的高价的理由，是因为它拥有品牌独自的含义境界。通过打上商标而高出的价格的部分，就是进入这层“含义境界”的入场券。
45、换句话说，品牌通过给商品附着上独特的含义，让消费者的欲望得到满足，创造出独自的“含义世界”。那样的话，就能与市场上其他品牌商品群的竞争中创造优越性。



2011年真题答案
【完型】
BCAAD  ABCDC  BDCAB  BADDA

【阅读】
DBCCB  DADBA  CBAAD  BDCCB

【翻译】
41、英国人彼得梅尔曾记录到：来自大都市的友人造访时对我说“生活在这样的乡下，不觉得无聊吗”，自己却回答说“我从未感觉到过无聊，因为根本没有无聊的时间”。
42、确实，书中从饮食生活、气候变化、人们的气质以及人际关系、手艺人的工作场景、农活场景等多方面，生动并且幽默地记录了普罗旺斯地区乡间生活充满变化、丰富充实的样子。
43、这位流动工匠，是做打磨石制地板的工作，每天一到正午，就马上脱去工作服，换上一身行头，出门到田间的餐馆足足吃两个小时的午饭。“无论男女，都对吃有着强烈执念的人们”都深知如何体味生活的乐趣。
44、智慧的珍珠，有时会从意想不到的地方涌现出来。某些国家的人们对体育痴狂，而有一些国家的人们热衷政治。与之相同，法国人也让我们感到他们对料理的热衷。
45、即便如此，比如肉铺也不仅仅是卖肉。无论后面的客人排了多长的队伍，老板也不会介意，他要是不把这块肉如何做菜，如何拼盘，如何配菜，如何配酒等等详尽解释一番的话就放心不下。


2012年真题答案
【完型】
ACDCB  DDABA  CBBAA  CCCDC  

【阅读】
CDDDC  AAABD  BACCA  CADDB

【翻译】
41、人们常说，由于电视的缘故，现代人被剥夺了不少读书的时间。但是，很多情况下通过电视，我们可以获得各种各样书本上得不到的知识和乐趣。所以，由于电视的缘故读书的时间被剥夺这种说法是错误的，相反倒是应该说除了读书，又增加了看电视的选择。
42、但是，电视和电影一样，都要求观看者绝对服从。观看者常被置于被动的立场。而且，看电视的中途，不能停止也不能后退。
43、读书从这一点考虑，需要积极主动的智力活动，而且遇到喜欢的部分，可以在那里停下慢慢思考或者退回去反复阅读。
44、近年，在电视普及率越来越高的同时，书的销量也越来越好，也是着实喜人的现象，这也意味着享受电视和读书两方面的人，都有所增加吧。
45、因此，我想就没有电视和读书的新的协作方式了吗。把书本上难以表现的东西和电视上无论如何都难以满足观众的东西结合起来，比如，能不能创造出可视听的书籍或者可阅读的电视呢。



2013年真题答案
【完型】
CADBB  DCBDA  BCCDD  ADADB

【阅读】
BACDA  AACDD  CABBB  DCBCD

【翻译】
41、囊括人类了解、创造的一切，并称之为“文明”或者“文化”，这在以前无疑是可能的。像歌德这样的天才，从自然科学到文化、哲学世界，能一眼洞穿，并能用同一种语言进行阐述。
42、无论是什么样的诗人都得吃饭，无论什么样的天文学家，都必须要和读小说的邻居交往，捕捉“文明”的全貌，无论变得多么困难，如果我们缺少了作为文明人最小限度的常识，都不能生存下去。
43、人们争着读专业知识的启蒙书，迫不及待地要接受均衡的高等教育。自然科学者对艺术丝毫不懂，小说家对社会认识偏差之类的事情，在今天反而会比过去遭到更强烈的批判。
44、虽然很讽刺，“知识”越是“专业化”，可以说与此同时，人就更急速的“平均化”，人逐渐被细分化，失去人性，与此同时，空洞的政治口号宣称着“在其他地方恢复它”，从而把我们诱导向虚伪的常识。
45、但是，所谓文明的常识，对于人类来说，本来就是一种不言自明的东西吧。感知自然的方法，日常起居的礼仪，基本道德的情感等等，全部这些能够用语言传承的东西，就是文明的基础。

2014年真题答案
【完型】
CAADA  CBBDC  ABDDC  BACDB

【阅读】
DCDCB  AABBC  ABCBA  BCADC

【翻译】
41、为了从这种闭塞的状态中逃离出来，我想提议从根本上进行教育实践的改革。这是因为我认为仅靠教育制度改革的话，无论如何都难以期待教育的重生。教育实践改革的根本，就在于回归到“大学是养成学生思考能力的地方”这一即为理所应当的原则上来。
42、大学并不是传达“已有知识”的地方，而是对已有的“知识”进行分析，进行建设性的批判，继而开展新“知识”的创造活动，或者培养学生们参加“知识”创造过程的能力的地方。
43、每名学生通过参与到“知识”的创造过程，摆脱被动性和无干劲，在与这个包围着自己的世界的积极的交流中，获得自身的存在感和对自己的自信，与此同时，学习对他人的关心与责任也成为可能。
44、把讲课变得更有意义的努力，就是让教授和学生两方共同参与。这里所谓是“参加”，指的是无论在地区社会还是在社会活动，无论在大学还是在课上，认识自己所属的团体和人际关系的重要意义，并作为有责任的一员的“参加”。
45、在这种“价值不在”的下面，让每个人都能养成一边思考自己与他人，自己与团体的关系，一边选择自身行动的能力的教育，才是有必要的。因此，我想“思考的教育”不仅在大学，也应作为小学开始的基本教育活动导入到现有教育中。

2015年真题答案
【完型】
DCCDA  BCBAD  AADBB  ABDCC

【阅读】
BACBC  ABBBA  ADACB  DCDDC

【翻译】
41、现代社会被称为选择的时代，不是因为新闻媒体的导入而使得生活上表面性选择项变多了。而是因为，迄今为止的“企业人”这一代，对于经济神话与玄妙精神主义不做抵抗，已经忘记了由自己做出选择
42、实际上已经被完全地管理，自己也放弃了判断，没有选择的勇气。明明已是这样，却希望这不是真的。这样一来，只能通过自我暗示，或者可以说是“疑似选择”，来追求自己存在的证明。
43、虽说人生就是选择，但说实话，在实际生活中，我们更多的情况是，只是将这种选择夸大其词了。或者可以说这是一种选择游戏。本来升学、工作这种选择是已经被不知何人所决定了的人生线路，大家全盘接受，做出的选择也是这一线路内的，因此，不管怎么转向都不会有太大出入。
44、即使是日常生活中很小的选择，人如果这个选择是属于事关自己人生目标的那一类，我愿意把它当成一决胜负的事情。至少希望在与自己对话的过程中，打起精神过好每一天。
45、我们不能把每一个选择都做得妥当。选择是否妥当不是马上能够明了的，只有当每一天微小选择的收支决算逐渐在某一刻表面化，人亦将行将就木的时候，才会说出“我过了应该过的一生”或者“看起来似乎是选错了”吧。


2016年真题答案
【完型】
BCBAD   ACCAB   DABCD   CCBBA
【阅读】
BCBAB   ABDBD   DBCCA   AADAA

【翻译】
41、大多数人，对于新了解的事情，都会有些得意忘形。因为过于注目于此，反而对其他东西视而不见了。自认为站在知识的制高点，只有新了解到的，才有知道的必要，才最重要，此外还会轻视那些还未注意到这一点的位于谷底的人们。
42、但是已经忘记了这样的自己，已经看不到谷底的碎石了。同时心智也被刚刚发现的新世界占据，没有发现自己已经无视了未知的世界。
43、或许这也是因为没有切身体会到知识的负重感。说的再讽刺一些，就是因为他们没有背负过足够的知识，感受不到知识的重量，只是敷衍地学个皮毛吧。
44、所以，等到了某时，充满了其他新知识的时代到来的话，就会愕然。只有当这个时候，他们才会注意到知识对于自己过于沉重，非常轻易地抛弃了这些知识。也就意味着，自己已经被编入了旧时代的队伍之中了。
45、在人际关系中，必须找准自身的位置，来达到与自己主张的一致。对待 ，也要找准自己的位置，来自由操纵知识，操纵自己。不然的话，相反就会被知识的重量操纵了吧。

2017年真题答案
【完型】
BBBDA  CBDCA  DCDBA  ADCBC
【阅读】
CBACA  BADDC  BDAAC  CBBDD

【翻译】
41、当然，可以将这个范围不断细分，独立化。用最简单的话来说，所谓学术，可以说就给某研究对象赋予通用性的论述。
42、我们通过赋予通用性的论述，才能操作、支配这个对象，虽然学术的动机并不仅限于这种实践性，但借此，学术才会被传入到社会。
43、即便我们需要某对象相关的学术性论述，但这种论述绝不能被记叙人主观想法所左右，而必须是在原理上“无论站在谁的角度上，都是这样”。
44、如果仅是“我个人的想法”，这完全是不充分的，必须得是“对我，对你，对任何人都一样的想法”。
45、这无论对理科还是对文科都是通用的，在大学中应该学习的最重要的东西，就正是要学会给自己的思考赋予“可反证”的论述，这样才能将其推往普遍。


2018年真题答案
【完型】
BADAB CADBC CBAAB DCBAD
【阅读】
ACABB ACBBC DACCB CCDCD
【翻译】
41、很多时候，我觉得文理科的划分，大概很大程度上是源自于主观臆想的吧。经常听学生一脸得意的说我要走文学路线，要走音乐路线，要走技术路线之类的。
42、随便问上班族很不礼貌，所以我也没问过他们为什么这么想，但我经常会试着问学生们。之后大部分学生给出的理由，在外人看来都不能称为理由。
43、这些小事真的会影响人的一生吗，着实令人哑然。写作也好，参加管乐队也好，广播也好，这背后一定都有着父母和周围的老师们默默的帮助。但可怕的是，这样酿出的错觉，会逐渐成为现实。
44、这样不知不觉间，就创造出一批人，他们以为自己是专为电脑而生的，一生都要与电脑同生共死。我思前想后，都觉得天赋才能这种东西都是天方夜谭。
45、但我们好好审视一下这些喜恶，好像很多情况是源自思维僵化，或是日渐式微的对新事物的求知欲，或是在社会上小有所成就随遇而安等各种想法。
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